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　愛しているよ。俺の暁あかつきの姫。

　君が幸せなら、俺が成長の妨さまたげになるのなら、ほんの十年くらい会えなくてもかまわない。俺にとっては一瞬の時間だ。

　大だい丈じよう夫ぶ。これからは国が、組織が君の面めん倒どうを見てくれる。

　人と人との交まじわりは、人間にとって、とても大切なことだろう？

　いつか俺を迎むかえにおいで。

　その時の君が今と同じ夢を見ているのなら、俺は……──




　──君の[image: 牙]きばとなり、剣となろう。
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　世の中には妖よう魔まと呼ばれる存在がいる。

　古こ来らいより様々な国で妖精とか悪魔とか言われていた人ならざる者は、血と肉と四よん大だい元げん素そを元にした霊的な物質で身体からだを構成されていて、それらの呼こ称しようは長い年月を経へて妖魔と統一されるようになった。

　力の強い妖魔は天てん災さいすら自みずからの意い図とで引き起こせると畏い怖ふされる一方、彼らを石に封じこめることにより、その力を利用する手段も開発された。

　彼らを石に封じる者が封ふう石せき師しであり、妖魔が封じられた石、もしくは封じる行為を封石と呼ぶ。

　──ティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくの首都トラオムには、封石師の育成と統とう括かつ管かん理りを目的に設立された封石師協会の本部が存在する。
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　フィーネがはじめて封石師協会本部に足を踏み入れたのは、十年前だ。

『ここはおしろなの？』

　アレスと手をつないで、堂どう々どうとした白はく亜あの建物を見上げて、寝物語に読んでもらった城とはここのことかと、無む邪じや気きに笑ったのを覚えている。

　ティーチ連邦共和国には王族がいない。施し政せいこそ議会を通して行われているが、国内外の権けん威いの象しよう徴ちようは封石師協会本部といえるから、幼おさないフィーネの直ちよつ感かんはあながち間ま違ちがっていなかった。

　ここで封石能力があると判はん断だんされ、フィーネは成人するまでの生活を保証された。

　封石師だった両親が他た界かいして、一カ月も経たっていなかったと思う。

　ただでさえ心の支えが必要な時に、フィーネはアレスと引き離された。




『フィーネが封石師になったら、また会えるよ』




　嫌いやがるフィーネをなだめ、アレスは誓いの言葉を残した。再会を約束するその言葉が、フィーネの生活の支えとなった。

　六歳の頃に幼よう児じの保護と教育を司つかさどる施し設せつに入って一年世話になり、それから四年間の初等教育を経て、希望していた職業の基き礎そ教育を受けて五年──計十年。

　どんなに時が経とうとも、アレスの言葉を一いち言ごん一いつ句く覚えている。それだけ何度も夢に見て、何度も思い返した。




『愛しているよ。俺の暁あかつきの姫』




　泣きじゃくるフィーネの額ひたいに唇くちびるで触ふれ、アレスは柔らかく微ほほ笑えんだ。

　彼の言う『暁の姫』は寝物語に読んでくれた童どう話わからきている。暁は夜明けの空のことだと教えてくれた時に、フィーネの赤みの強い金きん髪ぱつをなでて、こんな色だと彼は笑った。それ以来、彼はフィーネがぐずった時にその呼び名を使うようになった。




『君が俺のことを忘れても、俺が覚えている』




「忘れるわけないじゃない。わたしも愛しているわ」




　夢の中で口にした台詞せりふを呟つぶやいて、フィーネは目を覚ました。切せつない夢は、現実に起きたことでもある。夢の中の面おも影かげを追おいたくて、再び目を閉じた時、時じ鐘しようの音が聞こえた。一つ二つと数えて、八やつつ目の音で勢いきおいよく身を起こす。

「八時!?　やだどうして起こしてくれなかったのよ！」

　腹ふつ筋きんの力で勢いよく身を起こし、隣となりのベッドにいるはずの同室の友人に話しかけて──自分が狭せまい床ゆかにむかって話しかけていることに気づく。

（……ああ。学校を卒そつ業ぎようして、寮りようも出たんだった）

　封石師の基礎教育学校は先月の半なかばに卒業した。友人とも涙なみだながらにわかれて、封石師見習い用の集合住宅に引っ越してきたのが先週だ。

　余よ計けいな物のないがらんとした部屋だが、これから色々と物が増ふえていくのだと思えばわくわくした。何より──

（ようやく……アレスと再会できる）

　トラオムにきて、すぐにアレスと再会するための申しん請せい書しよを封石師協会へ提出した。許きよ可か書しよが来たのが三日前で、指定された日時が今日。

（あなたが一瞬だと言った十年は、とても長かったよ）

　十年の年月はフィーネを稚いとけない子供から年頃の娘へと成長させた。まだ少女らしい輪りん郭かくが残っているが、少しずつ顔立ちも大人おとなびてきている。背中を覆おおう髪は幼い頃よりも赤みが薄うすまって、オレンジ色に近くなった。

　唯ゆい一いつあの頃と変わらないフィーネの瞳ひとみは、青みをおびた淡あわい灰色。光の加か減げんや感情によって色合いが変わり、海みたいな青にもなるし、曇くもり空のような濃こい灰色にもなる神しん秘ぴ的てきな虹こう彩さいである。

（でももう、ずっと側そばにいられる）

　基礎教育の時に着ていた制服は古着屋に売り、仕事着として身につけられるよう襟えりの大きなチュニックと、細身のロングパンツとショートブーツを購入した。

「よし、可か愛わいい」

　身み支じ度たくを整ととのえて、長い髪を後頭部の高い位置で一本に結んだフィーネは、鏡かがみに映る自分の姿に大きく頷うなずいた。

「でももうちょっと、大人っぽくなる予定だったんだけどなぁ」

　女性的な体格だし、目め鼻はな立だちは悪くないはずだし、睫まつ毛げだって長い。なのに、なんとなく可か憐れんさや妖よう艶えんさといったものより、活かつ発ぱつさが主張されているように思う。制服を着ていてもそんな印象を与えるようなので、これはもう個性として受け止めるしかないのだろう。

（小さな時からそうだし、アレスは気にしないよね？）

　自分自身に問いかけて、こくりと頷く。「大だい丈じよう夫ぶ」の言葉を口の中であめ玉のように転がして、フィーネは部屋を出た。

　受付がはじまるのは九時からだから、丁ちよう度どよく協会に到とう着ちやくするだろう。街はとうに動きはじめていて、開いている店も多い。

　ティーチ連邦共和国の人々の生活はとても豊かだ。

　山々の隙すき間までぽつぽつと生活している小さな集しゆう落らくが多いわりに、高原地を生かした酪らく農のうや、細かな手工業で生せい計けいを立てているような小さな村でも、道が整っているし上下水道まで整備されている。

　首都トラオムに至っては、色とりどりなガラス製のタイル敷じきの広場や歩道をはじめ、ドーム型の屋根を持つ宮きゆう殿でんのような国会議事堂から、知らせる時間ごとにからくりの変わる時計台と、他国からきた人間が目を見み張はるような美しい景け色しきに満みちている。その中でもひときわ目立つ白亜の建物が、この国の経済を支える封石師協会本部である。

　──世界に散ちらばる封石師の総そう本ほん山ざんだ。

　幼い頃は白亜の城のようにも、石で造られた巨大な棺ひつぎのようにも感じたものだが、今のフィーネには見知った町役所を広く立りつ派ぱにしただけのように思える。

（当時はあまり人を見ていなかったのかな？　建物の印象が強かったのかも）

　白い石材の建物は、要よう塞さいのように頑がん丈じようそうに見える一方で、神殿のように厳おごそかな空気が漂ただよっていた。

　雑ざつ多たな人間が行き交かうせいか、中に入ってしまえば外がい観かんの威い光こうも薄れるが、そのぶん居い心ごこ地ちは悪くない。総合案内所の前にある広間はかなり広く、観かん葉よう植物や座すわり心地のいい長椅い子すがいくつも置かれていた。フィーネが座ったものも、その一つだ。

　奥には内容別に設置された窓口がいくつか見える。どこまでも続く長い廊ろう下かには、等とう間かん隔かくに長椅子が設せつ置ちされていて、順番を待つ人間が座れるようになっていた。場所によっては、ここと同じような広間が設置されている。

　朝一番できたのに、すでに受付の順番を待っている人間は多い。

「久ひさしぶりですね。フィーネ・ソウ嬢じよう」

　名を呼ばれ、フィーネは立ち上がった。

（吞のまれるもんか）

　可憐ではあるけれど、気き安やすさとは縁えん遠どおい、不ふ敵てきな笑え顔がおでフィーネは数すう歩ほ離はなれた位置に立つ男を見上げた──十代半ばの平均身長では、この距きよ離りでないとその顔が拝おがめないのだ。

「久しぶりね。パイモン」

　角度によって二十代にも四十代にも見える浅あさ黒ぐろい肌はだのこの男は、十年前も頭にターバンを巻まいて、ゆったりとした異い国こくの衣服を身につけていた。裾すそを引きずるような長衣なのに、磨みがかれた大だい理り石せきの床は、彼の服を汚よごすことはないらしい。

　理り知ち的てきな焦こげ茶色の瞳といい、丸まる眼鏡めがねの似に合あう優しげな表情といい、フィーネが最後に見た時と何一つ変わっていなかった。

　優しげな笑顔を浮うかべておきながら、丸いレンズの奥で冷れい徹てつに人を見下しているところも十年前と同じだ。彼にとって、主人以外の人間は封石師協会を運営していくための駒こまでしかないのだろう。

「今回はわたしの顔を見て泣きださないようで安心しましたよ」

　柔やわらかな声は適度に低く、うっとりするほど耳に心地よかったが、幼い時の自分の反応をからかわれては、素す直なおに聞き惚ほれることはできない。

「泣いているわたしを慰なぐさめてくれた人と再会しにきたのよ。準じゆん備びはできているんでしょうね？」

「もちろん万ばん全ぜんですとも。優ゆう秀しゆうな成績で基礎教育を卒業されたようで、協会としても喜よろこばしい限りですよ。将来有望な封石師候補と、半魔とはいえ上級妖魔に匹ひつ敵てきする力の男を、一度に傘さん下かに収めることができる」

　楽しげな口く調ちようで、あからさまに『優秀な駒が増えて嬉うれしい』と言われてしまうと、腹はら立だたしいのを通り越して、なんだか笑ってしまう。ある意味、彼はとても正直だ。

　先せん導どうするパイモンの背中についていきながら、フィーネはターバンの巻かれた後頭部を見上げた。

「もう少し言い方を考えればいいのに」

「ご心配ありがとうございます。人によって対応を変えているので安心してください。わたしの気け配はいに怯おびえることなく堂々と虚きよ勢せいを張れるお嬢さん相手に優しくしたら、『裏がある男は信用できない』と思われそうで、嫌きらわれないように必ひつ死しなんですよ」

　どう転んでも腹はら黒ぐろいことに変わりはないと宣せん言げんしているようなものだが、言っていることはわかる気がする。

　書類の挟はさまれたバインダーを持つパイモンの手はすらりと長く、伸のばされたその爪つめは根元から真っ黒だった──彼は妖魔だ。

　他国では考えられないことだろうが、ティーチ連合共和国では封石師の主人と共ともに、人間のように働いている妖魔をよく見かける。パイモンだけが特別というわけではないのだが、それでもここまで人間に近い姿を取れる妖魔はそう多くはない。

「もう少し気配を隠かくしなさいよ。上級妖魔なんだから、その爪だってコントロールできるでしょう？」

「後になって正しよう体たいがばれたら、それはそれでこじれるんですよ。そもそもわたしは封石師協会本部の理事長の従じゆう徒と兼けん、協会事務長です。妖魔であることを恥はじるつもりはありません。むしろ人間体を取っているだけでも譲じよう歩ほしていると思っていただかなくては」

　従徒とはその力を封石師に貸し与えることを誓せい約やくした妖魔のことだ。たとえ近くにいなくとも、主人の封石師はその妖魔の本体ともいえる封石を身につけて契けい約やく書しよに代えている。

「…………そうね」

　パイモンが歩みを止めて、こちらを振り返った。

　フィーネの呟きが届いたのかどうかはわからなかった。彼が口を開いたのは、本来の目的のためだ。

「地下に入りますよ」

　目の前には白い壁かべがあるだけで、地下におりる階段はもちろん、隠し扉とびらのたぐいも見あたらない。

（ここの廊下ってもっと長かった気がするけど）

　今まで歩いてきた廊下を振り返れば、こちらに手を差しのべるパイモンと白い壁があった。ほんの一瞬前まで見た光景だ。

　驚おどろいて目を戻せばこちらに手を差しのべるパイモンと白い壁がある。足あし許もとにはさっきまでなかったはずの階段があった。

（魔術。幻げん視しか、空間を歪ゆがめているのかな？）

「きますか？　フィーネ・ソウ嬢」

「もちろん」

　差しだされた手に自分の手を乗せて、フィーネは長い階段を下りはじめた。
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「さあどうぞ、フィーネ・ソウ嬢」

　事務長のパイモンに導みちびかれるまま、フィーネは地下室の扉をくぐった。

　階段を下りていた時にも思ったことだが、そこに地下特有の湿しめっぽさはなく、土の匂においはもちろん、地下水や苔こけの匂いもなかった。

　磨かれた白い大理石が敷しかれていた一階のロビーとは異なり、ここの地下はどこも濃い灰色の石いし畳だたみが敷かれていて、この部屋も例外ではなかった。石材の積まれた壁といい、鉄製の扉といい、見かけだけなら地下牢ろうのようだ。

　調ちよう度ど品ひんのたぐいが何もないから、余計にそう思うのだろう。燭しよく台だいやガス灯とうも見あたらないくせに、複数の白い炎ほのおが宙ちゆうに浮いて、部屋を囲かこむように壁沿ぞいに並んでいた。

　煌こう々こうと輝かがやく光を受けて、床や壁の石材の一部がちらちらと藍あい色に輝く様子は、まるで湖こ面めんに映うつる夜空を眺ながめているようだ。

「…………誰だれもいないように思えるんだけど。時間指定だったのに、準備できていないのは協会の怠たい慢まんじゃないかしら？」

「自主的にくる可能性が低かったので、迎むかえをやってます。そろそろきますよ。ほら」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、フィーネも入ってきた男に気づいた。閉じかけた扉のむこうで、角つのの生えた女性がパイモンに一礼している。たぶん彼女がこの男を連れて階段を下りたのだろう。

　年の頃は二十代の半ばくらいか。若いのに、妙みように凄すごみのある男だ。パイモンほど突き抜けた長身ではないが、平均よりは上うわ背ぜいがある。わざと重心を崩くずした姿勢をとっていても、しなやかな動きは相そう応おうの鍛きたえ方をしているのがわかった。

　日焼けした小こ麦むぎ色の肌は健康的だが、雰ふん囲い気きがなんとなく不ふ健けん全ぜんだ。

　明るい茶色の髪を短く立たせ、前髪は少し長い。左右のピアスには三さん角かく錐すいの形をした封石が揺れていて、左は青く、右は赤い。封石師は封石を装そう飾しよく品ひんにして肌身離さず持ち歩いているのが常じよう識しきだが、それにしても──

（チャラい……）

　的てき確かくな感想を心の中でぽつりと呟くと、まるでそれが聞こえたかのように、琥こ珀はく色の瞳に睨にらまれた。鋭するどいのにどこか甘あまい顔立ちに、一瞬息を吞む。

　彫ちよう刻こくのように計算された男らしい美び貌ぼうというわけではないのだが、この鋭さが癖くせになる女性は多そうだなと、なんとなく思う。大人たちが『こんな男に惚れるなよ』と、忠ちゆう告こくしてくるタイプの男だ。

「遅おそいですよ。トリスタン」

　パイモンの言葉に、トリスタンと呼ばれた男はすっとフィーネから視線を外はずした。

「絶ぜつ世せいの美女のお誘さそいがあったわけでもねえのに、わざわざ朝早くからきてやったんだ。泣いて感かん謝しやするんだな」

「フィーネ・ソウ嬢は充じゆう分ぶん美少女だと思いますが」

「ガキすぎる。最低でも五年は待たないと喰くえねえ」

（食う？）

　言われた言葉を頭で反はん芻すうしてみるが、微び妙みように意味合いが違う気がする。きょとんとするフィーネをよそに、パイモンは嘆なげかわしいと言わんばかりに首を振った。

「そういう言動が原因で今の状じよう況きように陥おちいっていると、もう少し自覚してください。多少性格がアレだろうと、実力はあるのにもったいない」

「馬ばっ鹿かだなぁパイモン。実力があるからこその言動に決まってんじゃねえか」

「真の実力者は普ふ段だんの立たち居い振ふる舞まいも立りつ派ぱなんですよ」

「別に立派だと思われたくて封石師やってんじゃねえもんよ。才能があるから封石師やってんだ」

（ふーん）

　何なに様さまだと思わないでもないが、事務長相手にそこまで言うのであれば、トリスタンと呼ばれた男は相当の実力があるのだろう。自分のモチベーションを高くするやり方は、人それぞれだ。

「すいません。礼れい儀ぎを知らない男で」

　置いてけぼりのフィーネに気づいたのか、パイモンは人間よりも人間らしくその長身を折った。

「事じ前ぜんに説明したとおり、あなたと協会の安全のために、保ほ管かん庫こから取りだした妖魔を解かい放ほうする時は、マイスタークラスの封石師が立ち会うことと規き定ていされています。彼がその立たち会あい人にんですよ」

「マイスター……」

　思わずトリスタンを見る。具体的に何か言ったわけではないが、言いたいことは察してくれたらしい。

「礼儀は知らなくても、トリスタンはマイスター取得の最年少記録保持者です」

　マイスターとはティーチ連邦共和国が優すぐれた技術者に与える称しよう号ごうであり、協会に籍せきを置く封石師は、マイスターの称号を持つ者にしか経営権が与えられない。マイスターにならねば自分の工こう房ぼうが持てないし、部下も持てない。自分にマイスターの称号がなければ、称号を持つ者の下で働き、仕事を割り振ってもらうのが常識だ。

「トリスタン・イエンだ」

「フィーネ・ソウです」

「こら、トリスタン！」

　叱しつ責せきするパイモンをよそに、トリスタンはずかずかと部屋の奥へ進み、めんどくさそうに壁にもたれかかった。自じ己こ紹しよう介かいしただけでもありがたいと思えと言わんばかりの仕し草ぐさで、「よろしく」の一言もない。

　礼儀正しく会話を続ける必要はなさそうだったので、フィーネはパイモンに目をむけた。

「保管庫はどこ？」

「ここですよ。少し待っていてくださいね」

　にっこりと優しげな微び笑しようを浮かべた次の瞬間、パイモンの姿が水に沈しずむように石畳に消えた。思わず身を乗りだしたフィーネをトリスタンの鋭い声が止めた。

「追いかけるなよ。空間の歪みに小指で触れただけでも、全身が挽ひき肉にくになるか、腐くさり落ちるぜ。もしくは間かん節せつが逆ぎやくに曲まがるようになるかもな」

　忠告に息を吞み、もはやパイモンの痕こん跡せきすら残っていない石畳を注ちゆう視ししていると、トリスタンの視線がフィーネから外れたのがわかる。反射的に彼の視線を追いかけて背はい後ごを振り返るのと、そこに妖魔の気配が現れたのはほとんど同時だった。

「お待たせしました」

　壁を水面のように波なみ立だたせ、パイモンが姿を現す。

　空間の歪みが作る波は紋もんのむこうに、ずらりと並ぶ棚たなが見えたが、すぐに闇やみに閉ざされて濃い灰色の石壁に戻った。

　白昼夢でも見たのかと錯覚してしまいそうな一瞬の光景だったが、フィーネは前進した。パイモンの持つ懐なつかしい五ご角かく錘すいの封石は、フィーネが作ったものだ。

　闇の属性の強い妖魔を封じている証あかしに、その色は黒こく曜よう石せきのように黒い。革かわ紐ひもにつないでペンダントにしたそれは、過去にアレス本人が作ってくれたものだ。

　パイモンが差しだしてくれたそれを、両手で受け取り胸に抱く。冷たい石の感かん触しよくが、懐かしくて愛いとしい。

　物もの心ごころがついた時には側にいて、他界した両親との思い出の中には必かならず彼がいた。

「迎えにきたよ。アレス」

　フィーネは部屋の中央に立った。

　両手を重ねた上に封石を置いて、それを誰かに差しだすように腕を伸ばす。

　視界の端はしで、トリスタンがさりげなく身構えたのを捉とらえながら、フィーネはゆっくりと唇を動かして、彼かの人の名を呼んだ。




「アレスシアス」




　手の平に乗せた封石が、黒く輝き、十年間の封印が解とかれる。

　視界のすべてを黒く染そめあげる強い光が、ぞっとするほどの冷たい魔力と、懐かしい気配を解き放った。

「誰だ」

　暴ぼう走そう寸すん前ぜんの魔力の渦うずと、ふくれあがる殺さつ気きの中心に、目の覚めるような美しい男が立っていた。伝わる威圧感こそ人間のものではないが、外見だけなら人間に見える。彼には角も鱗うろこも尾もない。爪も淡い桃色で、パイモンのように黒くはなかった。

　年の頃は十代後半。人形のように冷たく整ったその顔は、一いつ見けん女性的ではあるけれど、すらりとした細身の体格は男性のものだ。男女共に引きこまれるような妖あやしげな色いろ香かをまとっているくせに、感情を映さない墨すみ色のガラス玉のような瞳はひどく排はい他た的てきだ。
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　その涼すずやかな双眸が、まるで他人のようにフィーネを見ていた。

　けれどフィーネはあの切れ長の目が優しく和なごむ様子を何度も見ているし、艶つややかな黒髪が日の光を通すと、その毛先が藍色になることも知っている。

　無む表ひよう情じようなのに、ぴりぴりと肌を刺さすような威い圧あつ感かんが、彼の怒いかりを伝えてきた。威い嚇かくするような冷たい魔力が、螺ら旋せんを描えがくように彼の周囲を渦巻いて、フィーネのオレンジ色の髪を揺ゆらす。

　フィーネに見せたことのない顔と空気だったが、別人だとは思わなかった。

（変わってない）

　彼の着ている服も記き憶おくのままだ。十年前とまったく変わらぬその姿に、フィーネの瞳が青く輝く。

「アレス！」

　一瞬たりとも迷まようことなく両手を広げ、フィーネはアレスに駆かけ寄ろうとした。だが、いつの間にか背後にきていたトリスタンが、片方の腕をフィーネの腰こしに巻きつけた。そのまま引きずるようにアレスから離される。

「ちょっと！　感動の再会を止めないでよ！」

「阿あ呆ほか！　お前にとっては十年ぶりでも、相手にとっちゃ昨日きのうのことだ。主人が誰だかわからず寝ぼけて攻こう撃げきされる可能性だってあるんだよ！」

「アレスはそんなことしないもん！」

「寝ぼけた状態の妖魔に、昨日の幼よう女じよがわたしですと言って通じるかよ！」

「アレスだから通じるもの！」

　見た目よりもがっしりとしているトリスタンの腕の中で身をよじり、フィーネはアレスにむかって手を伸ばした。

「アレス！」

　ゆっくりと、アレスがまばたいた。

　ガラス玉のような双眸に感情の光が宿やどり、威嚇するような魔力と殺気が消える。

「フィーネ……か？」

　アレスの口から紡つむがれた自分の名に、嬉しいような、切ないような感情があふれて、胸がいっぱいになった。

　神秘的な淡あわい灰色の瞳に青みが増し、きらきらと輝く。

「ほら！　ほら、やっぱりわかった！」

　ぺちぺちとトリスタンの腕をたたいて拘こう束そくを解かせ、息つく間も惜おしんで足を動かして手を伸ばし、正面からアレスに抱きつく。

　懐かしいぬくもりに、目の奥が熱くなる。

「アレス！　会いたかった！　ずっとずっと会いたかった！」

　彼の胸に顔を押しあて、ぎゅっと両手に力を入れる。このまま離れたくないと思ったのだが、何かが変だった。何が違うのだろう？

（…………背中が、すうすうする）

　十年前、フィーネがアレスに抱きつけば、彼はいつもその手を背中に回してくれたり、頭をなでてくれたりした。

　今、アレスはフィーネに指一本触れていない。

「アレス？」

　顔を上げる。

　十年前とまったく変わらない綺き麗れいな顔が、困こまったように、悩なやむようにフィーネを見下ろしているのを見て、不安になる。

「わたしがわからない？　フィーネだよ。フィーネ・ソウ」

　確認するように伸ばされたアレスの手が、馬の尻しつ尾ぽのように背中で揺れているフィーネの髪をそっとなでた。

　かつて本人と同じで元気がいいと笑いながら結ゆってくれた髪は、幼い時より少し赤みが薄くなって、柔らかなオレンジ色になっている。

「…………伸びたな」

「髪のこと？　身長のこと？　あれから十年経ったのよ」

「ああ、理り屈くつではわかっていたんだけど……実感がわかない」

（つまりは戸惑っているだけなのね。わたしがわたしだとわかっているのならいいわ）

　アレスの言葉を額がく面めんどおりに受け取って安心したフィーネは、再びアレスに寄りかかろうとして──すっと身体を引かれた。

（え？）

　ぱちぱちとまばたいて再びアレスを見れば、視線を外される。

「「………………」」

　綺麗な横顔から目を外さないまま、一歩前に進めば、一歩引かれた。

　二歩、三歩、四歩、五歩と同じことを繰くり返し、最終的に全速力で直進して、部屋の隅すみに追い詰つめ、壁に手をつきアレスの逃にげ道を塞ふさぐ。

「わ、た、し、が、フィーネよ！　あなたの暁の姫よ！　生後半年から六歳になって両親が他界するまで、あなたが一いつ緒しよに過ごした子供はわたしなの！　成長したの！」

　勢いきおいに任まかせて吠ほえるが、アレスは目をそらしたまま口を開かない。

「何が不ふ満まんなのよ！　自分で言うのもなんだけど、美少女になったと思わない!?　胸だってそれなりに育ったでしょう!?　こういう場合は『夢みたいだ』ってわたしを抱きしめて、キスの一つや二つするものじゃないの!?」

「フィーネにキスを？」

　まばたいたアレスの視線が、フィーネの唇をなでるのを感じた。反射的に壁についていた手を離して、数歩下がる。

「ものの例たとえよ」

　まっすぐアレスを見ていられなくて、怒っているふりをしてつんと横をむく。顔を見ていなくても、アレスがフィーネの頭からつま先まで眺ながめているのがわかって、ほんのりと頰ほおが赤くなる。ついでに背後からの視線も感じて、さらにばつが悪くなる。

（そーいえば、外がい野やがいたんだった）

　振り返りたくはなかったけれど、何やら気になる音もしたのでそろそろと首を動かしてみれば、石畳に敷かれた赤い絨じゆう毯たんが目に入った。

　パイモンとトリスタンの二人は、金きん糸しの刺し繡しゆうが入った大きなクッションの上でそれぞれ胡座あぐらをかいて座っている。彼らの前には白はく磁じの大皿の上に菓か子しが積まれていたり、金色のポットや小さな陶とう器きのカップが置かれていた。

（いつ用意したのよ）

「あ。どうぞお構いなく。危き険けんはなさそうですし、決けつ着ちやくがつくまで珈琲コーヒーでも飲んでのんびりしてますから」

「不ふ思し議ぎな匂いだな。本当に珈琲なのか？」

「スパイスが入ってますからね。東の国の砂さ漠ばく地方の珈琲ですよ。菓子のほうはデーツという果実を半はん乾かん燥そうさせてチョコレートでコーティングしたものです。チョコレートもこちらとは味が違うんですよ。あまり脂あぶらっこくないでしょう？」

「酒はねえの？」

「一いち応おう、協会内ですからねぇ。業務が終わってからならご用意できますが、あなたはそれどころではないでしょう？」

（ええと……）

　戸惑うフィーネを置いて、男二人はどんどん脱だつ線せんしていく。

「食べたいのか？」

　アレスの声に目を戻すと、ふわりと微笑まれた。胸が痛いたくなるほど綺麗な笑みは、かつてフィーネに見せていたのと同じものだ。もう一度見たいと、心から望んだ笑顔。

「チョコレート、好きだったろう？」

「うん。好き」

　綺麗な顔に見とれたまま、こくりと頷く。

「アレスも好きよ」

「………………フィーネ」

　また何も言わないのかと思ったら、名を呼ばれた。

「俺の封石を」

「うん？」

　言われるまま手を広げ、ずっと握にぎりっぱなしだった封石を差しだせば、透とう明めいな石にアレスの白い手が触れた。

　その途と端たん、アレスの姿はかき消えて、封石が黒く染まる。

「逃げたな」

「そのようですね」

「ちょっと待って！　感動の再会がこれなわけ!?　戻りなさいよ！　やり直しっ！」

　ぶんぶんと封石を振るが、もちろんそんなことで妖魔は封石から出てこない。

「アレス！」

　冬とう眠みん状態に近い封印は、封石の持ち主であるフィーネが真ま名なを呼ぶことによって解かれた。封石の中に入ってしまっても、その気があればアレスは外の声を聞くことができるし、封石周辺の様子を知ることができる。

　だからフィーネが呼びかけても出てこないということは、それがアレスの意思なのだ。

「アレスシアス！」

　切ない呼びかけは悲ひ鳴めいに近く、高い声はわんと地下室にこだましたが、その封石から妖魔が抜けだすことはなかった。
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「十年前に『愛してる』って言ったくせにぃぃっ！」

「いくつの話だよ」

　呆あきれたように呟つぶやいたトリスタンを、フィーネはきっと睨にらみつけた。

「六歳よ！」

「うわー」

　甘あまい菓か子しだと思ったら、塩の塊かたまりだったとでも言いたげな顔で、トリスタンは鼻にしわを寄せた。しばらく頭の中で言葉を探していたらしいが、やがて諦あきらめたように呟いた。

「……………ませてたんだな」

「女性は生まれた時から女性だと言いますからねぇ」

　陶とう器きのカップを手に、微ほほ笑えましそうにパイモンが頷うなずく。

「『綺き麗れいになったな』ぐらい言いなさいよアレスの唐とう変へん木ぼく！」

　フィーネが叫さけんでも、封石に反応はない。どうやらアレスはその中で耳と目を閉とざしているらしい。

「アレース！　アレスシアス！」

　封石を振り続けているフィーネの様子を眺ながめていたトリスタンは、パイモンにむかって首を傾かしげた。

「名前を口にしているのに、契けい約やくはしてねえのかな？」

「なにぶん出会った頃ころが幼おさなすぎてですね、封石をしただけのようなんですよ」

「なんだそりゃ。犬の首くび輪わはつけたのに、鎖くさりは外はずしてんのか」

「犬と同列は少々不ふ愉ゆ快かいですが、まあ、表現としては近いですね。しかし彼は半はん魔まなので、元からわたしより自由が利ききますよ」

「ああ、半魔は呼ばれなくても自由に封石に出入りできるからな」

　そもそも妖よう魔は土地や物にこだわり、そこに住み着いて動かないものだ。

　人の念ねん、神の意思、自然界の魔法の流れの溜たまりどころ──妖魔が生まれた理由には、様々な説があるけれど、それらの説の根こん拠きよは妖魔の執しゆう着ちやくにある。

　妖魔が封石師と契約を結ぶ理由の大部分は、その執着から抜けるためだと言われていた。ところが両親のうちのどちらか一方が人間の半魔にはその執着がない。

「しかしそうなると、あいつにゃ封石師と契約する利り点てんがねえだろ」

「さて、それは双そう方ほうの考え方によるでしょうね。彼の自由意思でフィーネ・ソウの傍かたわらに立つとしても協会規定的には問題ありませんよ。ただ力の貸たい与よに正式な契約が必要なのは半魔でも変わらないので、そのつもりなら彼を呼びだして互たがいの名を……」

「アレスシアス、アレスシアス、アレスシアスっ！」

　ちらりとフィーネを一いち[image: 瞥]べつし、トリスタンの質問に答えていたパイモンは続けた。

「互いの名を預あずけないといけないのですが、今はもう無理そうですね。まあ、人の子の成長は早いので、ショックを受ける気持ちもわからなくはないですが」

「『ショックを受ける気持ち』って何？」

　パイモンの言葉尻じりを捉とらえた瞬間、フィーネは赤い絨じゆう毯たんまで駆かけつけた。勢いきおいがありすぎたのか、若じやつ干かん腰こしの引けているトリスタンを視界の端はしに留とどめつつ、パイモンに詰つめ寄る。

「迎むかえにおいでって、愛しているよって言ったのはアレスなのよ!?　どうしてあんな態度なわけ？　今のわたしじゃ不満なの？　十年よ？　十年ぶりの再会なのよ？」

「はいはい。落ち着きましょうね」

　片方の手でフィーネをなだめつつ、もう片方の手で空間に穴あなを開けたパイモンは、自分たちが座すわっているのと同じクッションを取りだして、絨毯の上へ置いた。身み振ぶりでフィーネに座るように促うながし、同じようにして新しい陶とう器きのカップも取りだして、金色のポットから本人が珈琲コーヒーだと主張しているものをそそぐ。

「はい」

　にっこりと笑顔でカップを差しだされ、フィーネは仕方なしにそれを受け取った。珈琲だと言っていたが、色が白っぽかった。知っている珈琲の香りはほとんどなくて、複ふく雑ざつに絡からみあった香こう辛しん料りようの匂においがする。

「…………」

　味は薄いが、温かい飲み物のおかげか、香辛料の効こう果かか、落ち着いてくる。

「アレスは……わたしと正式に契約したくないのかしら？」

「妖魔を口く説どいて従じゆう徒とにするのも封石師の仕事ですよ。Ｄクラスとはいえ封石師になったので、封石を持ち歩くのは許きよ可かします。あなたの手に負おえないようなら、協会の魔石課に封石を渡してください。魔石を生みだす糧かてとします」

「嫌いや。アレスはわたしのよ」

　即そく答とうに、パイモンは微び笑しようする。

「ならば気き長ながに口説いてくださいね。仮にアレスシアスが人間に害がいを及およぼすようなら、あなたの師し匠しようにあたるマイスターが責せき任にんをもって処しよ分ぶんします。つまりは彼ですね」

「………………」

　パイモンが指さした方向に目をやれば、むせて咳せきこんでいる男が一人。

「聞いてねえぞパイモン！　俺の懲ちよう罰ばつって今の立会人だけじゃなかったのかよ！」

「某ぼう国こくの実力者の妻つまと娘と愛人たらしこんで、危あやうく国際問題になりかかった挙あげ句く、マイスターとしての素そ行こうと人格を問題視された男の懲罰が、たった一日で終わるわけないでしょうがっ！」

　じわじわとパイモンの言葉が頭に入ってきたフィーネは、十年ぶりの再会のショックを横に置いて、目め先さきの問題に踏ふみこんだ。

「あの……わたしも聞いていないのだけど……」

　そもそも、フィーネが師事を受けるマイスターの名前は、トリスタンではなかった。

「工房の封石師リストにもトリスタン……師匠の名前はなかったわよ？　たぶん」

　工房とは協会に登録しているマイスターの事務所兼けん、作業場の呼こ称しようである。協会は封石師への仕事を工房へ依頼し、工房はマイスター指示の下、そこに登録している封石師に割り振る。

　作業員となる封石師を取らずにマイスター一人だけで働く工房も多いが、それなりに年ねん齢れいを重ねて工房の作業員を多く世話したマイスターは、後こう進しんの指し導どうにあたる場合が多い。

　フィーネは成績がよかったので、トラオムでも大手の工房に弟子入りすることが決定している。アレスを取り戻してから見習いとして働く予定だったので、午後になったら報告ついでにマイスターへ挨あい拶さつをしにいくつもりだった。

「先日そこの色ボケが、マイスター資格を抹まつ消しようしかける騒さわぎを起こして帰き郷きようするまでは、それでよかったんですけどね」

　こぽこぽと金のポットを傾かたむけて珈琲をつぎ足しながら、パイモンは嘆なげかわしそうにため息をついた。

「わたしとしても前ぜん途と有ゆう望ぼうな封石師候こう補ほは、しっかりとした実績のある人格者の下で育成したかったのですが……なんの因いん果がか、トリスタンは有能な封石師なんですよ！」

　陶器のカップをあおり、パイモンは悔くやしげに奥歯をかみしめる。

「切り捨てるには惜おしいんです。とても惜しいんです！　しかも若くて働き盛り！　まだまだ稼かせげる人材を、恋愛沙ざ汰たの不ふ祥しよう事じごときで潰つぶしたくはない──のですが、お咎とがめなし、更こう生せいもさせませんでしたでは対外的に示しめしがつきません！」

「で？」

　半はん眼がんで続きを促すトリスタンに、くだを巻まく酔よっぱらいのごとく珈琲を飲んでいたパイモンが咳せき払ばらいをして居い住ずまいを正した。

「多少はあちらにも非があったことを主張しつつ、トリスタンの反はん省せいと協会への貢こう献けん、そして内面の成長を示すために、こうするのが最適だろうと結論が出ました」

　一度そこで言葉を切って、パイモンは宣告した。

「トリスタンはフィーネ・ソウ嬢じようが一人前の封石師になるまで面めん倒どうをみてください。もちろんその間、個人依頼は受けられませんし、作業員の雇やとい入れもできません」

「おい！　俺は完全に個人経営なんだぞ？　見習いコブつきじゃ、安い依頼しか受けられねえじゃねえか！　税金だけで赤字だ。やってけねえよ！」

　トリスタンの訴うつたえに、パイモンが空間を割って取りだしたのは、東国の計算機だった。横長の長方形の枠わくに何本も軸じくが挿さしてあり、そこに貫つらぬかれた珠たまがいくつか通っている。

「トリスタンの去年の年収がこうだったので、今年は社会保険料と住民税諸もろ々もろ合わせて月々これくらいじゃないですか。幸さいわい今年度の協会への納のう付ふは終わってますし、後進育成助成金も入ります。弟子への支払いがこうなるので、Ｄクラスの依頼を公休日以外毎日受ければ、ぎりぎり工房を存そん続ぞくできますよ」

　ぱちぱちと翡ひ翠すいの珠をはじいて笑顔で告つげるパイモンの胸ぐらを、トリスタンの手がつかんだ。

「やってけるか！」
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「ご安心ください。協会では貸しつけも行っております。復ふつ帰きしてからばりばり返してくださればいいんですよ。ちなみに、これくらいの貸しつけで、利り息そくがこれくらいになります。一年で返済するならこれくらい、二年でこう」

　胸ぐらをつかまれたまま、軽かろやかに珠をはじくパイモンに、トリスタンが低く唸うなる。

「人の足あし下もと見やがって……」

「フィーネ・ソウ嬢が仕事に慣なれて、高レベルの依頼に対応できそうになったら、連れていってもかまいませんよ。懲罰中なので従じゆう来らいの依頼金よりあなたの手て取どりが安くなりますけれど、低クラスの依頼よりは実入りがいいです。もちろん弟子の命は死し守しゆするように。彼女に怪け我がをさせたらあなたの取り分は減へりますのでご注意ください」

「リスクしかねえじゃねえか！」

「なんのために優秀な人間を弟子にさせたと思っているんですか。早いところ彼女を一人前にして、復帰してください」

「おい、それ一いつ石せき二に鳥ちよう狙ねらっているようで穴だらけの計画だって気づいてるか？　自分で言うのもなんだが、俺に人を育てられるような器うつわはねえぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしはあなたを信じてますよ、トリスタン」

「それ信頼じゃなくて俺に問題をまる投げしただけだぞ、パイモン！」

「自じ業ごう自じ得とくです」

　冷たくそう言い捨てられれば、トリスタンとしてはぐうの音も出ない。だが──

「わたしは完全にとばっちりを受けたということ？」

　フィーネがぽつりと呟けば、パイモンは温かな笑顔で首を横に振った。

「ご安心ください。こんな男でも封石師としての能力は確かです。あなたが学ぶところは多いと思いますよ。給金については借しやつ金きんをさせてでも払わせますのでご心配なく。人格的に受け入れられないことは多々あるでしょうが、反はん面めん教師だと思ってください。見習いを卒業できたら、あなたが希望する工房へ就しゆう職しよくを斡あつ旋せんして、報ほう酬しゆうも差しあげます」

　立て板に水とばかりに朗ろう々ろうと説明され、頭がついていかない。

　熟じゆつ考こうしたいのに、てきぱきと書類を用意された。

「そんなわけで、これがイエン工房の社員登録書に、社会保障、協会登録の用紙となります。保険に関しては個人でお探しください。協会としてはこちらの会社をおすすめしています。現在割引キャンペーン中ですのでご一いつ考こういただければ幸いです。とりあえずは必要なところだけサインをお願いしますね」

「ええと、ここにサイン？」

「そう。それとこことここですね。トリスタン、承しよう認にんのサインをしてください。収入印いん紙しならここにありますよ。代金は後で依頼金から天てん引びきしますから、ご心配なく」

　はっと我われに返った時には色々と手続きが終了していて、フィーネは正式にトリスタンの弟子として封石師協会に登録されていた。

「はい。お疲れ様でした。こちらの書類はわたしから各部署に回しておきますね。控ひかえは後で工房へ郵送しておきます」

　にこにこ笑いながら書類を整ととのえるパイモンを見て──気づく。

「もしかしてわたしには拒きよ否ひ権けんがあったのではないかしら？」

「遅おせえ」

　頭を抱えたトリスタンの一言に、だまし討うちをくらった気分になる。そもそも女性問題で懲罰を受けるような人物に、年頃の娘を弟子入りさせるというのはどうなのだろう？

（失礼な言葉で好みじゃないとは言われたけど……）

「大丈夫ですよ。何があっても協会がフォローしますから、安心してトリスタンと行動を共にしてください」

　何か言葉に含ふくみがあるように聞こえたが、意味合いまではわからない。だが、トリスタンにはわかったらしい。

「お前本当に最低だな」

「有ゆう能のうな美少女が弟子になってよかったですね」

「どうせならもう少し育ったのにすりゃよかったのに」

「そこまでお膳ぜん立だてしたら、あからさますぎて全力で逃にげだすじゃないですか。あなたを従したがわせるための妥だ協きよう点てんを探った結果です。どう転んでも協会の利り益えきになるので、好きに動いてくださいね」

「お前本当に最低だな」

「同じことを二度もあなたに言われる筋すじ合あいはありませんよ。品ひん行こう方ほう正せいにしていたら今回の懲罰はなかったんですからね。そもそも自分の行動に責任を取るのが大人おとなというもので、自分の利益のために都つ合ごうよく人を動かすのが社会というものです」

　ぴしゃりと言い切って、パイモンはフィーネに目をむけた。

「そんなわけでフィーネ・ソウ嬢、正規採用おめでとう。さっそくですが、Ｄクラスの依頼がありますので、トリスタンを連れていってください」

　ぴらりとフィーネの目の前で紙が揺ゆれた──協会が発行する依頼書だ。必ひつ須すレベルの覧らんにはＤクラスの文字が書かれている。

　Ｄクラスはほとんど見習い用の仕事であり、封石がなくとも務つとまる仕事が多い。師事に徹てつするような熟じゆく練れんの封石師ならともかく、働き盛りのトリスタンには心しん底そこ退たい屈くつな仕事だろう。

「…………手回しがよすぎる気がするのだけれど、用意してたの？」

「もちろん。これはトリスタンの弟子のための仕事ですからね」

　つまりはフィーネでなくても、『トリスタンの弟子』であればよかったわけだ。

　パイモンが差しだした依頼書を眺めていたフィーネは、ふと備び考こうの覧に目を留とめた。

　──『封石師三名が行方ゆくえ不ふ明めい』

「調査隊とかださなかったの？」

「調査隊の派は遣けんって、お金がかかるんですよ。ここの現場の仕事の額がくを思うと、協会に益がないんですよねぇ」

「そんな！　生きているかもしれないのに？」

「状況的に死亡がほぼ確定されています。元々Ｄクラスの仕事ですから、働き盛りの現役マイスターを派遣するのももったいないでしょう？　『たまたま』働き盛りのマイスターが、後進の指導にあたることになって幸運でした」

　しれっと告げたパイモンに、トリスタンはげっそりと呟いた。

「とことんまで俺の懲罰を利用するつもりなんだな」

「一つの石で、二羽以上の鳥を仕留めるのがわたしの仕事なもので。結果が出れば依頼金とは別に報ほう奨しよう金きんをお支払いしますよ」

　ぱちりと翡翠の珠をはじいたパイモンを、トリスタンは苦にが々にがしそうに睨みつけた。

「いくらだす？」

「そうですね……フィーネ・ソウ嬢の支し度たく金きんも必要でしょうから、少し色をつけておきましょうか」

「どうせなら全額前まえ金きんでよこせよ」

「結果が伴ともなわなければ、無む駄だ金がねを払うことになるじゃないですか」

「お前本当に最低だな！」

（三度目……）

　益やく体たいもないことを心の中でぽつりと呟いて、手の中の封石に目を落とす。

「初仕事みたいよ、アレス」

　相あい変かわらず姿を見せるつもりがないらしいアレスに、小さなため息をついて、フィーネは黒い封石に巻きついた革かわ紐ひもをなでた。

「つけ直さなきゃね。今のわたしに合うように」

　いつまでも六歳の子供ではないのだから。
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「子供じゃねえんだから、言っていることぐらい理解できるだろうが！」

　アレスと再会し、トリスタンの弟子となった翌よく日じつ。

　ティーチ連邦共和国、飛行船乗合所の案内の前で、黒い封石を胸に抱いたフィーネは、駄だ々だっ子のように頭を振っていた。

　飛行船の見える大きな窓から燦さん々さんと降りそそぐ日の光が、暴あばれ馬うまの尻しつ尾ぽのように揺れるオレンジ色の髪をきらめかせた。

「せっかく再会したのに、どうしてアレスを取り上げられないといけないのよ！」

　大きな荷物はすでに預けていた。封石師の持つ封石は装そう飾しよく品ひんのように加か工こうして、封石師自みずからが身につけているのが常つねだ。だから飛行船に乗る時は、それを手放さないようにするくらいしか乗船規定はないのだが……──何事にも例外はある。

「公共の乗り物の中で、未契約の妖魔を見習いの手に置いておけねえからに決まってんだろ！　安全義務ぐらい学校で習ったんじゃねえのかよ！」

　もちろん習った。だが──

「アレスは大丈夫だもん！」

「それじゃ通じないって言ってんだろうが！　あーもういいや」

　面倒くさそうに、トリスタンがフィーネの手首をつかんだ。封石を握にぎったままのフィーネの手をつり上げるようにして、頭の上に持ち上げる。

　革紐を新しくしたアレスの封石はフィーネの首にかかっていたため、摩ま擦さつでうなじのあたりがちりちりと痛んだ。トリスタンの唇くちびるがフィーネの手に近づく──正確には、その中の封石へ。

　呼びかける。

「アレスシアス！」

　拳こぶしの中で黒い光が奔はしって、驚おどろいたフィーネは思わず手を開いた。こぼれた封石がフィーネの胸を叩たたいて、日光を反射して透とう明めいな光を放つ。

「…………え？」

　ぽかんと口を開いたフィーネが、自分の真横に立った人影を見上げた。

「…………」

　ガラス玉のような墨すみ色の瞳ひとみをまばたかせたアレスも、この事態に驚いたらしい。

「何をした？」

「お前の魔力に同調して、外に出るよう命じたんだよ。そんなことより、ここのロビーに入ってきた時には、もう周りのこと見たり聞いたりしてたろ？　このガキ説せつ得とくしろや。でねえと、いつまで経たっても──」

「アレス！　会いたかったぁっ！」

　師匠が話している途と中ちゆうなのにもかかわらず、全力でアレスに抱きついたフィーネは、そのまま幼い時のようにごりごりと額ひたいを押しつけた。

「何度呼びかけても出てきてくれないんだもん。どうしようかと思った！」

「フィーネ」

「愛しているって言ってたのに、どうしてわたしから逃げ──」

「フィーネ、俺を見て」

　頰ほおをなで上げるようにして、フィーネの顔を持ち上げたアレスの囁ささやきに、フィーネの呼吸が一瞬止まった。

（ああ、やっぱり綺麗）

　見る者を惑まどわすほど美しい顔立ちは、無表情でいるとただただ冷たく、まるで人形のように無む機き質しつな印いん象しようを与える。だがフィーネを見る時は、いつもその瞳に感情の光が宿やどった。幼い時からフィーネはアレスのその瞳が好きだった。愛している。

　誰だれよりも、フィーネがアレスの特別で、アレスがフィーネの特別だ。十年ぶりでちょっと戸惑っていたのかもしれないけれど、やっぱりこの関係は変わらないのだ。

「目を閉じて」

　キスをしてくれるのだろうと思ったから、フィーネは素す直なおに目を閉じた。

　アレスと離ればなれになってから、何度も何度も夢見たことだから、そうするのが当たり前だと思った。おとぎ話のお姫様と王子様は、まるで幸せの象徴のように終幕間ま際ぎわでキスをするから、いつか自分たちもそうするのだと思った。

　背だって伸のびた。もう十六歳だ。仕事一つとってもまだ未み熟じゆくだから、胸を張って大人だと主張するには、少し早いかもしれないけれど、アレスは十八で肉体の時を止めたと言っていた。今の自分なら釣つり合いがとれているはずだ。

　アレスの指先が、フィーネの肌をかすめるようにして首筋に触ふれた。どくどくと脈みやく打うつ自分の鼓こ動どうを意識しながら、静かにその時を待っていたフィーネは、急に離れた体温に気づくのに一呼吸ほどかかってしまった。

「アレス？」

　フィーネから離れたアレスの手に、購入したばかりの革紐が見えた。

　はっとして自分の胸元に手をやれば、そこにあったはずの封石がない。

　愕がく然ぜんとするフィーネの目の前で、アレスは自分の封石をトリスタンにむかって投げていた。透明な残ざん光こうが、美しい放ほう物ぶつ線せんを描えがいてトリスタンの手の中に収まる。

「アレス……」

　手を伸ばそうと腕を持ち上げるが、それを伸ばしきる前に、アレスの姿はかき消えた。見なくてもトリスタンの手の封石が、黒こく曜よう石せきのように黒くなったのがわかる。




『さみしくないもの。フウセキシになったら、アレスといっしょにいられるもの。めでたしめでたしになるのよ』




　幼い時の自分の言葉が、ぐるりと頭の中を回った。

　義務教育を卒業して、封石師になれば、それで幸せになれると思ったのに……。

「説得しろって言ったのに実力行使かよ」

　忌いま々いましそうなトリスタンの声に、ぽつりと心の中のフィーネが呟く。

　──わたしと話すのも嫌？

「………………っ！」

　熱いような、苦いようなものが一気に胸の奥から喉のどにかけてこみ上げてきたのを、ぎりぎりで抑おさえつける。

　大きく頭を振って、荒あれそうになる息を無理矢理止めて、熱くなりそうな目を乾かわかす。

　強く、強く、拳を握り、一つ、二つ、数を数えて、五つで呼吸を戻す。

　確認するようにまばたいて、フィーネは背筋を伸ばした。

　かつて両親もそうであったように、封石師は強い人間でなければならないから──

「封石を手放したんだから、それでいいんでしょう？」

　乾いた目でトリスタンを見上げ、しっかりとした声でそう告げる。

　観察するような視線をフィーネに向けていたトリスタンは、弟子の変へん貌ぼうを目にして、面おも白しろそうに唇を歪ゆがめた。

「自分に酔って甘やかされて生きてきた馬ば鹿かかと思ったけど、そうでもないのな」

　粗そ野やな口く調ちようのわりに、感心したような声は深くて甘い。なんとなくむずがゆく思いながら、フィーネはトリスタンを睨んだ。

「褒ほめられた気がしないわ」

「思っていたよりいい女だなって言ってんだ。絶ぜつ賛さんだろ？　──と、手？」

「え？」

　一瞬、トリスタンの左耳のピアスが光ったような気がした。じっと青い封石を見つめていると、手をつかまれる。

「開け。両手だ」

　言われるがまま手を開けば、手のひらにくっきりと爪つめの跡あとがあって、血がにじんでいた。新しい傷とは別に、痣あざのようになっている傷跡をいくつか見られてしまう。

「加か減げんしろや」

　呆れたように呟いたトリスタンの指先に、淡あわい光が宿った。真まっ青さおなその色は、彼の片方のピアスと同じ色で、その光がフィーネの傷をなぞった途と端たん、みるみる傷口がふさがっていった。さすがに昔の傷跡までは消えないけれど、それでも驚く。

「首？　──ああ、こりゃ俺のミスだな。悪かった」

　つっけんどんな口調ながらも、謝罪の言葉を口にされた。フィーネからは見えないけれど、先ほど革紐でこすった傷も癒いやしてくれたようだ。

「…………青いほうの妖魔の能力？」

　言葉は足りなかったが、ピアスの封石の色だとすぐにわかったらしい。

「ああ」

「怪我に気づいたのもその人？」

「まあな」

「封石しているのに、会話ができるの？」

「波長をあわせればな。これができるようになりゃ、相手が石の中で起きていても、視覚や聴覚の情報をこっちの意思で遮しや断だんすることができるぞ」

「…………学校で習わなかったのだけど」

「教えようがねえからだろ？　個人差や相性があるもんよ。見習いになってから封石の使い方を教わるのと同じ理由だ。感覚に理り屈くつをつけるより、実地のほうが覚えが早い。何より封石が手元にないと試すこともできねえしな」

　自然、フィーネの目がトリスタンの胸ポケットにむけられた。フィーネの革紐が、ちらりと見えている。

「後で試せ。移動に役立つ妖魔がいねえようなら、公共の定期便が移動手段なんだ。とっとと乗って仕事に移るぞ」

　言うが早いか、トリスタンは搭とう乗じよう手続きのために窓口にむかってしまう。

「待ってよ」

　フィーネは慌ててトリスタンを追いかけた。戻ってきたばかりの封石が胸にないのが寂さびしくて、トリスタンの持っているアレスの封石と少しでも離れたくなかったのだ。

（わたしだけかもしれないけど……）

　好きで好きで、ずっと会いたくて、再会すれば、それだけで幸せになれるのだと期待していた。そう信じて頑がん張ばってきたから、拒きよ絶ぜつされたらどうすればいいのかわからない。

「ようやく、ここまできたのにな……」

　ぽつりとした呟きは、声にだすつもりのなかった言葉だけれど、大人げない師匠は聞かないふりをしてくれなかった。

「慰なぐさめとか期待すんなよ面倒くせえ」

「期待しないわよ。師匠はアレスじゃないもの」

「阿あ呆ほう。妖魔にも期待すんな。ティーチで働いている妖魔は人間体ばっかり取っているから勘かん違ちがいしやすいが、あいつらには別に属性体があるのを忘れるなよ。考え方も能力も人間とは違うんだ」

　人によっては属性体を本性と呼ぶ。獣けものに近い形のものもあれば、鳥に近い形のものもあるし、それらとはまったく違う姿を取る場合もある。

「アレスは半魔だから、属性体がないもの」

「封石できるならほとんど妖魔だ。あいつは身体からだの成長を止めたまま何十年、何百年生きてる？　人間じゃねえ存在に心を預けすぎると、後でつらくなるぜ」

　説教としての強い言葉の中に、一ひと欠片かけらの『何か』が入っていた気がして、フィーネは首を傾げた。

「経験談？」

「一般論」

　さらりとした返答からは、噓うそと真実の区別がつきにくい。

　搭乗口に進むトリスタンの背中を追いかけながら、フィーネは食いさがった。

「でも妖魔に恋した人間がいるから、半魔がいるのでしょう？」

「あまり簡かん単たんに語ってくれるなよ。寿じゆ命みようの差、性質の差、思考の差、異い類るい婚こんに悲ひ劇げきが多いのは、それなりに理由がある。お気楽な恋愛ごっこで留まるんならとやかく言わねえが、そうじゃねえなら相手は妖魔で恋愛対象じゃないと割り切るべきだ。そもそもお前のそれは恋愛感情なのか？」

「某国の実力者の妻と娘と愛人にむけるものよりは、真ま心ごころはあると思うけど」

　嫌味のつもりでそう言えば、トリスタンはふんと鼻を鳴ならした。

「俺のは遊びだ」

　トリスタンの断だん言げんにフィーネは足を止めた。少女らしい潔けつ癖ぺきさで顔をしかめる。

「最悪」

　フィーネに続いて立ち止まったトリスタンが、くるりと振り返る。

「阿呆。大人になれば『恋愛ごとは遊びでいい』って思うようになるんだよ」

「噓よ」

「本当だって」

　のしかかるようにフィーネの肩に腕を回したトリスタンは、指一本でフィーネの顔を持ち上げて視線を絡ませ、馬鹿にするように薄うすく笑った。

「なんなら五年くらい経ってから、俺の閨ねやに忍しのんでくればいい。証明してやるぜ？」

　口許は笑っても、目は笑っていなかった。

　誠せい実じつさなんて欠片も感じないのに、ほんの少し低めたトリスタンの声が、酔いそうなほど甘く感じる。

　挑ちよう発はつするような言葉が毒どくのようにフィーネの中に潜もぐりこみ、好こう奇き心しんを刺し激げきした。

「…………なるほど、こうやって遊ぶのね」

　自然と冷ややかな声になった。頤おとがいにかかった指を邪じや険けんに払えば、肩に回った腕もおとなしく離れる。

「ちょっとはよろめいたろ？」

「全然」

　即答に、トリスタンはわざとらしく舌した打うちした。癖くせになりそうな毒性のある鋭さはなりを潜ひそめ、雰囲気が軽くなる。

「あん？　反省しすぎて腕が鈍にぶったかな」

　元に戻った空気にほっとしたのを隠して、フィーネは嫌そうに顔をしかめた。

「反省なんてしてないくせに」

「してるしてる。そのせいで借金地じ獄ごくに陥おちいりそうなんだぜ？　ものすごく反省してるって。だからガキの面倒みてんだ」

「ガキじゃないもの。義務教育は卒業したのよ」

「半人前が偉えらそうに」

　そこは否ひ定ていできないので、むっと黙だまる。

　素直な反応を楽しむように、トリスタンが含みのある笑顔を浮かべた。

「俺のためにも色々と覚えて、早く大人になってくれ」

「言われなくても、すぐに見習いを卒業してやるわよ。そして師匠のマイスター取得最年少記録を破やぶるの」

「ああそりゃ楽しみだ」

　ちっとも本気にしていない口調でそう答え、トリスタンはフィーネに背をむけて廊ろう下かを進みはじめた。

　彼の後ろをついていきながら、こっそり自分の頰をなでてみる。ちょっとだけ熱くなっているような気もしたが、赤くなっているか否いなかの確認には、やはり鏡かがみが必要だ。

（別によろめいたわけじゃないけど）

　悔くやしさに歯がみしながら、トリスタンの明るい茶色の頭を睨む。

（アレスが一番だもの……まだ、まともに話してくれないけど）

　首からさげた封石をつかむように、胸の前を空からっぽの手が包む。

　再会すれば幸せになるのだと思いこんでいた子供の夢は、そろそろ捨てなければならないのかもしれない。
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　フィーネの両親は封ふう石せき師しで、二人で組くんで一つの工こう房ぼうを開いていた。

　アレスは特に目的もなく旅をしていたらしい。

　そもそもはアレスの母がフィーネの母と知りあいだったのが縁えんで、アレスは彼の母の代理で出産のお祝いわいをしにきていた。生まれて半年も経たってから祝いにきたのは、それだけ彼の母に情報が伝わるのが遅おくれたためだ。

　そつなく挨あい拶さつしたアレスは、預あずかった祝い品を渡し、すぐに立ち去るつもりだったようだ──フィーネの目を見て、その身を封石されるその瞬間までは。

　からんと床ゆかに落ちた封石の音が、やけに響ひびいて聞こえたと、後のちにフィーネは母から聞いた。アレスの出で方かた次し第だいでは、友人の息子を殺さねばならないと思ったそうだ。

　半魔のアレスは自らの意思で封石から出られる。すぐさまフィーネの前に現われたアレスに、そこにいた誰もが身構えたそうだ。だが、赤子に封石されたことを恥として、アレスが怒り狂うのではないかという予想は、あっさりと外れた。

　アレスはフィーネを殺さず、そこに留とどまりフィーネの世話をするようになったのだ。

『元々一つの所に留まる理由がなかったから旅をしていたんだ。旅をしなくてもいいなら、留まってもいいだろう？』

　妖魔とは土地や物にこだわり、そこに住み着いて動かないものだが、半魔は妖魔と違ってその執着がない。自由に自分の意思で移動できる代わりに、帰る場所もない。

　フィーネがアレスを封石した結果、フィーネがアレスの帰る場所となったらしい。

　かいがいしく世話をしてくれたのは、もちろんフィーネが身をもって知っている。

　おかげで仕事復ふつ帰きが早くなったと、フィーネの母は能のう天てん気きに笑ったものだ。

　おはようからおやすみまで、フィーネの傍かたわらにはアレスがいた。遊び相手も勉強相手も彼が務つとめた。

　寝る前に読んでもらった物語で恋を知り、恋をするならアレスがいいと思った。『そして二人はいつまでも幸せに暮くらしました』の結び文もん句くに憧あこがれて、そうなりたいと願った。

　だから──




『一般人は封石を持てないから、俺はフィーネの元にいられない』




　六歳だったフィーネは、突然訪れたわかれを簡単に受け入れられなかった。封石師だった両親が他界して、国の施設にフィーネを保護させようとしたのはアレスだ。見る者が見れば、彼がフィーネに封石された身であるとわかる。

　国の視点から考えれば、封石された妖魔は封石師に管理されねばならない存在だ。両親が健在であればなんとか許されたアレスとフィーネの関係は、両親の他界によって許されないものになった。

　──法の下に保護されるのであれば、その法を守らねばならない。

　すべてを当時のフィーネが理解したわけではないけれど、封石師にならねばアレスと一緒にいられないことはわかった。だからフィーネは封石師を目指したのだ。

　施設や基礎教育学校の寮で夜中一人で目を覚まして、両親が戻ってこなかった日のことを思いだしても、アレスとの再会を夢見て乗り越えた。

　遊びたいなと思った時も、アレスのために勉学に励はげんだ。いつかくる再会に備そなえて、お姫様のように綺き麗れいでいられたらいいと願い、肌はだの手入れや適度な運動も欠かかさなかった。

　アレスアレスアレスアレスアレスアレス……。




『そもそもお前のそれは恋愛感情なのか？』




　アレスとの再会を夢見て走ってきた。アレスのことばかり考えてきた。

　これが愛や恋でないのなら、なんだというのだ。

　感情の名前なんてどうでもいい。重要なのは、アレスがフィーネの側そばにいる気があるのか否いなかだ。
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　観光用の飛行船も個人で持っている飛行船も世の中にはあるようだが、ティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくの飛行船は、人々の重要な足である。

　客席といったものはなく、絨じゆう毯たんを敷しいた広い部屋に乗客が通されて、思い思いに到とう着ちやくまでの時間を過ごす。

　貨物室も別にあるはずだが、行ぎよう商しよう人にんが多いのか、床の上は荷物が占しめる割合が高い。

　長距離用の飛行船なら、個室があったり食堂がついていたりするようだが、フィーネが過去に乗ったことがある飛行船は集しゆう落らくと集落とを結ぶ公共の定期便ばかりで、大きな窓から見える光景も似たり寄ったりだった。

（本当に、山ばっかりだなぁ。たまに違う風景があっても、川か湖だし……）

　ティーチ連邦共和国の国土のほとんどは峻しゆん厳げんな山で、人が住んでいる場所はすべて盆ぼん地ちか台地である。歴史は古いが、大河や山脈が他国からの侵しん略りやくを阻はばんでいるというより、侵略しても旨うま味みがないから放っておかれたような国だ。

　だが、封石師協会の本部が置かれ、世界各国から妖魔や封石師がこの国に住み着くようになると、地の属性の強い妖魔によって続々と鉱山が発見されるようになった。シュミート山塊にいたっては、世界屈くつ指しの魔ま水すい晶しようの発はつ掘くつ現場として有名である。

　採さい掘くつ工こう、加工職人、運搬人、それらを商う商人が集まり築きずいた町の名をヴューレンと呼ぶ。町はシュミート山塊の麓ふもとに近い盆地にあった。共和国の北東を横切りレーゲン湖にむかうムーレ川のほとりだ。

「………………農地とか、放牧地がほとんどないのね」

　着陸姿勢に入った飛行船の窓から見える町周辺の風景は、トラオムほど美しくなかった。しかし山の盆地にごちゃごちゃと人工物を置いた町並みは、人間のしぶとさを感じさせる。町の端はしは切り開かれて、どうやら町の面積を広げようとしているらしい。

　空から見た風景を思い出しながら、フィーネは数時間ぶりに大地に足を下ろした。

　心なしか土の匂においが強い気がするのは、飛行船からの風景を思いだしたせいだろうか。殺さつ風ぷう景けいな着陸場所から、乗り場の係員の誘ゆう導どうに従したがって歩きだせば、目の端に飛行船から荷物を運びだしている人影が映った。

　楽々と大きな荷物を運びだす大男には、長い尻しつ尾ぽがついていて獣けもののような脚をしている。

　大男の隣にいる年配の封石師を見つけると、下船してすぐに返してもらった封石に手が伸びた。

（いいなぁ……いつまでも一いつ緒しよで）

　人と契けい約やくを交かわした妖魔の取る道は、常つねに封石された状態で契約をしている封石師の魔力を微び量りように吸収し続けるか、もしくはああして外に出て、何かしらの霊的な食事を摂とり続けるかの二に択たくとなる。

　封石状態なら封石師の加か減げんで魔力を調節できるが、外に出ている状態であれば、妖魔は自分の加減で魔力を使う。純じゆん粋すいな力としては、妖魔本人が操あやつったほうが威い力りよくが強い。

　常に魔術を使う状態なら、封石師が貸たい与よされた力を使ったほうが負ふ担たんは少ない。しかし平和な状態ならば、妖魔本人が霊的な食事をしたほうが封石師の負担が少ないのだ。

　だから第一線を退しりぞいた封石師は、自分の従じゆう徒とを外にだしていることのほうが多かった。

「…………師し匠しよう、わたし今回の仕事ではアレスの魔力使わないのよね？」

「そりゃ魔石作りだからな。場合によっちゃ手持ちの妖魔の魔力を使ってもいいが、お前の半魔は闇やみ属性が強いから、今回の仕事には関係ねえよ」

「じゃあ、アレスが外に出ているほうが、わたしの身体からだへの負担は少ないわけよね？」

「自分で食事するならな。あと闇属性のやつは人間を喰くらうやつが多いから、扱あつかいには気をつけろよ。魔力に狂くるってなくても、平気で血ち肉にくごと食べたり、魂たましいだけ食べたり──」

「アレスは普通の食事をするもの。栄養を摂せつ取しゆして、自分の中で魔力に変えるの」

　魔力というものは、生命力に近い。消費しても寝て食べれば回復するが、すべて使い切れば魂も削けずられる。

「だから、出てこない？　アレス……もう抱きつかないから」

　立ち止まり、そっと声をかけると、黒い封石が日光に反射したようにちかりと光る。だが、それだけだった。黒髪の人影は現れない。

「…………しおらしいことを言っても、いざ出てきたら飛びつけるように準備している様子が相手から見えてんぞ」

「ちぃっ。このパターンなら出てくると思ったのにっ！」

　利きき足を後ろに引いて、アレスの出現に備えて全身で身構えていたのが敗はい因いんらしい。

「わたしに負担が少ないと言えば出てくると思ったんだけどなぁ」

　アレスは十年前と変わらない。フィーネの記憶のままのアレスだ。わかれた時フィーネは六歳だったが、彼にとっては匙さじで離り乳にゆう食しよくを与えていた赤子の姿も、ごく最近の話なのだろう。

　アレスにとってフィーネは、徹てつ底てい的てきに保護する対象だった。だから、フィーネの将来のために、彼は親なし子となったフィーネを協会に預けた。

（…………そんなに今のわたしって受け入れがたいの？）

　なんだか一人で落ちこみたくなってきたが、しょんぼりと肩を落としたフィーネのことを周囲が労ねぎらってくれるはずもなく、飛行船の荷物を積んだ荷車が騒さわがしく通過していく。

「おら、荷物受け取って町長に軽く挨拶したら現場に行くぞ」

「はぁい」

　気の抜けた返事をして荷物を受け取る。滞たい在ざい予定は一週間前後。身につける物は自分で洗せん濯たくして着回す予定だが、それなりの荷物にはなった。

「重っ！　何持ってきたんだよ？」

「女の子には色々と必要な物があるのよ。苦く労ろうなしに美少女に育ったと思ってるの？」

「ならせめて旅行用のカートぐらい持ってこい！」

「山に登るなら壊こわれそうだと思って」

「採掘場だぞ？　作業員用の機き関かん車しやぐらいあるし、穴あなの外もある程度整備されている」

　舗ほ装そうされていない山道を登るのなら、肩にかけるタイプのバッグのほうがいいと思ったのだが、どうやらカートでもよかったらしい。

「くっ。いいもん。担かつぐもん」

　元からそのつもりで持ってきたのだ。トリスタンが持ってくれるはずもなし、自力でなんとかする。

「阿あ呆ほう。女子供がでかい荷物抱えていて、隣となりの男が手助けしてねえと格かつ好こう悪いだろ？」

（あ。意外。持ってくれるんだ）

　目を丸くしてトリスタンを見上げると、嫌いやそうに顔をしかめられた。

「俺が考えなしの弟で子しの荷物持つわけねえだろ？」

　ふんと鼻を鳴ならして断だん言げんしたトリスタンは、フィーネが首からぶらさげた黒い封石に目をやり、それを握にぎった。

「アレスシアス」

　封石が光り、瞬またたく間にアレスが現れた。

（わたしが呼んでも出ないくせに……）

　理り屈くつは教えてもらったものの、まだ感覚で理解することのできないフィーネに、トリスタンの真ま似ねはできない。

　もちろん自分から出てきてくれたほうがいいけれど、自分の呼びかけにだけ反応しないようで悔くやしかった。

「石の中で聞いてたか？」

「ああ。荷物持ちが──」

「どうしてまず師匠を見るかな？　そんなにわたしを見たくない？」

　怒いかりにまかせて詰つめ寄れば、アレスの瞳ひとみが透とう明めいになった封石にむかう。

「戻らせねえぞ、荷物持ち」

　石の中に逃にげられるかと思ったが、どうやらトリスタンが何かしてくれたらしい。アレスは苦にが々にがしくトリスタンを睨にらんだまま、石に戻らない。

「師匠すごい！　今はじめて尊そん敬けいしたわ！」

「常に敬うやまい奉たてまつれ！」

「後でやり方教えてね！　さあアレス、もう逃がさないからね！」

　がっしりとアレスに両腕で抱きつき、抱きつけたことに内心で感動する。

　半魔のアレスは、フィーネより少しだけ体温が低い。

　細身のようで、見た目よりもしっかりとした体格が、懐なつかしい。

「再会のやり直しよ！　逃げちゃ駄だ目め！」

　言いたいこと、訊ききたいことが本当にたくさんあったのだけれど、今は何よりも自分が聞きたいことを優先したかった。

　十年も待ったのだ。ずっと聞きたかった。だから──




「観かん念ねんして『会えて嬉うれしかった』って言いなさい！」




　虚きよを衝つかれたような顔をしたアレスの肩に、どんと額ひたいを打ちつけて、フィーネは立て続けに要望する。

「あと、『やっぱり約やく束そくを覚えていたな。さすが俺のフィーネだ』と、『綺麗に育っててびっくりしたよ。俺の暁あかつきの姫』と、『すごいじゃないか。頑がん張ばったんだな』と……あと、あと、なんか褒ほめて。なんでもいいから。今まで一人で頑張ったんだから！」

　本当は再会の時にそう言われる予定だったのだ。そうなるように夢見てた。なのに、アレスは何一つ言ってくれなかった。

（十年前は、『愛している』って言ってくれたのに）

　受け入れてもらえないことが不安で、怖こわい。

　突き放されたら、きっと生きていられない。

「約束守って再会したよ、アレス」

　フィーネの背中にアレスの腕が回った。躊躇ためらうようにオレンジ色の髪をなでたその手は、幼おさな子ごをなだめるように背せ筋すじをなでて、もう片方が後頭部にむかう。

　フィーネの額に唇で触れて、アレスは柔らかく目を細めた。

「……『会えて嬉しかった』、『やっぱり約束を覚えていたな。さすが俺のフィーネだ』、『綺麗に育っててびっくりしたよ。俺の暁の姫』、『すごいじゃないか。頑張ったんだな』──不安にさせて、すまなかった」

　優しく抱き寄せられて、懐かしさがこみ上げて泣きたくなった。安心する。ずっとずっとこの腕の中に帰りたかった。

「偉えらいな、いい子だ。よく頑張った。あい……」

「愛？」

　アレスは『愛しているよ』と言いかけたのだと思ったから、フィーネは期き待たいに満みちた目をむける。人前だけど、キスの一つや二つしてもいい。なんと言っても、待ちに待った『感動の再会』だ。

　けれどアレスは腕を解ほどいた。

「荷物を受け取って町長に挨拶をしたら現場に行くんだろう？」

「急ぎじゃないわ！」

「急ぎだぞ。現場の人間が俺たちのために機関車の前で待ってるはずだからな」

　アレスにしがみつくフィーネの腕を、彼は軽く叩たたいた。『ほら、わかっているだろう？』と告つげるような仕し草ぐさを前に、我わが儘ままで逆さからい続けることはできなかった。

　そっと腕を解くと、『よくできました』というように、頭をなでられる。

（昔と同じ仕草だ）

　当たり前のことに少しだけ感動して、嬉しくて……切せつなかった。
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「三十年前から続いている採掘場なんです。親方が言うには、『昔から続く採掘場に、今さら新規の妖魔が出現したとは思いにくい』らしく……あの、そういうもんなんでしょうか？」

　機関車から降りた直後、思い切ったように案内役の青年が口を開いた。乗車中に訊かなかったのは、彼がトリスタンからの質問に答えるのにいっぱいいっぱいになっていて、個人的な質問を挟はさむ隙すきがなかったからだろう。

　採掘場の案内役を命じられた男は、テオと名な乗のった。本名はテオドール・ジュロというらしい。職業の基礎教育を終えて二年ここで働いているというから、たぶん十八歳だろう。

　ベテランたちに比くらべるとまだ細身だが、それでも逞たくましい体つきをしているのは一目でわかる。気を遣つかっているとは思えない伸のびっぱなしの髪は濃こい茶色で、前髪の隙間から見えた目は緑色をしていた。木ぼく訥とつとした話し方には、素す直なおに好感を覚える。

「妖魔ってのは半魔と封石師の従徒を除のぞいて、土地か物に憑つくからなぁ。基本的に親方の言葉のとおりだ。曰いわくつきの品物を買ったとか、呪じゆ術じゆつで土地が呪のろわれたとかいう理由で今まで妖魔がいなかった土地に出現する場合もあるにゃああるが……」

　眼まな差ざしの意味を正確に捉とらえたテオは、思い当たるものがないと首を横に振った。

「だろうな。そんな気け配はいはねえし」

　周囲を見渡すトリスタンの後ろで、フィーネもまたぐるりと視線を巡めぐらせた。

　冷たい澄すんだ空気はティーチ連邦共和国に住んでいれば慣なれ親しんだものだが、なんだか埃ほこりっぽい気がするのは舗装された大地のせいか。

　単たん線せん軌き道どうの路面は、山道を行き来するだけあって、造りがしっかりとしていた。駅は町と採掘場にあるだけだが、貨物を乗せて折り返すために、分ぶん岐き器きが設せつ置ちされていた。奥には車庫もあるようだ。

　採掘場からの仮か設せつ軌道は車庫につながっているようで、駅からは見えない。

　作業員が寝ね泊とまりする寮りようが山の中にあるが、それを利用するのは日雇い労働者かここ数年雇いはじめた独どく身しんの若者ばかりで、昔からここで作業する人間は、町から機関車を利用して毎日通ってくるらしい。

　人のために機関車を動かすというより、荷物を運ぶついでに人間も運ぶ形になっているようだ。朝に往おう路ろの機関車がきて夜に復ふく路ろの機関車が帰る、一日一往復の運行。

　開かれて、踏ふみ固められた大地に敷かれた鉄の道は、力強さと同時に、ほの寂しさを感じさせる。

「魔石の作業場は車庫の横になります。宿泊場所は寮の個室を用意しました。簡単ですが、鍵かぎもかかります」

　荷物を置かなければならないので、最初に寮のほうに案内してもらった。

　案内された部屋は、フィーネの住んでいる封石師見習いの寮よりも更さらに狭い。個室ということで気を遣ってはもらえたのだろうが、ベッドと狭いクロゼットと着替えるためのスペースがあるくらいだ。洗せん面めん所じよと風ふ呂ろは共同らしくて、不満を顔にださないようにするのに苦く労ろうした。

　アレスと二人で部屋に残る。フィーネが荷物を片付けている間に、アレスが部屋の中の安全を確認していたようだ。

「針はり金がね一本で開けられそうな鍵だな……部屋を出る時にフィーネの持つ鍵以外では、扉とびらが開かないようにしておこう」

「そんなことができるの？」

「ああ。取とっ手てに手をかけたらそのまま離れなくなる呪いとか、鍵を強ごう引いんに開けようとしたら高熱で寝こむ呪いとかもあるよ」

「鍵の制限だけで充じゆう分ぶんよ。ありがとう」

　思ってみれば、フィーネはアレスの妖魔としての能力を詳くわしく知らない。幼い時は、ひたすらフィーネに甘あまい青年でしかなかった。違ちがう面を見たのはただ一度だけ。両親に降りかかった災わざわいが、フィーネに飛び火した時に、彼がどこからともなく取りだした黒い槍やりでそれを一いつ掃そうしたのを見た時だけだ。

　幼くて、無む知ちだったフィーネには、何が起こったのか理解できなかったが、おそらく両親は本人たちはもちろん、血けつ縁えん者しやにまで降りかかるような凶きよう悪あくな呪いを受けたのだろうと思う。

　あの時フィーネの前に現れた獣は、赤にも黒にも見える深しん紅くの炎ほのおに包まれていた。どう見ても炎だけで象かたどられた獣に、妖魔の属性体のような質量はなかった。感受性の強い子供だったフィーネは獣を通して感じた悪意に怯おびえ、泣くこともできずに息を止めた。

　幼心に死を覚かく悟ごした。それをアレスが討うち払った時、『彼に生かされた』と強く思った。

　フィーネを救ってくれたアレスは、まさに物語の中の英えい雄ゆうと等しかった。

　──アレスがいればフィーネは生きていける。彼が救ってくれる。安心させてもらえる。

　それは恋と呼ぶには未み熟じゆくな、けれど強きよう烈れつな刷すりこみだったのだと思う。

　協会に預けられたフィーネは、アレスとわかれた。封石能力はあっても、正しい知識と心こころ得えのない幼子に、封石を預けてはいられないというのが協会の考えだった。

　突とつ然ぜんひとりぼっちになったフィーネは、いつかアレスと再会することを心の支えに、その寂しさを乗り越えた。どんなに苦くるしいと思っても、過去の悪あく夢むに飛び起きても、いつかアレスと再会する喜びを夢む想そうすれば、我が慢まんすることができた。

（…………なんか、恥はずかしいくらいアレスに依い存ぞんしてるなぁ）

　鮮せん明めいに記憶が呼び覚まされたことにより、我が身を振り返ってしまったフィーネは、本当に自分の心に余よ裕ゆうがなかったのだと自覚する。

（会いたかったのは、心の底から本当だけど……）

「フィーネ？」

　心配する声に、微び笑しようする。

「好きよ」

　やっぱり困こまったような顔になる優しい半魔に、胸が痛んだ。

　アレスが何を思って幼子のフィーネの世話をしてくれたのか、おとなしく封石されたままになっていたのか、その理由をフィーネは知らない。

　理由なんて知らなくても、彼の行動すべてに感謝していたし、愛している。

　呼吸を整ととのえて、きちんと二人の今後について話し合おうと勇気を振り絞しぼったその時、無ぶ粋すいなノックが響き、盛り上がった気分に水を差された。

「おい、まだ片付けてんのかよ？」

「……もう終わりました！」

　もう少しアレスと話していたかったが、時間はこれからたくさん作れるはずだと自分自身に言い聞かせて部屋を出る。

　でも──

「なんというか、せっかくアレスとお話しできるようになったんだから、もう少し気を利かせるのが大人の男だと思うのよね」

　魔石の作業場へ案内するテオの後をトリスタンと共についていきながら、ぶつぶつと不満を呟くぐらいはやってもいいと思う。

「阿呆。仕事とプライベートをわけるのが大人だろう。男女は関係ねえよ」

「国のお偉えらいさんの妻と娘と愛人──」

「仕事は仕事でちゃんとやったから、封石師の資格までは取り上げられてねえんだよ。仕事とは関係ねえ暇ひまな時間に、遊ばないかって声をかけたら釣つれたんだよ。いい女だったから遊んだんだよ。悪ぃかよ！」

　悪い大人の開き直りを、フィーネは半はん眼がんで指し摘てきした。

「……少なくとも奥さんは道どう徳とく的てきに問題があるわよね？」

「お互たがいに仕事の合あい間まの小休止というか、人生のスパイスというか、まさかあの後色々発覚して取り乱みだすとは思わなかったんだよ。もう少し人生経験を積んだ女だと思ってたのに、娘のほうがよっぽど……」

　ふいにトリスタンの愚ぐ痴ちが聞こえなくなったのは、彼が口をつぐんだからではなく、アレスがフィーネの耳をふさいだせいだ。
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　残ざん念ねんながらフィーネの目は後ろになく、耳も一対しかないので、アレスがどんな顔で何を言ったのかわからなかったが、トリスタンが口を引き結んだので、たぶん黙だまるように要望をだしたのだろう。

「教育に悪い」

　ようやくアレスがフィーネの耳から手を離したと思ったら、そんな言葉が聞こえてきたので反射的に振り返る。

「わたしは義務教育を終えているのよ、アレス」

「それでも年頃の娘に聞かせたくない下げ賤せんな言葉はあるよ。トリスタン・イエンは弟子の前では言葉を選ぶべきだ」

「おいこら、契約をしてねえ妖魔が、人をフルネームで呼ぶな」

「そうね。未契約のままは問題よね。わたしと契約しない？」

　どさくさに紛まぎれて勧かん誘ゆうすれば、アレスが目をそらす。

「…………迷まよってるんだ」

　黙ったままなのかと思ったら、自分の考えをようやく口にしてくれた。傷きずつく気持ちがある一方で、ほっとする。

「そうね。一生の問題だものね。じっくり考えて」

　妖魔が一度封石されて契約したら、解放されるのは難むずかしい。封石とは妖魔が執しゆう着ちやくしている土地や物とのつながりを断たつことであり、契約とは封石師自身がその土地や物の代わりに妖魔とつながることだ。

　封石だけなら妖魔の意思がいらない場合もあるが、妖魔と封石師の契約は互いに名を預けあうために、双方の同意が必要だから強制はできない。

「わたしと同じ時を過ごすのは、アレスにとって一瞬の出来事で、わたしが死んだ後もアレスの人生は続くんだし」

　主人である封石師と同化して、長ちよう寿じゆを与えつつ共に寿命を迎える。封石師の弟子に譲じよう渡とされる。協会の手に渡り、自分が気に入った封石師が現れるまで眠りにつく。すべてを拒絶して精せい霊れい石せきの糧かてとなり、やがて自身を消しよう滅めつさせる。例外として契約を解く場合もあるが、それは協会の規約違反にあたる。

　妖魔たちにとっては生まれた時からのしがらみから逃れる代だい償しようだが、はじめから自由なアレスにとっては、自みずから歩みたいと思う道ではないだろう。

「…………でも、しばらくは側にいてくれる？」

　すぐにでもアレスが離れていきそうに思えて、ぎゅっと袖そでをつかむと、彼は柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「ああ」

　幼子のように頭をなでられてほっとする一方、もっと近くに行きたくなって、アレスに抱きつく。

　頭をなでていた手が止まったので、たぶんまた困ったようにフィーネを見ているのだと思う。わかっているけれど、自分から引きたくはなくて想いを口にする。

「好きよ、アレス」

　恋かどうかなんて知らない。ずっと会いたかった。会えて嬉しかった。笑ってもらえると嬉しい。認めてもらいたい。側にいたい。

　拒絶しないで受け入れてほしいと思いながら、顔を上げて、視線を絡からませる。




　──今のわたしを見て。




　強くそう思えば、半分くらいならこの気持ちが伝わるかもしれないけれど、ガラス玉のような墨すみ色の瞳から伝わるのは、困こん惑わくとそして……──

「後にしろ！　このバカップル！」

　トリスタンの一いつ喝かつと共に、アレスの姿がかき消えた。首から下げた封石に色が戻る。

「ああっ！　せっかくアレスがわたしの側にいたのに師匠の馬ば鹿かぁっ！」

「阿呆。公こう私しの区別はつけろ。いつまで俺らを立ち往おう生じようさせる気だ。テオは普ふ段だんの仕事を中断して、俺らの案内役をやってんだぞ」

　正論以外の何物でもない台詞せりふに、ぐっと詰まったフィーネは、一呼吸の沈ちん黙もくの後、二人にむかって頭を下げた。

「お仕事を中断させて申もうし訳わけありませんでした」

「ああいや──」

　両手を前にだして慌あわてるテオを無視して、トリスタンは尊そん大だいに頷いた。

「わかればいい。さっさと行くぞ」

　テオの首根っこをつかんで、作業場へ進んでいく師匠の背中を追いかける。どんな姿勢だろうと「川沿いに選別所があって、良質の魔水晶をよりわけます」と、律りち儀ぎに説明しているテオの声にひっそりと感心しながら、黒い封石に目を落とす。

　何か語りかけてくれないかと思ったけれど、残念ながらまだフィーネはこの状態のアレスと会話ができない。できなくてよかったのかもしれない。

（…………『じっくり考えて』なんて噓うそだもの。女め々めしくすがりそう）

　幼子のフィーネではなく、今のフィーネを見てほしい。その上で選んでほしい。ずっと側にいてほしい。

（ねえ、アレス……）

　尋たずねたいことがあった。フィーネの台詞をなぞるのではなく、彼自身の言葉で答えてほしいのに、実際に口にだすには勇気が足りない。

　もし万が一、聞きたくない答えを言われたら、今までフィーネを支えてきたものがすべて崩くずれてしまいそうな気がする。

　近々質問しなければならないことだとわかっているけれど……。

（アレスは封石の中に戻されたし、仕事もしなきゃだし）

　都つ合ごうのいい言い訳を免めん罪ざい符ふに、フィーネは早足にトリスタンの背中に追いついた。
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　魔ま水すい晶しようとは妖よう魔まの力を蓄たくわえる性質を持つ石のことで、魔力を封ふうじたものを魔石と呼ぶ。

　質や大きさと、中に蓄える魔力の量は比例するので、自然、そういった石は行ぎよう政せいの手にゆだねられる。治ち水すいや整地に利用されたり、上下水道の浄じよう水すいに利用されたり、場合によっては武ぶ器きへと変えられ、自国はもちろん他国にも売られる仕し組くみだ。

　フィーネが作るのは、そういったことに利用される魔石だった。

（綺き麗れい……こんなに大きい魔水晶ってはじめて見た）

　鶏けい卵らんほどの大きさの魔水晶は、すでに研けん磨まをかけられた形でフィーネの手に収まっている。これだけの質と大きさの魔水晶となると、普ふ段だんからひょいひょいと採さい掘くつできるものではないので、ある程てい度ど数が[image: 揃]そろってから研磨され、協会に依い頼らいされた封石師がそのつど魔石にする。

　常じよう駐ちゆうする封石師がいる現場もあるが、基本的に見習いの技術向上のために用意される仕事だ。トリスタンがいない今、作業場にはフィーネしかいなかった。

「疲つかれた」

　集中力が切れてしまって、フィーネは封石と魔石を作業台の上に置いた。

　左手には透とう明めいな魔水晶がケースの中で行ぎよう儀ぎよく並んでいて、右手には蓋ふたを閉められた小箱が二つ、閉められていない小箱が魔水晶と同じ数だけ並んでいる。

　正面には青い魔石──トリスタンが見本に作った水属性の魔石だ。これと同じ色になるように魔水晶に封石の魔力を移してようやく合格だと言われた。

　トリスタンがほんの一呼吸ほどで作った魔石に近づけるのに、フィーネは一時間近くかかった。三つ目の魔石を作っている最中だが、色味はまだ淡あわい。

「……わたし、もうちょっと才さい能のうがあると思ってたんだけどなぁ」

　フィーネは生後半年でアレスを封石した過去があった。もちろん記憶なんて残ってないし、その後別の妖魔を封石したこともないけれど、アレスの存在自体が事実の証明となる。

　自分はすぐに実戦レベルで使い物になると思っていたのだが、そのうぬぼれは捨てなければならないらしい。

（えーと、妖魔の力に触ふれている間、自分の魔力を取られるわけだから、短い時間で妖魔の力を魔水晶に移さなきゃいけないのはわかっているんだけど……『魔力の波は長ちようを合わせる』って何？　『カッティングしてある封石は力を取りだしやすい』って本当なの？）

　トリスタンの言葉を思いだしながら、彼が協会からこの作業用に預あずかってきた封石に目を落とす。平たいらな円えん錐すいに近い、五十八面体の封石は、もちろん封石師が自分の能力で作ったものではなく、封石を研磨してその形にしたものだ。

　封石を半分以上削けずるというその技術は、そこに封じられた妖魔の意思を削るためのものであり、能力を特とつ化かさせる代わりに極きよく端たんに妖魔の寿じゆ命みようを削る──人間に害をなし、協会への服ふく従じゆうを拒きよ絶ぜつした妖魔のなれの果はてだ。

　もちろんフィーネは名前を教えてもらっていないので、封石の中の妖魔を呼びだすことはできない。基本的に封石されている妖魔の力を人が使うには、契けい約やくが必要になる。互いに名を預けて妖魔の魂たましいを自分とつなげなければ貸たい与よできないのだが、カッティングといわれるその技術を使えば、魔石を作る程度の魔力は引きだせる。

（確かに見習いむきの仕事よね。練習が仕事になるんだもの）

　力の移動ができなければ、どちらにしろ実戦で封石の魔力を使えない。封石の魔力を魔水晶に移して魔石を作るという仕事は、見習いであるフィーネに分ぶん相そう応おうな仕事だと思う。だが、本来はここにフィーネを監かん督とくし、教え導みちびく役割を持った人間がいるはずなのだ。

（早くわたしを一人前にしたいんじゃなかったのかしら？　こつとか仕事の心こころ得えとか語ってから出ていけばいいのに。こっちだって師し匠しようの仕事なのにな）

　普段人がいなくとも、掃そう除じはこまめに行われているらしく、作業場の居い心ごこ地ちは悪くない。外から見た時は山小屋のようだと思ったし、広い部屋に横長のテーブルが置かれた場所が作業部屋だと言われた時には、冗じよう談だんだろうかと疑うたがったけれど、実際に中に入ってしまえば、作業に必要なもの以外何もない空間というのは目の前のことに集中しやすかった。

　しかし一度集中が切れると、このまま寝てもいいのではないかという怠たい惰だな気分になる。

（もうすぐお昼なのよね……）

　休きゆう憩けい時間は好きに取っていいと言われているし、別の部屋にお茶を淹いれられる程度の設せつ備びはあるものの、二つしか魔石ができていないのに、休むというのはどうだろう？

「…………」

　ちらりと黒い封石に目を落として、ため息を一つ。

　呼びかけたいし、会いたいし、声も聞きたかったけれど、言いたくなる言葉と聞きたくない言葉があるから躊躇ためらう。

　どうにも集中できなかったから、やっぱりお茶でも淹れて休憩をとるべきかもしれないと腰こしを浮うかせた時に、アレスが現れた。

「俺が淹れようか？」

　封石の中で、フィーネが休憩を取ろうとしたことを察さつしたらしい。頑がん張ばったと、子供を褒ほめるように頭をなでられる。

「材料があれば、簡かん単たんな茶ちや菓が子しくらいは作るんだが」

　案内の時にテオが指し示しめした給きゆう湯とう室しつへと長い足が移動した。

（ああ、本当に封石の中から周囲の様子ってわかるのね）

　おとなしく作業台でアレスの帰りを待つことなどできなくて、足音を忍しのばせるようにしてアレスの後を追いかければ、彼は石せき炭たん焜コン炉ロに火をつけていた。

　その背中が、フィーネに焼き菓子を作ってくれたかつての姿と重なる。

「抱きつかないんだな」

　壁かべに寄りかかってアレスを見つめていたフィーネは、背中越しの声に小さく笑った。ここは家の台所ではなく給湯室だけれど、あえて言う。

「台所にアレスがいる時は、抱きついたら怒られるもの」

　刃は物ものを握にぎっているかもしれない。火を扱あつかっているかもしれない。十年前の小さなフィーネに抱きつかれたくらいならアレスはバランスを崩くずさないだろうが、それでも万が一に備そなえて、そこは厳きびしくしつけられた。

「だから、なるべくアレスを台所に行かせたくなかったわ」

「でも君は、俺の作る菓子が好きだった」

　水を入れたケトルを火にかけて、アレスはゆっくりとこちらを振りむいた。

　後ろの小窓から差した日の光が、人形のような顔立ちに影を落とす。輪りん郭かくがわからなくなるほど強い光ではないけれど、それでも感情を隠されているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「アレスも好きよ」

　切せつなさに突き動かされるまま、アレスが困こまることを口にした。

「アレスが好きよ」

　フィーネが抱きついてこないとわかっているからか、アレスは封石の中に逃にげなかった。ただ再会してからいつもそうするように、困ったように目をそらす。

　ずきりと胸の奥が痛んで、疑ぎ問もんが重くフィーネにのしかかる。

　訊ききたくて、でも訊くのが怖こわくて……それでも沈ちん黙もくを守りきれなかったから、フィーネはゆっくりと口を開いた。

　アレスにむかう真しん摯しな眼まな差ざしが、不安に曇くもって灰色に沈しずむ。




「…………アレスは……ロリコンなの？」




「………………とりあえず、その単語はどこで覚えたんだ？」

　重たい沈黙を挟はさみ、何かを振り払うようにため息をついたアレスの問いかけを、フィーネはぴしゃりとはねつけた。

「ふざけないで！」

　足に力を入れて、床ゆかを踏ふみ抜く勢いきおいでアレスに近寄れば、彼の表情も見えてくる。

　無表情でいれば人形のようにも見えるその顔立ちが、フィーネの前では表情豊かだ。

「幼よう女じよのわたしが好きだったの？　だからいつも側にいたの？　女らしい胸とくびれより、真まっ平たいらな胸と寸ずん胴どうのほうが好きだったのっ!?」

「フィーネ」

　たしなめるようにフィーネの名を呼ぶ時は、お説せつ教きようのはじまる合あい図ずだ。

「確かに十年前のフィーネは可か愛わいかったけれど──」

「ほらやっぱりロリコンだったぁ！　アレスが幼女趣しゆ味みの変へん態たいだったぁっ！　わたし成長しなければよかった！」

　半泣きの顔を両手で隠し、ぶんぶんと頭を振ってフィーネは嘆なげく。

「幼女の時に契約迫せまっていれば、あっさり陥かん落らくしたかもしれないのにわたしの馬ば鹿かぁ！　アレスのロリコン！」

「そういう単語を繰くり返すんじゃない。はしたない」

「…………」

　不ふ服ふくの感情そのままに、ぶっと頰ほおをふくらませれば、男の人とは思えない綺麗な指先が、フィーネの顎あごの下をくすぐる。

　笑って頰を元に戻してしまったフィーネを見て、アレスは懐なつかしそうに目を和なごませた。

（…………ああ『保護者の顔』だわ）

　フィーネのことを可愛いと思っている顔だ。こういう時のアレスには、たいていの我わが儘ままは通る。

　──契約をしてほしい。ずっと側にいてほしいと頼めば、もしかしたら今なら了りよう承しようしてくれるかもしれない。

（『じっくり考えて』と言ったその日に駄だ々だをこねるの？）

　自じ問もんに否いなと答えて、一体自分はどこが成長したのだろうと思う。成長していないから、アレスにこんな顔をさせてしまうのだ。

（成長したなって、立りつ派ぱになったなって思ってほしかったのに……）

「どうした？　どうして泣きそうになってるんだ？」

　屈かがみこむようにして長身の身体からだを折おって、墨すみ色の瞳ひとみがフィーネの灰色の瞳を覗のぞきこむ。心配そうなこの表情が、自分だけのものだと知っている。

　──でももっと違う顔がいい。

「フィーネ？」

　戸と惑まどうように、探るように、アレスの長い指がフィーネの頰をなでる。

「どうした？　言ってくれなきゃわからないよ」

（何を言えばいいのかわからないんだもの）

　息が苦しくて、胸が痛い。

　苦しくて、泣きたい。

「どうした？　具ぐ合あいが悪いのか？　人間の医者に──っ！」

　誰だれかを呼びにいこうとしたのだろう。自分から離れようとするアレスを、フィーネは反射的に捕まえた。

　こちらの顔を覗きこむ姿勢に戻り、アレスは首を傾かしげる。

「フィーネ？」

「『保護者』じゃなくて、『アレス』に褒めてもらいたかったの」

「フィー……」

　半はん歩ぽ、足を進めればよかった。ただでさえ近かったから、それだけで事足りた。

　造ぞう形けいの神がその手で計算して象かたどったような唇くちびるに、自みずからの唇を重ねる。

　布越しでもわかる引き絞しまった二の腕に手を置いて、フィーネは唇を離した。見上げた彼は愕がく然ぜんとしているようだった。

「好きよ。一いつ緒しよにいられないのなら、優しくしないで」

　自分でもどうやったのかわからない。

　けれど、封石に戻ってほしいと強く願ったら、アレスが目の前から消えて、首からさげた封石が黒に戻った。

　アレスの意思ではない。アレスに触れた場所を介かいして、封石へ彼が通るべき道を示した感覚が残っている。

　封印したわけではないから、自分の意思で外に出ることはできるはずだったが、アレスが出現する気け配はいはなかった。

　石炭焜炉のケトルが、勢いよく湯気を噴ふきだしているのに今いま更さら気づいて、近くに置かれていた布ふ巾きんで取っ手をつかんで火から下ろす。

　すぐ横にはポットとカップと茶ちや葉ばが準備されていた。ソーサーの上に置かれたティーカップが二客あって、ああ、一緒に飲むつもりだったんだなと思った瞬間、台だい無なしにした自分に嫌いや気けがさした。

　自分自身がみっともなくて、自分の行動が恥はずかしい。穴あながあったら喜んで入って冬とう眠みんするだろう。そのまま永と久わの眠りについてもいいかもしれない。

（…………泣いちゃ駄目だ。アレスが見てる。聞いてる）

　深呼吸で目の奥の熱を散ちらして、呼吸を落ち着け背せ筋すじを伸ばす。

　ほとんど何も考えられないまま、順じゆん序じよよくお茶を淹れて、ほっと息をつく。

　柑かん橘きつ類るいの果皮から作られた精せい油ゆで香りづけのされた茶葉は、香り高い代わりに少し味にクセがあって、飲み慣なれたものより苦にがく感じた。
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　嫌な気持ちを吞のみこんでしまったのがいけなかったのだろうか。息苦しさに耐たえきれず、フィーネは外に出た。

　大おお粒つぶの魔水晶は高たか値ねがつくし、魔石となると更に値が張るので、山小屋のような場所で作業をしていても、どこにどういった大きさのものがいくつあるかは常に管理されているし、警けい備び員いんも常駐している。

　休憩だと警備員たちに告つげながら、フィーネは一人で歩いた。ここは人間が多くて落ち着かない。

　視界の端はしに山盛りの弁べん当とうと水すい筒とうを持った複数の人影を見つけて、もうすぐ昼休憩なのかと思う。

　寮りようの一階は、平日の昼間は食堂を兼かねているらしく、加工所で研磨をしている人間や、選別所で魔水晶の選別をしている人間はのきなみそちらに向かうと聞いたし、フィーネもそこで昼食を摂とるように言われた。でも──

（…………休憩中なら、ムーレ川の近くは、そんなに人がいないかも？）

　加工所として使っている小屋は横に長く、出荷の段だん取どりをよくするためか、目の前にはトロッコを乗せる仮か設せつ軌き道どうが引かれていて、それが機き関かん車しやの車庫に伸びていた。

　もちろん仮設軌道は採掘場にもつながっていたが、別の方向にもつながっている。

　魔水晶の選別には水を使うので、ムーレ川の近くで行われるのだ。

（小さな町みたいだけど、やっぱり採掘場なのよね……）

　仮設軌道にそって進むうちに人の気配はどんどんなくなってきて、周囲に緑が増ふえてきた。もしかしたら、人が通る道はこことは別なのかもしれないと後になって気づいたが、戻るのも億おつ劫くうで進んでしまう。たぶんそう遠くはないはずだ。

（水音……）

　案あんの定じよう、聞こえてきた川のせせらぎにほっとする。

　目の前が大きく開けた途と端たん、仮設軌道はゆるやかに曲まがって川辺から一段上になった場所を進んでいた。

　遠くには壁のない大きな屋根が見えて、まだ仕事中らしい数人の警備員と、弁当を広げて休憩しているらしい作業員の姿が見えた。

　距離があるせいか、こちらには気づいていないようだ。

　人がいる場所は川辺がしっかりと舗ほ装そうされていて、上流から引いた水を屋根の下に引いているようだ。さすがに近づかねば器具までは見えないけれど、あそこで大きさや傷の有無を調べ、純じゆん度どを測っている程度の知識はある。

（師匠が調査しているって、どの程度の人が知っているのかしら？）

　あまり深く考えずにきてしまったが、仮に『犯人』がいた場合、フィーネがこのあたりを探っていると勘かん違ちがいして、刺し激げきすることになるのだろうか？

（…………考えすぎかなぁ）

　人のいる方向とは逆に進んで、ちょうどよく横たわっている大きな石に腰を下ろす。間の茂しげみが陰となり、たぶんフィーネを見つけられる者はいないだろう。

（冷たい）

　靴くつを脱ぬいで、つま先さきだけで水面を叩たたいて、飛び散る飛沫しぶきを目で追いかける。

　膝ひざくらいの深さに見える川は透明で、フィーネの立てた音に驚おどろいた魚が見えた。

　人が亡くなったと聞いていたから、かなり大きな川を想像したのだが、大人の男が一人寝転がれる程度の幅はばしかないようだった。人が溺おぼれるほどの深さはないが、流れはそれなりに速い。

　途中からぷつりと舗装されなくなった川辺には、大きな岩や石が転がっていた。

（雨の後だったのかな？）

　詳くわしい資料はすべてトリスタンの手元にあるから、フィーネも概がい要よう程度しか知らない。だが、トリスタンがパイモンから依頼された調査には、この川で亡くなった封石師も対象となっている。

（確か、病死した封石師の弟で子しが、ここで濁だく流りゆうに吞みこまれて亡くなったのよね。名前なんだっけ？　ヘルゲ・ギョウク……だったかな？　ああ違う。それは病死した人だわ）

　ヘルゲの弟子が川に流され、ヘルゲの友人だったマイスターは採掘場で落らく石せきにあい、遺い体たいも見つけられないまま今に至いたる。それだけなら事故で片付けてもいいかもしれないが、時期とタイミングに疑問が残るのだ。

　彼らより前に、一人のマイスターが持病の悪あつ化かで他界した。フィーネが名前を思いだしたヘルゲ・ギョウクだ。師匠の死に取り乱みだした弟子が人を呼びに行き、戻ってきた時には遺体が消えていたらしい。

　協会への報告もあって、その弟子は一度はトラオムに戻ったようだが、ヘルゲの友人と一緒にここに戻ってきた。途中の仕事を片付けにきたというよりは、ヘルゲの遺体を探すのを目的にしていたようだ。

（採掘場周辺で亡くなった、もしくは亡くなったと思われる封石師全員、遺体が見つからなくて、所しよ持じしていた封石や魔石が見つかっていないのは、偶ぐう然ぜんか、事件性があるのかって話なのよね……遺体が消える事件って何よとは思うけど……特に病死のヘルゲ・ギョウク）

　ヘルゲが病死したと訴うつたえているのは弟子だけで、その弟子も他界した。弟子が噓うそをついていたとしたら、ヘルゲが生きている可能性もある。

　一応、ヴューレンから警察官が派は遣けんされてきたらしいが、妖あやしの術じゆつを使う者がかかわる事件には封石師協会に調査を委い任にんするのが定じよう石せきだ。協会にまる投げされて、今に至る。

　試しに妖魔の気配を探ってみるが、それらしい気配はない。水と緑が生みだす清すが々すがしい空気に、何も考えずにぼうっとしていたくなる。

　枝えだ葉はの隙すき間まから覗く青い空が綺麗だと思った。

　名も知らぬ虫や小鳥の鳴なき声に、優しい風の音。絶たえ間まない水のせせらぎに、たまに魚の飛び跳はねる音が混じる。ゆったりとした時間に身を任まかせていたフィーネは、無ぶ粋すいな足音に穏おだやかな空気を乱されて、振り返った。

「なに？」

　そこにいたのはフィーネよりいくつか年上に見える男だった。採掘場の男らしくがっちりとした身体つきだ。一いつ見けん、爽さわやかそうではあるのだが──

（嫌な笑い方する人ね）

　一言も話さないうちから悪感情を抱いだくのはよくないことだが、直ちよつ感かんでそう思ったのだから仕し方かたない。ものすごくどろどろとした黒い感情が、笑顔の裏に透すけて見える気がする。

「君、見習いの封石師？」

「そうよ」

「名前聞いていい？　あ、俺のこと警けい戒かいしてる？　言っておくけど、つけてきたわけじゃなくて、たまたまここにくる君を見かけただけだよ。ちょっと話さない？　ここって女の子が本当に少ないから、癒いやされたいんだよね」

　軽く、明るく、フィーネが嫌がればすぐ引くのだと、まるでそこに逃げ道があるように、彼は笑う。

「休憩しにきただけだから、もう戻るわ」

　素す足あしのままだったから急いで、けれど警戒しているのだと思われないように平へい然ぜんとした顔で靴を履はく。

「ちょっとだけでも駄目かな？」

「少しだけと言ってここにきたから……早く戻らないと、師匠に怒られちゃうわ」

　よし、履けた。

　噓をつきながら立ち上がって、振り返った拍ひよう子しに、あまりにも男との距離が近くて驚く。

　いつの間にか、男はフィーネと同じ石の上に乗っていた。

（…………あれ？）

「ねえ、君が持っている封石って、その首くび飾かざりのやつだけ？　魔石とかある？」

　気になることはあるが、うまく対たい処しよできる自信がないから、これはトリスタンに任せるべきだろう。

「ねえ、実はさ。君みたいな女の子がくるのずっと待ってたんだぁ」

　つかまれた手を反射的に振り払い、振り返りもせずに、ひと気のある方向にむかって走りだす。男の舌した打うちが聞こえたが、追いかけてはこない。ほっとしながらも、足をゆるめず走り続ける──つもりだった。

「うわっ！」

　短い悲ひ鳴めいと派は手でな水音に驚いて、思わず振り返ってしまう。

　そこまで離れたわけではない。先ほどまでいた岩はまだ見える。

　単に足を滑すべらせたにしては、身を起こした音も、人影もないのが気になった。

　そして──

「霧きり？」

　水みず煙けむりのようにも見えるが、出現が唐とう突とつすぎる。川辺を中心に漂ただよいだしたそれから妖魔の気配を感じた。

　迷まよって、足を踏みだした瞬間、自分の意思で封石から現れたアレスに腕をつかまれた。

「………………」

　無む言ごんのまま睨にらまれて、暗に『行くな』、『下がれ』と言われる。

「様子を見に行くなら、俺だけでいい」

「頼んでない」

「命じないから自分で出てきたんだ」

　どうやら少し怒っているようだ。

「武器もないのに妖魔に近寄るんじゃない」

「それを、アレスが言うの？」

　契約をしてくれないくせにと爆ばく発はつしそうになるのを、ぎりぎりで堪こらえる。

　今はそれどころではない。

「どいて」

　一言でアレスを封石の中に戻す。理屈はわからないながらも、アレスを戻した時の感覚を覚えていたから、二度目は簡単だった。

　黒に戻った封石を確認することなく、ついさっきまでいた岩の上へと戻る。霧が濃こくて、前がよく見えない。

　視線を感じたけれど、探る前に再び現れたアレスに片方の手で抱き寄せられる。

「待てと言ったはずだよ」

　焦あせっているのか、少し早口でアレスが告げた。

「まだ契約をしていなくても、俺がフィーネを守るのは勝かつ手てだろう？」

「優しくしないでと言ったわ」

　腕の中にいる心地よさから逃のがれようと身を捻ひねるが、細く見えても半魔の力は十代半なかばの少女のものよりはるかに強い。

　半ば意地になって暴あばれても、易やす々やすと押さえこまれる。




　パチッ。




（こんな時に何を……）

　アレスが上空にむかって伸ばした腕の少し上に、まるで空に亀き裂れつが入ったように黒い稲いな光びかりが奔はしった──否、それは事実、空間を開く前ぜん兆ちようだったのだろう。フィーネの見ている前で、握り拳こぶし大の穴が空中に現れる。

　色しき彩さいが豊かなようにも真っ暗なようにも見える穴の内側を目にした途端、なぜだか軽い目眩めまいが起きた。フィーネを抱き寄せていた腕がなければ、倒れていたかもしれない。

「何をし──っ！」

　疑問の声は、しかしすべてを口にする前に霧む散さんした。息ができない。

　空気が吸いこまれている──否、吞みこまれているというべきか。

　咳せきこむこともできずに、思わずアレスの胸に顔を埋うずめたら、右手で頭を抱えられた。

　吸引は止まっていないようだが、呼吸はできるようになった。アレスが何かしたらしい。

「位置が悪かったかな。今は動けないから、このまま少し我が慢まんして」

「何をしているの？」

「見たままだよ。ほら、終わった」

　フィーネを拘こう束そくしていた両腕が解とかれる。自由になった身体を、離れてしまった低めの体温を寂さびしく思いながら、川辺を振り向くと、空には美しい青空が広がっていた。

　アレスの頭上にあった穴は見る影もなくなり、世界は正常に戻っていた。

　霧も魔力も綺麗さっぱり消え失うせている。妖魔の気配も感じない。

　清々しい風が吹いて、ほっとする。

「……魔術そのものを……吞みこんだ？」

　パイモンが空間を歪ゆがめたのをつい先日見たけれど、あれとはまた違う気がした。パイモンの場合は、空間のむこうも、こちら側だが、あれは違う。あんな場所は知らない。

「今の穴は何？」

「空間の裏側とも、混こん沌とんともいうべき場所かな。常に何かを吸収していて圧あつ縮しゆくされた力がこちらに吐はきだされると、自然界の魔力が溜たまりやすい土地や、念ねんの宿やどりやすい物に個をもらって妖魔になる……らしい」

「らしい？」

「長生きの妖魔に聞いた話だから、どこまで本当かわからない。知識の深い妖魔は、たいてい噓つきだしね」

「アレスの力なのに、他ひ人と事ごとみたいに言うのね」

「フィーネも学校で学んだこと以上に封石能力の仕組みを理解していないだろう？　ただ、自分でできるのがわかるだけ。俺もそうだよ。手を動かす筋肉の名を知らなくても、手を動かすことはできるのと一緒だ」

「なんか、すごいことをさらっと言ってるみたいでかっこいい……」

　きらきらと目を輝かせてアレスを見上げると、また困った顔をされてしまった。

　浮かれた気持ちが一気にしぼんで、胸が痛む。

「ごめん。『優しくしないで』とか言っておいて、助けてもらっちゃった」

　肩を落として数歩下がる。

　何か考えなければならないことがあるはずなのだけれど、まとまらないまま更に下がって──腕をつかまれた。

　石から足を滑らせる前に支えてくれたのだと、ただそれだけのことだとわかっているのにドキドキする。

（さっきはもっとぎゅっとされたのに……）

　そういえば一方的にキスをしてしまったのだ。

　必ひつ死しすぎてあまり感触を覚えていないのがもったいないと思ってから、今それを考えてはいけないのではないかと自分自身に首を振る。

　早く離してくれないと、どんどんまともなことが考えられなくなりそうなのに、手のぬくもりは動かない。

　川のせせらぎも、鳥や虫の声も、水の匂においもなにもかも遠くなる。ただアレスだけに集中してしまう。

　側にいるのが嬉うれしくて、つらい。

「俺は……フィーネにどう思われているんだろう？」

　顔が見られないから何か言ってほしかったのだけど、やっと耳に届いたアレスの言葉はフィーネを落らく胆たんさせた。

「ようやく口を開いたのに、そんなことを訊くわけ？　何度も言ったのに」

「十年前の俺は、君の保護者だ。その愛情は──」

　すべてを言わせる前に力強く足を踏みこんで、腕を振り払ってアレスの唇を両手でふさいだ。睨む。

「疑わないでよ。好きだって言っているでしょう！　アレスを理想化していた自覚はあるわよ。だって実際綺麗だしかっこいいし、わたしのこと気にかけてくれるし、こうして何かあったら助けてくれるのに、どうやって理想像を崩せって言うのよ！」

　十年も想いを重ねた。実際に会って、逃げられても消えなかった。

「会いたかったから、会えて嬉しかったの！　ずっと好きだった。愛してた。会えたら幸せになるんじゃないかって期待してたのに、全然幸せになれないし、我われながら情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになるし、でも見み栄えも張りたいし、でも好きだし愛してるの変わらないし、ほっとしたりドキドキしたりするし……どこが悪いのかわかんないよ」

　どうすればいいのか教えて欲しいのに、アレスが逃げてばかりいるから、フィーネは追いかけることしかできない。

「アレスの馬鹿」

　八やつ当あたりと、本音が半々の苛いら立だちをぶつけても、アレスはびくりともしない。

　正しいことを言いたくてもできないし、どう決意しても感情に流されてしまうとわかったから、フィーネは拳を握って勇気を絞しぼりだした。

「………………アレスが、わたしと契約したくなくても、わたしは一緒にいたいの。わたしからは手放せないから、嫌なら自分で逃げて……追いかけるけど。わたしが追いつけないくらい遠くに逃げて」

「俺は優しくしたいし、一緒にいたい」

　変わらない淡たん々たんとした口く調ちように、胸が苦しくなる。

　──知っている。

「フィーネは俺と『一緒にいたい』のか？　それとも『契約したい』のかな？」

「同じじゃないの？」

「俺が『契約しなくとも側にいる』と言ったら？」

　重要な質問をされた気がした。

　たぶんこれは答えを間違ってはいけない質問だ。

　考えなくてもフィーネにとっての答えは決まっていたけれど、それがアレスにとっての正解かはわからない。

　乾かわいた唇を湿しめらせて、ゆっくりと動かそうとしたその時、悲鳴が響ひびいた。

「ああああっ！　俺の魔石っ！」

「人の勇気を台無しにするんじゃないっ！　こっちは人生かかってんのよ空気読みなさいよね！」

　反射的に吠ほえて、そもそもここにアレスと立っていた原げん因いんに目をむけた。

　おそらくどこかの岩に引っかかって今まで気を失うしなっていたのだろう。ここよりも少し下流で、ばしゃばしゃと水をかき分けるようにして騒さわいでいるのは、先ほどフィーネに声をかけ、妖魔の作りだした霧に包まれていた男だった。どこかにぶつけたのか額ひたいから血を流していたが、それを気にしている様子はない。

「俺の魔石っ！　俺の魔水晶っ！　畜ちく生しようどこだよっ！」

「…………無事でよかったな」

　一いつ切さいの感情を排はい除じよした声で告げるアレスに無言で頷いて、フィーネは石の上から河原に降り立った。

　手て頃ごろな丸い石を一度、二度軽く放りあげ、全身の筋肉を使って男に投げつける。

「いってぇなっ！」

「魔石と魔水晶を、ただの作業員が持っているはずないわよね？　盗ぬすんだの？」

　血ちの気けを失った男が、慌あわてたように背中をむけるが、川の流れの中では素す早ばやく動けるはずもない。ましてやこちらにはアレスがいる。

「アレス」

　勝負は一瞬でついた。

「はーなーせっ！」

　アレスに押さえられた男は、子供のように足をばたつかせて水飛沫を飛ばしたが、アレスは平然と男の両手首だけを持って、川辺へと引きずり上げた。

「どうしたい？」

「面めん倒どうだけど、作業場まで運んでもらえる？」

「わかった」

（『従じゆう徒とでもないのに悪いわね』とか言ったら嫌いや味みになるのかしら？）

　浮かんだ疑問を打ち消して、ちらりとアレスを見れば、フィーネの願いを叶かなえるのが当然と思っているらしい『保護者』は、優しく微ほほ笑えんで首を傾げた。

『なんでもない』と、答える代わりにちらりと笑って、作業場への道を行く。

　邪じや魔ま者ものがいるので、アレスへの答えは自然と保ほ留りゆうになってしまった。けれど、心のどこかでそれに安あん[image: 堵]どしている自分もいた。
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　トリスタンが弟で子しの様よう子す見みついでに作業場へ戻ってきたのと、フィーネが一人になりたくて作業場から出ていったのと、どうやらすれ違ちがっていたらしい。

　空あいた机つくえに弁べん当とうを広げていたトリスタンは、戻ってきたフィーネを見て首を傾かしげた。

「ん？　ははひんはふんんほ？」

「口の中のものを飲みこんでから話せ。教育に悪い」

　口うるさい母親のように不ぶ作さ法ほうを指し摘てきしたアレスが、すっかりおとなしくなった男を引きずって、トリスタンの前に突きだした。

　ここにくるまでの間にさんざん体力を消しよう耗もうした男が、力なく床ゆかの上に倒れる。川辺に残っていた作業員からロープをもらったので、男の両手を背中に回して拘こう束そくしていた。

　いぶかしげな顔をするトリスタンに、フィーネは気き晴ばらしに川辺にむかったことから今に至いたるまでを説明する。

「魔力の気け配はいがあったから、魔ま石せきを持っていたのには気づいていたのよ。本当は警察を介かいして協会に引き渡そうかと思っていたんだけど、魔ま術じゆつっぽい霧きりに包まれた後、石をなくしたって騒さわいでいたから、その感覚をこの人が忘れないうちに師し匠しように尋じん問もんしてもらったほうがいいと思って」

　過去三人の封ふう石せき師しがいなくなった時、彼らの所持していた封石や魔石も消えている。本体ごと行方ゆくえ不ふ明めいになったのだから当然ではあるのだが、あの霧が関係している可能性もなくはない。

「事故と怪かい異いを安あん易いに結びつけるなよ」

「わかってるわよ」

　三人中二人は事故の可能性がある。仮に事件だったとしても、関連性はないかもしれない。しかし確認をしておいたほうがいいのも事実だ。

　男の胸ぐらをつかんだトリスタンは、まるで本職のチンピラのごとく問いかけた。

「ちなみに、その魔石は誰だれに作ってもらったんだ？」

「…………」

「おい、闇やみ属ぞく性せい。自じ白はくさせる魔術か、読どく心しん術じゆつ持ってるか？」

　トリスタンにつられてアレスを見る。ちらりとフィーネに視線をむけたアレスは、首を横に振った。

「俺はどちらかといえば戦せん闘とう特とつ化か型がただ。協会にいた黒いやつならあるんじゃないか？」

「そりゃパイモンなら持っているが、あいつは滅めつ多たに協会を離れねえからなぁ」

「協会に送るんだろう？」

「もちろん送るが……あいつに任まかせると、対象者は九割の確かく率りつで廃はい人じんになるから、できれば俺で片かた付づけたかったんだよ」

　聞き逃のがせなくて、フィーネは小さく手を挙あげた。

「ええと……どうして廃人？」

「恐怖に心をやられるらしい。かろうじて意識が残っても、毎晩のように悪夢を見て、明かりがないと眠れなくなる。疑ぎ心しん暗あん鬼きの塊かたまりというか、いっそ悪あく霊りようでも憑ついてるのかって勢いきおいで怯おびえるんだ。何度かあいつの術にかかった人間を見たが……はじめて見た時は凄せい絶ぜつすぎて、飯が食えなくなったな」

　不ふ快かいなものを思いだしたように、トリスタンは眉み間けんにしわを寄せて首を振る。黙だまってそれを聞いていた男は、ごくりと喉のどを鳴ならした。

「脅おどしてるんだろ？」

「阿あ呆ほ。霧の魔術とそこの妖よう魔の魔術を体感したんじゃねえのかよ？　人間の理り屈くつは通じねえんだ。あいつらは従じゆう徒とでも妖魔なんだぜ？　涙なみだ鼻はな水みず糞ふん尿によう垂たれ流して、がくがく震ふるえながら、勢い余あまって訊きかれてもいねえ幼よう少しよう期きのトラウマを話すくらいは運がいいほうだ。獣けもののように咆ほう哮こうして、部屋の隅すみか物もの陰かげで頭を抱えて頑かたくなに動こうとしねえやつは、水も食事も摂とらずに衰すい弱じやくして死んじまう。まあ、情報をもらった後だからいいんだけどな」

「…………」

「妖魔は便べん利りな道具じゃねえ。人間の姿に化ばけていても、あいつらは人間じゃねえんだよ。俺みたいな人間が質問しているうちに、全部吐はいたほうがいいぜ」

　むしろ親切でこう言っているのだと、トリスタンは小さく笑った。美女を籠ろう絡らくさせるかのような低い声で、なだめるように、哀あわれむように言葉を紡つむぐ。

「誰に魔石を作ってもらった？」

　うめいた男は、その場に崩くずれ落ちるようにして膝ひざをつき、濁だく流りゆうで姿を消したヘルゲの弟子の名を告つげた。
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「全部は魔石に変えなかったそうだから、途と中ちゆうで胡う散さん臭くささに気づいたか、これ以上はやっちゃいけないと自じ制せいしたのか……まあ、あの男が事じ故こにみせかけて殺人までしたってことはなさそうだけどな」

　横おう領りよう品ひんの証しよう拠こはなかったものの、自みずからぺらぺらと自じ供きようしてくれたので、立たち会あい人にんのトリスタンと共ともに、彼が霧の魔術に包まれて魔水晶と魔石を失うしなった証言をした。もちろん噓うそをついている可能性もあるが、事件にかかわっているにしろ、殺人を犯おかせるような度ど胸きようはなさそうだ。

　警けい備び員いんに男を引き渡し、いくつか書類へサインをし終わった時には、二時間近く経過していた。

「お腹なか減へったぁ」

　三時休きゆう憩けいには少し早いが、フィーネはなんだかんだで昼食を抜いている。

「…………三時になれば、パイとかタルトとか買えるらしいぞ」

「今食べたい」

「我が慢まんしろ」

　にべもなく言い捨てられる。

　それしかないとわかってはいるが、思わず頰ほおをふくらませてしまう。

「わたしとアレスのぶんもお弁当をもらっておいてくれればよかったのに」

「俺が帰ってきた時にいなかっただろうが。食堂のほうへ行ってると思ったんだよ。たぶんもうテオが処しよ分ぶんしてる」

　どうやらテオが弁当を用意してくれていたらしい。

「…………そういえば、テオは今どこにいるの？」

　寮りようや作業場周辺を案内してくれた若者は、トリスタンの調ちよう査さに同行しているはずだ。

「ざっと現場だけ案内させて、後は自分の仕事に戻した。何かあったらまた協力してくれるとさ。長期戦になるかもな」

「どうせなら調査にむいた従徒がいる封石師を派は遣けんすればよかったのにね」

　それこそ、先ほどトリスタンがアレスに確認したように、人の心を読める妖魔や、過か去この景け色しきを見たり聞いたりできる妖魔も世の中にはいるのだ。

「そういうやつらは数が少ねえから、もっと実入りのいい依い頼らいを優先して回されてんだよ。俺は露つゆ払はらいだからな。解決するに越したことはねえが、お前の仕事が終わっても俺の調査で結けつ論ろんが出ていなかったら、今度こそ専門家がくるんだろうよ」

　そういえば、パイモンが調査隊をだすにはコストがかかりすぎると言っていた。

「まあ水属性の妖魔ならいるから、そこから調べろってことなんだろう。濁だく流りゆうに吞のまれた封石師に水属性の強い妖魔がかかわっていれば、それでわかる」

「わかったの？」

　すでに現場には行っているはずなのでそう尋たずねると、首を横に振られた。

「多少の気配はあったが、水属性の強い魔力は絡からんでねえ。霧の魔術を使う妖魔がいるようだから、関係しているとすりゃ風属性の強い妖魔だろう。人が多くて自然の気が乱みだれやすい場所に四よん大だい元げん素その属性が強い妖魔が新しく生まれるとは思えねえから……封石として持ちこまれたんだろうなぁ」

「となると、封石師が犯人か、誰かが封石を用いた呪じゆ詛そをしているか……になるの？」

「風属性の妖魔だけに関してなら、そういう考えもできるな」

「慎しん重ちよう」

「安易に混こん同どうするなと言っただろうが。調査ってのは予想ではなくて、事実を積み上げていくんだよ。そして可能性を広げたり潰つぶしたりしていくんだ」

　不ふ真ま面じ目めそうなくせして正論を吐くトリスタンに、そういえば彼はマイスタークラスの封石師だったと思いだす。少なくともＡクラス以上にならなければマイスター試験を受けられないのだから、それなり以上の実績と実力があるはずだ。

（腐くさってもマイスターなんだなぁ）

　素す直なおに感心しながら、フィーネはトリスタンの言葉の続きに耳を傾かたむけた。

「少なくとも採掘場周辺で呪術が行われるなら空気でわかるし、俺の従徒も反応するはずだから、それは可能性から消していい。教科書どおりに考えるなら、どこかの封石師、もしくは封石能力のある誰かが、魔石を集めているか……」

　封石能力のある人間は、基本的に封石師協会に属している。

　だが、ルールからはみだす存在というのはどの時代にもいて、はじかれた者同士で徒と党とうを組んだりする場合もある──そして、そういった者たちは、自分たちをはじいた組織にことあるごとに復ふく讐しゆうしようとする。

「はぐれ封石師の組織がかかわっているってこと？」

「…………あいつらがかかわっているにしては事件が小さすぎる」

「じゃあ、組織じゃなくて個人とか？」

「近いかもな。小悪党が小悪党を発見して、上うわ前まえをはねようとしたんなら、今日の一件はそれで解決だ。前の三件と関係があるのかどうかは、本人に訊けばわかる。運よく事件が解決すれば、報ほう奨しよう金きんも跳ね上がる」

　悪人のような顔でトリスタンは楽しそうに笑った。フィーネもつられて、わくわくと身を乗りだす。

「で、わたしは何をすればいいの？」

「魔石作りがお前の仕事だろうが」

　ぺしっと痛くない力で額ひたいをはたかれた。

「手伝ってほしいから調査の話を続けたんじゃないわけ？」

「考え方と心こころ得えを教えてんだよ。誰が魔石作りもろくにできねえぺーぺーに調査手伝わせるか。お前の身に何かあったら、俺の手取りが減るんだぞ!?」

「魔石作り疲つかれるしつまんない！」

「力の移行を覚えるにゃ、ちょうどいい訓くん練れんなんだから、おとなしくやってろ！　自分で魔石を作れるようになれば、他の封石師と交こう換かんもできるし、小こ銭ぜにも稼かせげるし、いざという時に魔力の消しよう費ひなしで魔術が使えるようになるぞ」

「まずは自分の力を操あやつれるようになってからということか……」

　すっと入りこんできた声に引かれてそちらを向くと、給きゆう湯とう室しつからアレスがやってくるところだった。両手に持った皿の上には、きつね色に焼けたパンケーキがある。半分溶とけかかったバターが美お味いしそうだ。

「嬉しい！　アレスのパンケーキ！」

「俺のだけねえのか。つーか、どこにそんな材料があったんだ？」

「お前は昼食を食べたんだろう？　器具と小こ麦むぎ粉こはあったから、寮へ行って足りない材料をもらってきた──蜂はち蜜みつと紅茶を持ってくるから、少し待ってるんだよ」

　前半の台詞せりふはトリスタンへの返答で、後半はフィーネへむけた言葉だ。ふわりと頭をなでられて、自然とフィーネの口くち許もとがゆるむ。

「うふふ。優しいでしょう。かっこいいでしょう」

　給湯室へむかうアレスの背中を見送って、トリスタンに自じ慢まんすると、冷めた眼まな差ざしをむけられた。

「ちなみに契けい約やくはすませたのか？」

「まだ」

「あいつは契約主ぬしでもない相手に世話をやいてるのか」

　呆あきれと驚きよう愕がくが半々に混じった声に、フィーネは投げやりに肩をすくめてみせた。

「昔からそうだもん。わりと育ったつもりだけど、まだわたしが子供に見えてるのかも」

「子供好きには見えねえけどな」

「子供好きだと思うわよ。わたし、アレスの膝ひざの上でご飯食べさせてもらったりしたもの」

　蜂蜜やら紅茶をトレイに乗せて戻ってきたアレスを見上げ、「ねえ？」と確認を取ると、彼は頷うなずいた。

「フィーネは落ち着きがなかったから、食べさせるのが大変だった。テーブルは汚よごすし、服は汚すし、顔は汚すし……」

　トリスタンのぶんも含め、てきぱきとお茶の準備をしながら思い出話を紡ぐアレスの言葉を、フィーネは無理矢理止めさせる。

「うん。もういい。もういいから！　子供の頃の話は時じ効こうでしょうっ!?」

「自分から話題をふったくせに」とは、アレスは言わなかった。ただ「可か愛わいかったよ」と、甘あまく優しく微ほほ笑えまれる。

　思わず頰を赤く染め、溶けかけのバターと混じるように蜂蜜をパンケーキにかけて……フィーネはにやけていた顔を真顔に戻した。

「今のわたしとどっちが可愛かった？」

「…………なに？　突然」

「突然じゃないでしょう？　アレスがロリコンかどうかの瀬せ戸と際ぎわでしょうっ!?」

　ぶばっ！
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　汚きたない音が紅茶に口をつけていたはずのトリスタンのほうから聞こえたが、フィーネは気にせず隣となりに座すわったアレスににじり寄った。

「わたしも頭に血が上ってうまく会話にならなかったけど、否ひ定ていしていたわよね？　ロリコンじゃないのよね？　じゃあ、あの時のわたしと今のわたしとどっちが可愛い？」

　げほっ、こほっ……。

「今も可愛いよ。というか……綺き麗れいに、なったな……本当に」

　フィーネが幼おさない頃と同じようにオレンジ色の髪をなでたアレスは、あの頃とは違う仕し草ぐさで、そっとフィーネの頰を指の背でなぞった。まるでそれ以上触ふれることを恐れるように、綺麗な指先が離れる。

「どう触れればいいのか、迷まよう。困こまる」

「…………てことはやっぱり」

「後にしろバカップルがっ！」

　トリスタンが一いつ喝かつし、アレスが消えた。フィーネの封石が黒に戻り、その石をトリスタンがつかんだ。

「契約交こう渉しようするならまだしも、いちゃつくなら後でやれ！　しばらく出てくんな！」

　封石にむかって叫さけぶトリスタンの肩を押して、フィーネは額に青あお筋すじを浮かべた。

「空気を読んでよ馬ば鹿か師匠！　今までになくいい雰ふん囲い気きだったのに！　いい雰囲気だったのにぃっ！」

「知るか！　同じことを何度も言わせんな！　仕事中にいちゃつくんじゃねえよ！」

「今休憩中だもん！」

「なら人ひと目めを気にしろ！　恥はじらえ！　俺も同じ部屋にいるんだよ！　何が哀かなしくて女おんな断だちしている時に弟子のイチャイチャ目の当たりにしなきゃならねえんだ！」

　八つ当たり以外の何物でもないと思ったけれど、師匠の存在を綺麗に忘れていたのも事実なので、それ以上を口にするのはやめておく。

　その代わり、フィーネはトリスタンに強きよう制せい退たい去きよさせられてから、まだ戻らないアレスの封石に目をむけた。振る。

「アレス！　アーレースっ！　せめてロリコン疑ぎ惑わくを晴はらしてよ！　ロリコンじゃないんでしょう？　信じていいんでしょう？　アレスシアス出てこーい！」

　名前を連れん呼こして振り続けてもまだ現れない。

　多少のわだかまりは解消したような気もするが、冷静に考えたらアレスが目の前にいることが嬉しくて、どうして復活した時にフィーネのことを避さけていたのか訊くのを忘れていたとか、いやその答えはさっきの『どう触れればいいのか、迷う。困る』でいいんじゃないかとか、あの後が一番いいところだったんじゃないか師匠の馬鹿とか、一とおり心の中で荒あれて、疲れて、フィーネは封石を振るのをやめた。

「……ちょっと封じておいたから、お前の半魔、しばらく出てこねえぞ」

「もっと早く言いなさいよ！　なんでそんなことするのよ！　わたしのアレスに何すんのよーっ！」

「だから」

　ぐさっ、と、アレスが残していった焼きたてのパンケーキにナイフを突き刺さし、ざくざくと一口大に切ったトリスタンは、大人おとなげなく言い切った。

「俺の前でいちゃついたお前らがすべて悪い」

「心が狭せますぎるわっ！」

　フィーネの非ひ難なんもどこ吹ふく風で、余よ裕ゆうの表情で蜂蜜と溶けたバターの染しみたパンケーキを口の中に入れたトリスタンは、満足そうに咀そ嚼しやくしている。

「美う味まい」

「アレスのパンケーキ」

「俺のぶんを用意しておかなかったのが悪い」

「横おう暴ぼう──っ！」

　責せめる声は、大きく開けた口に突っこまれたパンケーキに吸いこまれる。まだ湯ゆ気げを立てている焼きたてのパンケーキには、溶けたバターと蜂蜜がほどよく染しみこんでいて、歯を立てればその味がじゅわりと口こう腔こうに広がった。

（……ふかふか）

　懐なつかしい味を無む言ごんで味わい、少しだけ落ち着いたフィーネは、自分のために用意されたパンケーキの前におとなしく座った。

「…………」

　何か言われたわけではないが、言われる前にトリスタンを睨みつける。

「せっかくアレスが作ってくれたんだから、温かいうちに食べないともったいないでしょう！　霧の魔術打ち消すのに、アレスが魔術使ったから、アレスのぶんもわたしが食べて魔力を回復させないといけないもの！」

　契約をしていなくとも、アレスが自分自身で魔力を回復させていないのなら、その負ふ担たんは封石に一番触れているフィーネにかかる。

　ただでさえお腹が減っていたのに、食べても腹が鳴りそうなほど空くう腹ふくになったのは、アレスが封石に戻ったせいだろう。アレスの意思とは関係なく、封石の仕組みとして、彼が減らしたぶんの魔力をフィーネから吸収したのだ。

　減った魔力の回復方法は食事か睡すい眠みんだと相そう場ばが決まっている。

　ほとんど自や棄けになってパンケーキをがつがつと食べて、なんとか人ひと心ごこ地ちがつく。

（……思っていたより魔力の消費があるのかなぁ。それともこんなものなのかしら？）

　魔石を作る時も封石の魔力を魔水晶に移す時に、フィーネの魔力が消費されているはずだが、午前中に感じていた疲ひ労ろうとは種類が違う気がする。

（契約したら、こういうのが日にち常じよう茶さ飯はん事じになるのかしら？　日常から魔術は使わないわよね？）

　紅茶を味わいながら、本来こういう疑問に答えるべき人物へ目をむけると、睨まれた。

「なんだよ？」

「質問しようと思ったけど、いい」

「魔石の作り方か？　初心者は誰でもこんなペースだぞ？　力の移動を意識できれば、感覚で力の形を変えられるようになる。そしたら後は早いな。封石から妖魔の力も引きだせるようになるぞ。妖魔の波は長ちようを感じ取ることに関しては、直感的なものだから自力でなんとかしろよ。『そういうものがある』と意識しておけば、そのうちわかるようになる」

　尋ねたいこととは違ったけれど、いきなり指し導どうらしきことを口にされて、しばしフィーネの時が止まった。

「…………はっ。そういえば師匠って、封石師としての実技を教えてくれる人だった！」

「どうして今思いだしたような顔で言うんだろうな？　いや、言わんでいいけどよ。敬語も使わねえようなやつだし、年長者を敬うやまう精神もないんだろ」

　ちっ。と、舌した打うちして紅茶をすする姿はガラが悪いが、そんな台詞の後だと、すねた子供のように見えるから不思議だ。

「意外。ため口でも何も言わないから、そういうの気にしないのかと思ってた。本人が不ふ道どう徳とくだし──……不ふ愉ゆ快かいに感じられていたのなら、改あらためますが？」

「いい。言ってみただけだ。敬語は言葉にカバーがかかっている感じがして嫌きらいなんだよ。日常から敬語を使うやつにろくなやついねえし」

　それは偏へん見けんじゃないかと思ったけれど、ぱっと思い浮かぶ人影がいないでもないので、口を閉ざした。

（ふむ。『力の移動を意識』ね）

　ほんの数時間前に、アレスを自分の意思で封石に戻したのを思いだす。

　大きな力の塊かたまりが封石に戻っていく感覚は、なんとなく覚えている。あれはフィーネが道を示しめしたからできたことだ。

「…………」

　飲みかけの紅茶をそこに置いて、フィーネは試しに作業途中の魔水晶やカッティングされた封石が置かれている作業台へ移動した。

（移動……たぶん、あの時のあの感触）

　しっかりとした意思のあるアレスを魂たましいごと移動させたことに比くらべれば、自分の意思のない妖魔から、力だけを魔水晶に移すのは簡かん単たんだった。

　さすがにトリスタンが魔石を作った時のように一呼吸とはいかないが、みるみるうちに透明な魔水晶に青色の水属性の力が移っていく。

「うっわ。可愛げねえなぁ。ちょっとコツを言っただけでこれかよ？」

　見本の魔石よりもまだ色が薄いから。もう少し力を移動させねばならないのだが、途中でやめる。

「………………」

「あー。わかった。よくやった。偉えらい。褒めたんだから無言で睨むな！」

　なでる代わりにフィーネの頭を軽くはたいたトリスタンに、自慢げに笑ってみせてから、フィーネは再び魔水晶に集中し、無事に一つ作りあげた。

「できた！」

　やはり数分かかってしまったが、一時間近くかかった午前中とは雲うん泥でいの差だ。疲労の度合いも午前中とは違う。

「おー。よしよしこの調子で早く一人前になってくれよ。しかしこのペースでやると今日明日中に調査が打ち切られそうだから、もう少しゆっくりやれや」

「えー」

「普通は見習いがコツをつかむまで一週間から十日かかるもんなんだよ。早くても三日はかかる。せっかく調査の糸いと口ぐちつかんだんだから、もう少し働かせろ」

「じゃ、暇ひまだから手伝う」

「阿呆。妖魔を探しに行くんだぞ。見習いはおとなしくここにいろ。人目もあるし、警備員もうろついてるし、魔術や呪術を寄せつけない結けつ界かいを張ってあるんだから、ここの作業場と寮は安全だ」

「じゃ、アレスを返して」

「あいつと契約をしないで、呪術を使わせないまま、あいつ自身が飯を食うならな」

　奇き妙みような条件に、首を傾げる。

「言っておくが、封印中はこっちの声はあいつに届かねえし、見ることもできねえ」

「うん？」

　奇妙な前置きに、首を傾げるが、トリスタンはフィーネにかまわず淡たん々たんと続けた。

「空間に穴を開けられる闇属性の妖魔は、確実に上級妖魔だ。しかも異界につながる穴だぞ。契約すればその力がお前に貸たい与よされる。お前の魔力はあいつの魔術の負ふ荷かに耐たえきれるか？」

　アレスが開けた穴は、握にぎり拳こぶしほどの大きさだった。魔術を使った時間も短い。

　自力で魔力の回復をしなかったアレスが封石に戻った時、封石は足りない魔力を一番近くにいたフィーネで補充した。今の段階では契約の有無は関係ない。仮にトリスタンが持っていれば、その封石はアレスの石とは関係なくトリスタンから魔力を奪うだろう。

　しかしフィーネがアレスと契約を結べば、仮にトリスタンがアレスの封石を持っていてもフィーネの魔力が奪われる。

　トリスタンは厳きびしい表情のまま続けた。

「あいつは戦闘特化型だと言っていた。実際の戦闘になれば、今日使った以上の魔力を食うってことだ。お前の魔力はあいつの本気の魔力を支えきれるか？」

　トリスタンの言いたいことがじわじわとわかってくる。

「妖魔と封石師の契約には、バランスが大事なんだ。それをわかりやすくするためにもクラスがある。下へ手たに欲張って自分の手に負えない妖魔と契約したら、その魔力を支えきれずに、封石師が死んじまう場合もあるんだ」

　それは職業別の基き礎そ教育でも聞いたことがあった。突然糸が切れたように気を失ったかと思ったら他界していたり、いきなり苦しみだしたと思ったらガリガリに[image: 膄]やせて他界したり、分ぶん不ふ相そう応おうな契約をした封石師の最さい期ごは、経過が違っていても結末が同じだ。

「今なら封石を協会本部に戻せる。もう一度あそこで封印してもいいし、二度とかかわりあいにならねえように、精霊石の糧かてにしてもいい。もっと階級の低い妖魔なら、カッティングして後こう進しんの育いく英えいに回せるんだが……そいつの場合はカッティングも難むずかしそうだな」

「もしかして、それが言いたくてバカップルがどうこう言って、アレスを封印したの？」

　確かにアレスには聞かれたくない話だ。しかも彼は半魔だから、封印されていなければ、封石から自在に出入りができる。

　軽いようにみせかけて思いの外ほか深かった師匠の行動に、うっかり感心しかけるが──

「いや、純じゆん粋すいにむかついただけだ」

　即そく、否定されて、芽め生ばえかけた尊そん敬けいの念が霧む散さんする。

「契約がまだだと確認を取ってから、隙をみて封印しようとは思っていたけどな。話の流れ的に、今言っておいたほうが都つ合ごうがよさそうだと判はん断だんしただけだ。契約はやめておけ。お前にはまだ抱えきれねえだろ」

　不真面目なのか真面目なのか判断しづらいが、若くしてマイスターの資格を取っただけあって、トリスタンは仕事に関してだけならばしっかりした考えを持っているらしい。

「わたしたぶん魔力は高いほうなのだけど……」

「そりゃ物心つく前に封石できたんだから、生まれながらの能力値は高いんだろうよ。だが、成長と共にそれは変わっていくものだし、二は十た歳ちすぎりゃあ誰でも凡ぼん人じんになるもんだ。過か信しんはするな。自分を信じていいのは、それを裏付けるだけの経験と、それに伴ともなう結果を重ねてからだ」

「………………」

　まだ封石師としては尻に殻からのついた雛ひなのフィーネに、反論できるだけの材料はない。

「日が暮くれるまでには戻るから、おとなしくここで魔石作りをしながら考えろ。考えがまとまったら、封印を解とくなり、協会にそいつを預あずけるなり手配してやる」

「…………はい」

　それ以外、返事のしようのないフィーネに頷いたトリスタンは思いだしたようにズボンの裾すそをまくり上げて、ブーツの内側に隠していた細身のナイフを取りだした。

「持ってろ」

「え？　やだ汚い」

「汚くねえよ！　嗅かぐな！」

　靴くつの匂においとか、汗あせの匂いとか、変な病気がうつったら嫌いやだと言ったら、全力で否定しながら、ブーツの隠しポケットを見せられて、肌はだと接触していないことを証明された。

　柄つかは滑なめらかな鮫さめ革がわだった。白銀の刃やいばを包む[image: 鞘]さやも柄と同じ鮫革のようだ。控ひかえめな光こう沢たくと柔やわらかな手触りは、きちんとした職人の手が入った品であることを証明している。

　柄には宝石のような丸い石が一粒入っていた。色は白。

「風の魔石？」

「風属性の妖魔は捉とらえにくいから数が少ないし、魔石の数も少ない。極きよく力りよく使うんじゃねえぞ？」

「あの……そもそも使い方がわからないんだけど」

「見てわかれ。封石能力がなくても扱えるやつだぞ。[image: 鞘]から抜いたら風の魔術が発動する。空から振ぶりしても鎌かま鼬いたちが飛ぶし、妖魔に刺したら致ち命めい傷しようを与えられる。小粒だから発動時間は短い。魔石の色が透明になったらただの刃物になる」

「武器の魔具ってこんなのもあるのね」

「念のための護身用だが、なくすなよ。金に困ったら質しち草ぐさにする予定なんだ」

　それだけ言い置いて、トリスタンは作業場を出て行った。

「アレスがいれば、『念のため』はいらないんだけどな」

　一人作業場に取り残されたフィーネは、机に置いたナイフの代わりに黒い封石を握って、小さくため息をついた。封じられているアレスにこの声は届かないとわかってはいるけれど、それでも相そう談だんしたい。

　作業場を出る前のトリスタンの言葉がぐるぐると頭の中を回る。

　アレスがフィーネの契約に積極的ではなかったのは、もう少し単たん純じゆんなことかと思っていたが、トリスタンの懸け念ねんをみるに、事情はもっと複ふく雑ざつらしい。

「封石を持ったままで契約をしないまま側にいて、封石師として経験を積んで契約しても安全だと判断してから契約とか？　……ああ、『契約しなくとも側にいる』って、そういうことなのかしら？」

　点と線がつながった気がした。

（…………過か保ほ護ご）

　それとも当然の心配なのだろうか？

　大切にされていると思えば、胸の奥がほっこりと温まる。自然と顔がにやけた。幸せだ。

（ああ、やっぱり手放すのは論ろん外がいだわ）

　ずっとずっと会いたくて、再会すれば幸せになれるはずだからと思いこんで頑がん張ばって、ようやく再会しても避けられたり、契約に二の足を踏まれていたりするけれど、それでも側にいたいし側にいてほしい。

「となると、『契約しなくとも側にいる』を選ぶの？」

　舌の上に乗せてみた選択肢は、空気に触れた瞬間に頼りないものに聞こえてしまう。

　フィーネはずっとアレスに会いたかった。半魔で妖魔のアレスに会うのがこの十年間のフィーネの目標だった。頑張るための指し針しんだった。

（会えたから……わたしは満足？）

　自じ問もんに答えられるのは、自分しかいない。










[image: ]




　夕方には戻ってくるという話だったが、日が沈しずんでもまだトリスタンは戻ってこなかった。

　扉とびらがノックされて、一いつ瞬しゆんほっとしたものの、そのむこうにいたのはテオだった。

　フィーネと目が合うなり、ぱっと頰ほおを赤く染そめて、ぼそぼそと呟つぶやく。

「灯あかりがついていたから……まだ作業中？」

「師し匠しようが戻ってこないから待ってるの。テオはどこかで見かけた？」

「午後は見かけてないよ。鍵かぎを閉めて寮りように戻ったほうがいいんじゃないかな？　もちろん夜や勤きんの警けい備び員いんさんはうろついてるけど……夜中、ひと気のない場所に女の子が一人というのは不ぶ用よう心じんじゃないか？」

「うーん。日が暮くれるまでには戻るって言っていたから、待つつもりだったんだけど」

「もう日が暮れたよ。町住み連中の機き関かん車しやも発車したし……鍵は？」

「ある」

「じゃあ、戸と締じまりしたほうがいいよ……寮まで送る」

　相あい変かわらず顔は赤いし目を合わせてくれないけれど、それでもフィーネを心しん配ぱいしているのは伝わった。だからフィーネは戸と惑まどいながらも火の始し末まつをして、部屋の灯りの一つにしていたカンテラを手に持った。

「おいで」

　導みちびかれるまま外に出てみれば、自分が想像していたよりも夜が更ふけていて、ひと気がほとんどなかった。寮までの道すがら、こちらにからかいの声をあげる警備員以外、すれ違ちがう人間もいない。

　寮の周辺から車庫にかけて、魔ま石せきや魔ま水すい晶しようが保ほ管かんされているところはより重点的に外がい灯とうが置かれていた。そのぶん灯りの範囲外は闇やみが深い。

　寮に着いた時は、無意識に止めていた息をほっと吐はいてしまった。

「ご飯食べた？　ええと、食堂まで案内したほうがいいかな？」

　こちらの緊きん張ちようをほぐすような、親切な質問だと思う。大だい丈じよう夫ぶだと答えると、彼はほっとしたように笑った。

「気をつけて。できる限り早く帰ったほうがいいかも」

「大丈夫よ。ありがとう」

　玄げん関かんのロビーでテオとわかれ、一階の食堂へむかい──ふと、足を止める。

（なんか、言い方が変だった気が……）

　寮の部屋に戻ることを『帰ったほうがいい』と表現したのだろうか？　ここは男おとこ所じよ帯たいで、自分の部屋が安全だから？

　なんとなく振り返る。

（扉の閉まる音はしなかったから、近くの部屋に入ったわけじゃないよね。なら、足音もなくわたしの横をすれ違って階段を駆かけのぼったか……）

　ちらりと階段を見上げて、その瞳ひとみを玄関に戻す。

　──廊ろう下かにも階段にもいないようだ。テオは再び玄関から外に出たとしか思えない。

　そもそも機関車が町へ戻るような時間が過ぎたということは、その日の採さい掘くつは完全に終わったということのはずだ。なのに、どうしてテオはフィーネのいる作業場の灯りに気づいたのだろう？

（窓から作業場の灯りが見えたか、自分も外にいたかよね）

　灰色の瞳が興きよう味みの先をみつけて、青みを増ました。

　幸さいわい、さほど腹は減へっていない。昼のホットケーキを食した時間が遅おそかったため、三時休みに購入したパイは仕事の合あい間まに時間をかけて食べることとなったせいだ。

　外に出た瞬間、外灯の下にテオの背中を見つけたフィーネは、無む言ごんで拳こぶしを握にぎった。

（よし。美お味いしそうな見た目に負けて、おやつを買って正解だったわ！　ピーチパイ美味しかったし！）

　こってりとしたカスタードクリームと、さくさくとしたパイ生き地じの食感と、ほんのりとワインビネガーの風ふう味みが残る甘あまく煮にた桃ももの味わいは絶ぜつ品ぴんだった。

（そのうちアレスにも作ってもらおう）

　誰だれ一人味方がいないのに、夜中に一人で体格のいい男の背中を追いかける状況を、全力で深く考えないようにしながら、警備員の巡じゆん回かい路ろを知っているように、誰ともすれ違わないテオの後を追う。

　幸い、体重の軽いフィーネは、テオほどはっきりとした足音を立てないし、耳を澄すませば警備員の足音も聞こえる。今のところは相手に気づかれていないはずだ。

　夜風に吹ふかれて枯かれ草が動いた音とか、そう遠くでもない場所で狩かりをする夜行性の動物の鳴なき声とかも、気にならないことにすれば気にならない。怖こわくなんかない。最初の勢いきおいが薄うすれて、だんだん意識が現実に戻ったりとかもしていない……たぶん。

　テオの背中が車庫の裏手に消えた。

　警けい戒かいしながら車庫の壁かべに背をつけて、外灯を避さけるようにしながら、テオが去さったほうへと顔をだす。

　テオは仮か設せつ軌き道どう沿ぞいに歩を進めていた。車庫に入るのかと思ったら、そのまま直進している。

（ということは採掘場か、そこも通り越して川沿いに行くのか、よね？）

　トリスタンから預あずかったナイフは、作業場を離れる前に紐ひもで太ももにくくりつけている。チュニックの上からそれの位置を確認して、フィーネはそっと足を踏ふみだした。

　ブーツの立てる足音が怖くて、仮設軌道の枕まくら木ぎに足を乗せる。たぶん砂じや利りを敷しき詰つめた路ろ盤ばんよりかは足音がしないはずだ。

（テオが振り返りませんように。正面から灯りを持った人間がきませんように。後ろから人がきませんように）

　どきどきしながらテオを追いかける。道が暗くらい。

　採掘場にも不ふ法ほうに採掘する人間を警戒するために警備員が配はい置ちされているはずだが、人が通るための道はともかく、さすがにトロッコ用の仮設軌道に外灯はないようだ。あったとしても、夜間の採掘がないのなら火は入れないのだろう。

　カンテラは寮の玄関に置いてきてしまったので、足あし許もとを照てらすのは月と星の明かりだけだ。枕木から足を踏み外はずさないよう、足音を立てないように意識していれば、自然、テオの背中が遠くなる。そもそも足の長さが違うのだ。

（怖くない。魔具のナイフもあるし、封ふう印いんされているけどアレスもいるもの。首をつっこまずにおとなしくしてればよかったとか考えない！　考えないけど……戻っていいかな）

　ちらりと過よぎった考えに引かれて、背はい後ごを振り返る。

　誰もいない仮設軌道が延えん々えんと続いていて、月明かりに鈍にぶく浮うき上がって見えた。ゆるく曲まがっているため、その先にあるはずの街灯は木々に遮さえぎられている。

　前をむけばテオの背中と、彼の持つカンテラの明かりがわずかに見える。そのむこうにも小さな明かりがあった。採掘場の前の広場を照らす外灯だ。

　暗い道を戻るか、危き険けんが待っているかもしれない明るい場所に行くか迷まよう。ここはやはりあるかどうかわからない危険より、好こう奇き心しんと明るい場所だろう。

　テオとずいぶん離れてしまったので、正直走りたかったが、足音が鳴らないように慎しん重ちように進んだ。

　広場に出る前、一度立ち止まって耳を澄ます。

（あれ？　警備員が巡回しているはずはずなのに、足音がしない……）

　外灯の下にむかいたいのを我が慢まんして、暗がりにむかい……きょろきょろと周囲を見回す。

　やはり人影がない。

　広場には仮設軌道の切り替えと、小屋と呼ぶには造りのしっかりした建物が建っていた。二階建てだ。場所的に、たぶん救護室か休きゆう憩けい所じよだろう。もしかしたらその二つを兼かねているのかもしれない。

（んん？）

　閉しめ切られているはずの窓の中が、わずかに光った気がして、窓の下にむかう。さすがに窓に手が届かないので中を見ることはできないが、わずかな物音が耳に入る。

　人がいるようだ。

（……テオかしら？）

　確かめるのは恐いが、ここまできて収しゆう穫かくなしも悔くやしい。自分の行動に行き詰まってから寮に戻ろうと決意して、取っ手を回し──




　カチャ。




　開いた。

（戸締まりしておきなさいよぉぉぉぉっ！）

　自分に言い訳わけができなくなってしまったので、扉のむこうの気け配はいを探りながら、そっと扉を開けた。

　誰もいないが、階段をのぼる音はする。

（ここまできてなんだけど、ただの[image: 逢]あい引びきとかだったらどうしよう……）

　女性の数は少ないが、料理人やら掃そう除じ人にんやらで、何人かは見かけた。

（……………まあ、それはそれで後こう学がくのため、とか）

　心もち進む速度をあげて、警戒しながらじりじりと階段をのぼる。

「…………だな」

（男の声……テオじゃない）

　二階は少し埃ほこりっぽかった。階段を囲かこむように長い廊ろう下かが真ん中にあって、むかい合わせに部屋が並んでいる。近くの扉には『仮か眠みん室しつ』と書かれたプレートが打ちこまれていた。

　忙いそがしくなる時期は夜間も働くことがあるというから、その時に使う部屋なのだろう。ただし、しばらく二階は使われていないらしい。

　隅すみにうっすらと埃がかかっているから、まめに掃除はされていないようだ。

　扉はどこも閉まっていたが、一番奥の扉から物音が洩もれているように思う。

「馬ば鹿か。びびるんじゃねえよ。声を封ふうじて拘こう束そくしてりゃ、封ふう石せき師しだって抵抗できねえんだからさ。なあ、妖よう魔まの名前言えねえと、あいつら外にだせねえもんなぁ」

（…………）

　聞こえてしまった男の声に、廊下でしばし硬こう直ちよくする。

　目もく的てきの扉にはまだ数歩ぶんの距きよ離りがあるが、そこまでしっかりとした造りの建物ではないし、それなりの年月ここに建っているようなので、少し大きな声をだせば、ここまで聞こえるのだ。

（師匠が猿さるぐつわ嚙かまされて、拘束されている絵しか浮かばないのだけど……）

「いいざまだな色男。自分のものじゃない力を、神のように操あやつっていい気になった報むくいだ」

（ええと…………自分じゃ何もできないんだから、助けを呼びに戻るべき、よね？）

　護身用の武器はあるものの、さすがにそれだけであの扉を開ける勇気はなかった。ある程てい度ど以上の体術は身につけているが、トリスタンを助ける自信はない。

「この国は不自然なんだ。人の世は人の世で作るべきで、異い形ぎようの力なんて使うべきじゃねえ。挙あげ句く一部の人間だけ、自分じゃないものの力で大金を稼かせぐ……生まれつきその能力があるかないかだけで、楽な人生を進めるなんていいよなぁ」

（…………封石師の殉じゆん職しよく率りつの高さを知らない馬鹿がまだいるのね）

　妖魔と共に歩むことの危険を理解していない男の台詞せりふに、むかむかする。

　報ほう酬しゆうがいいのは、それだけ危険だからだ。魔具やら魔石やらを購入すれば支出も多くなるし、ティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくは封石師たちの楽園に見えて、その実、協会に支払うものも多い。だが、偏へん見けんに満みちた他国よりは居い心ごこ地ちがいいから、皆みな、ここに住みたがる。

　楽な人生なんて、そうそう簡単には転がっていないのだ。

（師匠も黙だまってないで反論……ああ、口をなんかでふさがれているか、たぶん）

　思わず舌した打うちしかけると、鈍にぶい音と、重たい音、それと短いうめき声が聞こえた。

「反抗的な目つきしてんじゃねえよ！」

「やめろ！　殺す気か！」

（見えないけど、何が起こっているのかわかる気がする。師匠、おとなしくしていてよ）

　逃げて助けを呼んだほうがいいとわかっているのだけれど、これではトリスタンの無ぶ事じを確認しなければ安心できない。ついでに部屋の中の人数も確認したい。このままではトリスタンを見捨てて逃げるようで、後ろ髪を引かれてしまう。

　そっと近づいて、声の洩れている扉に耳を寄せた。

「どうせ殺すんだ。多少傷きずつけてもいいだろう」

「逸はやるな！　まったく。目的前に騒さわぎを起こしやがって」

「大丈夫だって。今なら妖魔のせいになる。身体からだも全部なくなるさ」

「ここに血けつ痕こんが残るかもしれないだろう。俺たちがいたことがばれたら、同志たちに面めん目ぼくが立たないぞ」

（同志……え？　ここ以外にも仲間がいるの？　組織犯？　何がどうなってそうなるの？）

　気楽に考えていたわけではないが、これは完全に自分の手に負おえることではなさそうだ。

（最低でも二人かな。テオがどこに行っているのかちょっと気になるけど、先に助けを呼びにいこう）

　急いで、けれど音を立てないように慎重に階段まで戻り……下りようとしたところで、水差しとカンテラを持って階段をのぼってくるテオと鉢はち合あわせした。

「うわあああああああっ！」

「きゃあああああああっ！」

　互たがいに叫さけび声をあげて、反射的に廊下に戻り──

「誰だ!?」

　部屋にいた男たちと、挟はさみ撃うちにされる。

「アレス！　アレスシアス！」

　反射的に名を呼ぶが、むろん封印は解とけていない。パイモンが施ほどこしていた封印とは、また種類が違うらしい。

　フィーネが封石師だとわかって引きつった顔をした男たちも、焦あせっているフィーネに気づいて嫌いやな笑えみを浮かべた。

　封印はわからないはずだが、フィーネが未み熟じゆくだから妖魔が反応しないと思ったらしい。

「見習いは見習いらしく、師匠の帰りを待っていればいいものを」

「そう言ってやるなよ。健けな気げじゃないか」

　採掘場で自然と鍛きたえられた男たちは、逞たくましい体格をしている。男たちの一人が手に持ったカンテラの明かりが、大きな影をゆらゆらと揺ゆらして、その威い圧あつ感かんを倍増させた。

（師匠の馬鹿！　封印の解き方くらい教えておいてよ！）

　仕し方かたなしに、太ももにくくりつけていたナイフを取りだす。

「おお。やるかいお嬢じようちゃん」

　どう見てもフィーネをなめているが、今は都合がいい。

（先手必勝！）

　勢いよく[image: 鞘]さやを抜けば、真空の刃やいばが前方に奔はしった。




　ザンッ！




　天てん井じようから壁を伝い、床ゆかに入った大きな亀き裂れつに、男たちはもちろん、フィーネも目を丸くする。

（なにが護身用よ！　危険すぎて使えないわよ！　誰も死ななくてよかったぁっ！）

　あと一歩フィーネが前に出て[image: 鞘]を抜いていたら、おそらくカンテラを手にした男の足は、骨ごと切せつ断だんされていただろう。

「…………」

　無言でナイフを[image: 鞘]に戻して……フィーネは開きっぱなしの扉にむかって走った。

「あっ」

「待て！」

　一いつ拍ぱく遅おくれて我われに返った男たちの手をすり抜けて、トリスタンがいると思われる部屋に到着し──

「ふんっ！」

　そこで待ち構かまえていた男に、鳩尾みぞおちを殴なぐられる。

　気を失うことはなかったが、息が止まった。足は一歩も動かせず、膝ひざから崩くずれ落ちて、したたかに床にぶつかる。

　苦しい。息ができない。殴られたところが痺しびれるように熱い。

（ああそっか……テオがいて、部屋から二人出てきて、それで全員[image: 揃]ったと思ったのがいけなかったのね。もっとちゃんと人数を確認しておけばよかった）

　自分でも驚おどろくほど冷静な思考が浮かんだが、痛くて苦しいのは変わらない。けれど思考を止めて自分の状態を意識したら、その瞬間に自分自身を支えている何かが崩れそうで、必死で気をそらす。

「お前ら、こんな華きや奢しやな女の子なら、事前に言えよ。手て加か減げんしてやったのに」

「どうやって言う暇ひまあったよ。廊下見ろ。手加減しなくてよかったと思うぜ」

「ロープよこせ──ごめんなぁ。もうちょっと早くきてくれれば、今こん生じようの思い出にイイコトしてやったんだけど、警備員の交こう替たいの時間があるから、もう行かなきゃなんだわ」

　猫ねこなで声で言われても、手足を拘束されながらでは謝しや罪ざいになっていない。

　硬かたくねじったタオルで口をふさがれ、しつこいぐらいに腕ごと上半身をぐるぐる巻まきにされる。下半身は足首から臑すねにかけてロープで拘束された。

　悔しい、怖いというよりも、身体の反射で涙なみだがこぼれて頰を伝った。

　なんとか息は戻ってきていたが、そのぶん痛みが増した気がする。

（アレス）

　助けを求めるというよりは、おまじないに近い感覚で心の中で名を呟く。それだけで勇気がわいてきて、行動しようという気になれる。強くなれる。

　小さな頃から、アレスとわかれてから、フィーネはずっとそうやって困こん難なんを乗り越えてきた。今だって変わらない。

（アレスが出てこられないんだから、自分でなんとかするしかないもの）

　ここにいるはずのトリスタンを探して、あちらこちら殴られて、横たわっている人影を見つけた。フィーネ同様ロープでぐるぐる巻きにされ、猿ぐつわを嚙まされている。なぜだか封石は奪うばわれておらず、左右のピアスは無事なようだった。

　殴られて、血を流してなおその鋭するどさを失わない双そう眸ぼうが、フィーネを見て半はん眼がんになる。

（……『うっわ。馬鹿だなぁ。見習いがしゃしゃり出てくんじゃねえよ』って顔した！　絶対した！　自分だって顔腫はらしているくせに！　ドジ踏んだくせにぃっ！）

　──誰のせいでこんな屈くつ辱じよく的てきな状況に陥おちいったと思っているのだ。護身用の武器だと一撃必殺の武器を渡すんじゃない！　あんな危険なもの人間にむかって使えるかぁっ！

　と、可能な限り目で訴うつたえてみたのだが、通じたかどうかは微び妙みようだ。

　師弟が睨にらみ合っていると、ふいに視界がぶれた──持ち上げられたのだ。

（お腹痛いのに肩に担かつぐんじゃない！　デリカシーってもんがないの！　これ絶対青あお痣あざになるのに！）

　顔を上げてみたら、トリスタンまでフィーネと同じように肩に担がれているのがわかった。トリスタンも鍛えた身体をしているはずなのに、彼らに比べればか細く見えてしまう。

　歩く様子に不安はなく、階段を下りる時も危なげない。

　外に出た時に警備員が居合わせてくれないかと思ったが、交代時間がどうこういっていたから、たぶん今の時間帯を担当する警備員は彼らの味方なのだろう。四人のうち二人が堂々とカンテラに火を灯している。

「早く帰ればよかったのに……」

　ぽそりと呟かれた言葉にむかついて目をやれば、テオの横顔を見つける。前方をむくその瞳は、フィーネを映していない。

（後ろ暗いことがないなら、目を見て言いなさいよ。いい人だと思ってたのに！）

「思っていたより大人しいな」

「拘束されるまではどっちも暴あばれてたじゃねえか。観かん念ねんしたんじゃねえの？」

「どっちにしろ、人数はこっちが勝ってるんだ。動く前に殴ればいいさ」

　男たちの会話は警戒しているようで、その実、余よ裕ゆうが感じられた。封石師二人を拘束できたことで自信を持ったのかもしれない。

　フィーネが暴れていないのは、トリスタンがおとなしいからだ。ある程度以上の実力はマイスターの資格が証明しているし、その実力の欠片かけらはアレスの意思に反した封石からの出入りと、封印で知っている。

　顔の傷から察さつするに、多少の抵抗はしたようだが、拘束されたから諦あきらめたというのはトリスタンらしくない気がした。

（たぶん師匠は何か考えがあって大人しくしている……はず。というか、そう信じないと考えちゃいけないことが頭の中でいっぱいになりそうだから信じているけども！）

　ある意味現実逃とう避ひの延長で、トリスタンへの信頼と、男たちへの怒りで気を紛まぎらわせていたフィーネだが、耳に届いた水音に我に返った。

（川辺まできたの？）

　いつの間にか舗ほ装そうされた足場はなくなり、大きな石がごろごろと大地に転がっている。

　暗いからわかりにくいが、たぶん昼間、フィーネがきた場所に近い。

「足許気をつけろよ」

「おう。びびりすぎかと思ったが、四人集めて正解だったな」

「万が一、妖魔がこなかったら、死体を始末するのは俺らだぞ。一人増えちまったし、場合によっては徹てつ夜や仕事だ」

「大丈夫。穴あなを掘る道具は山とある。岩や草木をどかすのが面めん倒どうだから、計画どおりにいくのが一番いいんだけどな」

（周しゆう到とうに計画を立てているわけか。本当に殺すつもりなのね）

　尻しりから硬い地面に下ろされたと思ったら、昼間いた岩の上だ。岩に腰こし掛かけている状態のフィーネの横で、重そうに男の肩から捨てられたトリスタンが、自じ力りきでひっくり返って仰あお向むけになる。男たちに対して何か言っているようだが、猿ぐつわのせいで言葉がわからない。だが、たぶん乱らん暴ぼうに扱あつかわれたことに対する文もん句くだろう。

（…………余裕があるみたいだから、まだ大丈夫）

　せわしなくあちらこちらを見ようと瞳が勝手に動く。

　岩が冷たくて、湿しめった夜風にぞっとする。

　月明かりが不ぶ気き味みで、男たちを闇から浮き上がらせているカンテラの明かりが、まるで悪夢のように見えた。今まで視界に入らなかったシャベルを見つけてしまい、今さらながら震ふるえが走る。

　猿ぐつわやロープで圧あつ迫ぱくされた息苦しさと、緊張と恐怖で過か呼こ吸きゆうになりかけている自分に気づいて、思わずぎゅっと目を閉じた。

（怖くない。怯おびえる必要はない。いざとなったら……自分でなんとかできる）

　トリスタンのピアスもそうだが、フィーネのペンダントもなぜだか取り上げられなかった。仮にトリスタンが何もかも諦めて死を待っているのだとしても、フィーネが封印を解ければ、形けい勢せいは一気に逆ぎやく転てんできる。

（アレスシアス）

　視界を閉ざした状態のまま心の中で呼びかけてみたが、硬い音を立てて『声』が跳はね返されたように感じる。

　頭の中で、アレスの封石を思い浮かべ、想像上の自分の両手でそっと包む。冷たく凍こおった五ご角かく錘すいの封石をどこから溶とかせばいいのか探る。どう溶かせばいいのだろう？

（凍ったということは魔力の流れが停てい滞たいしているということよね。なら動かせばいいのかな？　封石の魔力を魔水晶に移したみたいに、アレスを封石に導いたみたいに）

　何かが見つかれば動かせるような気がしてきて、更に自分の意識を封石に集中させる。トリスタンの行動が読めていないので、今ここでアレスを解放するつもりはなかったが、いざという時の切り札にはしたかった。丁てい寧ねいに封石を探って、手て応ごたえらしきものが架か空くうの指先に触ふれたその瞬間──

　重なったロープの隙すき間まに、無理矢理何かを入れられた。

　自分の中の深いところから、一気に意識が浮上する。

　きつく目の前の男を睨みつければ、驚いたように男がまばたく。どうやら、フィーネは死ぬ覚かく悟ごを決めて無抵抗でいるように見えたらしい。

（触んないで！）

　身を捻ねじるが、肩をつかまれ、さらにロープと身体の間に何かを詰められる。手でバランスを取ることのできないフィーネの上半身が倒れ、岩に背をぶつけてしまった。とっさに頭は浮かせてかばったが、それでも痛い。

　岩に腰掛けている状態だった足を浮かせて抵抗を試みるも、足首も縛しばられているので無む駄だに空くうを切ることとなった。

「暴れるなって」

　猫なで声で囁ささやかれ、馬乗りになられる。ついでのように柔やわらかい箇所を触られて、鳥とり肌はだが立つ。

（触るなっ！　嫌！　触んないでっ！）

「下へ手たに暴れさせたら魔石が外れる。せっかく諦めて無気力になっていたんだから、暴れさせるなよ」

　全力で暴れているフィーネに気づいたのはテオだった。

　紳しん士し的てきな親切心からではなかったようだが、不ふ愉ゆ快かいな接触が止まって心しん底そこほっとする。鳥肌はまだ収まりそうにないし、今までとは別の恐怖が一気にこみ上げてきたけれど、そちらばかりも気にしていられない。

「ごめんな」

（ここで謝るのなら、あいつを殴らせなさいよテオ！）

　無理矢理自分を奮ふるい立たせて睨みつけるが、かすかに震えているのはばれてしまったかもしれない。

「これは返すよ」

　もう余裕なんてないと思ったロープの隙間に入りこんだのは、護身用のナイフだった。

（なんで武器を……）

　身動きしようとすれば、硬いものが身体にくいこんで痛い。

（魔力が……そういえば魔石が外れるってテオが注意してた。これ魔石？）

「もったいねえなぁ。これだけあればいくら──」

「魔石は妖魔の力の欠片だぞ！　本来、人間が操っていいものじゃない！」

「へーい」

（……なんか言っていることが、妖魔の擁よう護ご運動している連中っぽい？）

　妖魔を使し役えきする封石師協会のような組織があれば、それに敵対、反発する組織が生まれるのも世の常つねで、妖魔の擁護運動をしている団体は複数存在する。

　色々と組織によって主義主張が異なるのだが、妖魔を支配するべきではないと訴えるのが擁護運動をしている人間の基本的な主張である。

　妖魔の力は人間の手に余あまる。本来人間が自由にしていい力ではない。人間の社会は人間の力だけで運営するのが正解というのがだいたい共通している考え方だろうか。あとは組織によって妖魔の力は人を堕だ落らくさせるからその力を利用することに反対していたり、逆に神聖視しすぎて共きよう存ぞんしてはいけないと訴えていたりと様々である。

（ええと……それがなんで魔石をロープに挟むことになるの？）

　フィーネが悩なやんでいる間に作業は終わった。

　そしてフィーネとトリスタンの間に、二粒ほどの魔石が転がされる。

（赤と白……火の属性の魔石と風の属性の魔石）

　素人しろうと目にも、小粒でひびだらけのそれは、あまり質がよくない。たぶん一度力を解放させればそれで崩れてしまうような品だ。だが、これだけ数が[image: 揃]えば、しばらく遊んで暮らせる程度の金になる。

「よし。離れるぞ」

「ああ、もったいねえな……」

「言うな馬鹿」

「違う。女のほうだよ。なぁ、もしも出なかったら遊んでいいだろ？」

「出なかったらな」

　この場を離れていく男たちから、不愉快な会話が聞こえて全身に鳥肌が立つ。

（早く逃げなきゃ……というか、いつまでじっとしてるのよ師匠！　実はなんの策さくもないんじゃないでしょうね？　わたし一人で逃げていい？）

　トリスタンのいる方向に首を捻って、目で訴えてみる。だが、肝かん心じんの目がこちらをむいていない。

　心を落ち着かせてもう一度頭の中でアレスの封石を思い浮かべようとするが、不愉快な感触が蘇よみがえってうまくいかない。

　戻ってくるのだ。あの男は──何かが『出なかったら』……『何が』？

（頭が働かない）

　きつく拘束された状態で、ろくな抵抗もできないまま名前も知らない男に触れられたことは、思いの外ほかフィーネを動どう揺ようさせたらしい。怒りで自分を誤ご魔ま化かしても、頭の中で何度も男たちの最後の会話を思いだしてしまう。

　明かりは彼らが持ち去ってしまった。

　正真正銘、フィーネとトリスタンを照らすのは月と星だけだ。土と緑と水の匂においが、現実以上に身体を冷やす。

　夜行性の動物たちの鳴き声が怖い。風の音も、川のせせらぎも怖い。忘れかけていたが、昼間ここで、フィーネに声をかけた男は妖魔に襲おそわれた。

（………………本当に忘れてた！　ええと、もしかしてこれってそういうこと？）

　ようやく答えがわかりかけた時に、フィーネの耳が足音を捉とらえた。

　川からではない。男たちが去ったほうから……。

　身を捻ってそちらに目をやると、カンテラの明かりが一つ、せわしなく揺れながら近づいてくる。

　何かを探しているとか、迷っているような足取りではない。目的を持って、まっすぐにこちらに近づいてきていた。

（…………テオ？）

　なんとなく仲間の暴走を止めてくれた男の顔を思い浮かべたフィーネだが、違った。

「出るかどうかわかんないけど、やっぱ妖魔が出たら、もったいないよなぁって」

　気味の悪い笑みを浮かべる男に、女性特有の危機感がフィーネを襲う。

「こんな据すえ膳ぜん滅めつ多たにねえし、正直あいつらの主義主張はどうでもいいんだ。こんな金脈捨てるなんて馬鹿だよなぁ」

　笑いながら、男はフィーネとトリスタンの間に置かれた魔石を拾った。

　ポケットの中にそれを入れて、フィーネを振り返る。

「さて、場所移すか。どこに魔石入れたか、じっくり探さねえとなぁ」

（触るな変へん態たい！　アレス！　アレス！）

　もちろんアレスは今封印されていて、フィーネを助けられない。

（首をつっこむんじゃなかったぁっ！　師匠なんて放っておけばよかったっ！）

　反射的にトリスタンを見る…………悩んでいるらしい。

（助けなさいよ！　助けなさいよ！　助けろぉっ！）

　可か愛わいい弟子の危機に動かなくて何が師匠だと嚙みつきたいが、生あい憎にく口も身体も自由にならない。

（そもそもわたしに何かあったら手取りから色々と引かれる話を忘れたの？　ああなんか忘れてるっぽい。この状態を利用して妖魔をおびき寄せて倒して事件解決の目標にばかり目がいってるっぽい。もしかして狙ねらってた？　あの男たちが妖魔の存在に気づいていることを知って、逆に利用したの？　え？　これはもう、自力で乗り越えなさいとかそういうことなの？　ねえ？　『頑がん張ばれ。お前ならなんとかなるって信じてる』とかそうゆう目してる？　師匠ぉっ!?）

　腰を引き寄せられて、小さな気合いの声と共に肩に担がれた。

（いーやーっ！）

　じたばたと暴れると、男の手が一瞬滑すべる。

「あっぶね。おいおい。傷だらけになりたいのかよぉ」

　男の台詞せりふに、ここは大きな石や岩がごろごろと転がっている川辺だと思いだす。男の肩から落ちたら、かすり傷ではすまないかもしれない。だからといって、場所を移されてどうこうされるのも嫌だ。

　多少の怪け我がは覚悟して、再び暴れだした時、視界の端はしで何かが光った気がした──否いな、燃えている。

　焦こげ臭くさい匂いに顔を上げれば、炎ほのおを身にまとったトリスタンが、めんどくさそうに立ち上がったところだった。顔が腫れていたはずだが、乾かわいた血がわずかに残っている以外、暴力を受けた痕こん跡せきは消えている。
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　キィンッと高い音を立てて、炎に反射した色とりどりの魔石が岩の上をいくつも跳ねた。トリスタンのロープに挟まれていた魔石だ。

　鬼おに火びのように宙ちゆうに漂ただよう朱しゆ金きんの炎は、トリスタンの肌や服を焦がすことなく、器用にロープと猿ぐつわだけを灰にして夜風に散らせた。

「ウェパル」

　左耳の青い封石が、トリスタンの呼び声に答えるように光り、ふくらんで、一気に男と距離を詰めた。

「きゃあっ！」

　思わずフィーネのあげた悲鳴は、その光のせいではなく、突然ロープの上に現れた朱金の炎のせいだ。

「うわっ！」

　同じく驚いた男がフィーネを放りだし──自分より低い体温の腕に、フィーネは抱き留とめられた。

　アレスと似た体温だけど、彼よりも透明感のある肌で、たおやかで、柔らかい。

　まっすぐな銀色の髪がきらきらと輝いて見えた。真まっ青さおな瞳は吞のみこまれるのでないかと思うほど深く、美しい。もちろんと言うべきか、その顔立ちも瞳や髪に相応ふさわしく、まるで精せい巧こうな銀細工を鑑かん賞しようしているかのような気分を味わう。

　見とれた。

「大丈夫？」

　鈴を転がすような声に、我に返る。

　身体に傷はない。鬼火はフィーネのロープだけを綺き麗れいに燃やしてくれたらしく、ロープとフィーネの間に挟まっていた魔石や護身用のナイフは、足場の悪い川辺に散らばってしまったようだ。

「だい……じょうぶ」

　なんとか答えたフィーネの腹に、彼女はそっと手を当てた。服越しに伝わるひんやりとした力は、以前感じたことのあるものだ。

　息をするごとに、休憩所で殴られた痛みが消えていく。

　混乱する頭も徐じよ々じよに落ち着いてきて、フィーネは改あらためて目の前の女性を眺めた。

（綺麗な人だけど……変わった服）

　清せい楚そな美び貌ぼうに反して官かん能のう的てきな身体だというのが一目でわかる。ぴたりとした黒い衣服の上に、白い布をゆったりと巻いたような衣服は、どう見てもこのあたりの衣い装しようではない。見事な金細工のチョーカーとブレスレットとリングは、重厚な存在感を放っていたけれど、この儚はかなげな美女のためにあつらえたように似合っていた。

　少し長めの爪つめは、根元から水色に染まっている。むろん、人工的に塗ぬったのではないだろう。ほとんど人間と変わらない姿だが、状況から考えて、彼女は純じゆん粋すいな妖魔だ。しかもパイモンと同じ上級妖魔だろう。トリスタンが口にしたウェパルというのが彼女の名のようだ。

「おおい。無言で逃げようとすんなよ」

　のんびりとした声でトリスタンが声をかけた先には、いつの間にかフィーネから離れようとしている男がいた。

　半円を描えがくような朱金の炎が壁となり、男はそれ以上進めない。近づくトリスタンに怯えたような悲ひ鳴めいをあげた男は、足場の悪さも顧かえりみず、そこに土ど下げ座ざした。

「すいません。全部話します！　魔水晶の採掘場を爆破しようとしているのは『黄昏たそがれの刻とき』団です！　ここを皮切りに次々と魔水晶の採掘場を爆破して、妖魔の保護と人間社会との決別をアピールするつもりでした！」

　フィーネでも知っている妖魔擁護派の運動団体の名を聞かされて、トリスタンの双眸が鋭く光った。

　土下座のまま顔を上げようとした男の頭を容よう赦しやなく踏みつぶして、トリスタンは問いを重ねた。

「内ない密みつの話があるって俺を呼び寄せて、頭殴って気き絶ぜつさせた後、お前ら『景気づけだ』とか、『今なら妖魔に始末してもらえる』とか言ってたよな？」

「はい！　すいません！」

　彼らの言う『景気づけ』は、先ほど男が口を滑らせた、ここの採掘場を爆破させることを前ぜん提ていとした行こう為いだろう。妖魔の擁護派である『黄昏の刻』団にとって、封石師は忌いむべき敵だ。

　額ひたいを地面につけたままの男を冷たく見下ろして、トリスタンは問いを重ねた。

「どうして妖魔の存在を知っていた？」

「たまに魔水晶をちょろまかして、自分でこっそり研けん磨ましたものを、見習いの封石師に小金握らせて魔石を作らせるやつらがいるんです」

　そんな者たちが、ここ最近行方ゆくえ不ふ明めいになっているという。単調で過か酷こくな職場だから、逃げだす人間はよくいる。管理者にとってはいつもの脱だつ走そう者しやだという扱いなのだろうが、彼らの共通点を知っている者にとっては、密ひそかに[image: 噂]うわさになっていたらしい。

　──魔石を持った人間が採掘場の中か川辺を一人でうろつくと、妖魔にさらわれると。

　トリスタンが舌打ちした。もちろん魔水晶や魔石の横流しは違い法ほう行為なので、今日やってきたばかりのトリスタンに聞けるような情報ではなかったのだろう。

「あとは何を知っている？」

　男を踏む足に力を入れたらしい。ざりっと音を立てて、男の額が浅あさく地面に潜もぐった。

「仲間が、封石を……奪おうとしたらしいです」

「誰の？」

「病死したヘルゲ・ギョウクの……その、弟で子しが離れた隙をついて」

　ざりっと、男の額が再び痛そうな音を立てる。

　無言でトリスタンに続きを促うながされて、男は悲鳴のような声をあげた。

「そいつは仲間に『ヘルゲの封石を奪ってくる』と言って、逃げ帰ってきました！　ヘルゲの遺体の最後の目撃者はそいつです！」

「さすが俺。徒と弟ていが魔石を作り終える前に、臨りん時じ収入の道確保！　よぉーし、危険思想の過激派運動家たちの暴力行為も未み然ぜんに防ふせいで、賃ちん上あげ交こう渉しようするぞぉっ！」

　片方の足で男の頭を踏んだまま、両手で握り拳を作って、月にむかって高笑いをする師匠を眺め、ふと隣となりを見れば、ウェパルはくすくすと笑って「可愛い」と呟いていた。大人の女の嗜し好こうはわからない。それとも彼女は妖魔だから変わっているのだろうか？

「よし一いつ緒しよに仲間たちのところへ──の、前に」

　一度男の頭を解放しておいて、もう一度踏んでから、トリスタンは続けた。

「俺とフィーネの封石をお前らが奪わなかった理由を聞いておこうか。お前らにとっては封石されている妖魔を解放するのが正義だろ？」

「ええと、妖魔の名前を呼ばなければ力が使えないと聞いていたのと、たまに封石師の意思と関係なく封石を外したら、中の妖魔が攻撃してくるような罠わなを仕掛けてくるやつがいるって言われて……」

　前者は言うまでもなくデマだ。現にトリスタンは飛行船の乗合所でフィーネの怪我を癒いやした時にウェパルの名を言わなかったし、先ほど鬼火をだした時にも妖魔の名を言わなかった。だが、熟じゆく練れんの封石師ならそれくらいできると、彼らが知っていてもおかしくないような気はするのだが……。

（新人さんばっかり相手していたのかな？　まあ、ほとんどの封石師は力を使う時にその妖魔に呼びかけると思うけども）

　後者の『封石師の意思と関係なく封石を外したら、中の妖魔が攻撃してくるような罠』とやらにも心当たりがないのだが、技術を身につければできるようになるのだろうか？

　トリスタンに質問したかったが、どう見てもそんな空気ではないので、フィーネは沈ちん黙もくを守った。

「ウェパル戻れ。フィーネはそこらに散らばった魔石の回収。カンテラやるから回収が終わったらまっすぐ寮に戻れよ」

「え？　一人でここに残されるの？」

　ほとんど反射で訊きき返したら、奇妙な沈黙が落ちた。

　ウェパルはトリスタンに命令された直後、封石に戻っている。

「…………俺の従じゆう徒とをどっちか残していくか？」

　折れたような彼の口く調ちように、自分がとてつもない我わが儘ままを言ってしまった気分になる。

　これからトリスタンは複数の人間相手に大立ち回りをしなければならないのだ。うまく人を集められればいいが、あの場所では難しいだろうし、警備員も何名かはわからないがあいつらの仲間だ。逃とう走そう防止に魔術を使う必要も出てくるかもしれない。

「すいません。一人で大丈夫です」

「だけどよ」

「大丈夫です。ショックなんて受けていません。というか、いきなり現れたウェパルの美しさに色々と吹っ飛びました」

「どうしていきなり敬語……何を企たくらんでる？」

「タイミングを見計らってたの！　助けてくださってありがとうございました！」

　勢いに任まかせて頭を下げれば、驚いたようにまばたいたトリスタンが、短い沈黙を挟んでふわりと笑った。

「おう。無事でよかったな」

　なんの含みもない少し照れた笑顔は、いつもの鋭さや軽く軟なん派ぱな皮ひ肉にくっぽさを打ち消して、甘さばかりが強調される。

（ああ。なるほど『可愛い』かも……）

　ウェパルの呟きに納なつ得とくしながら、フィーネも照れ隠しに笑う。

「とりあえず、魔石を集めている妖魔の呼びだし方はわかったから、その件は明日に回そう。本当に護ご衛えいはつけなくていいんだな？」

　精神的なショックが残っていると思われたくなくて、フィーネは堂どう々どうと頷うなずいた。

「わかった。じゃあ、ちょっと行ってくる……ああ、殴っとくか？」

　ぐいっと、男の襟えり首くびをつかんで無理矢理立ち上がらせたトリスタンに、今度は無言で首を横に振って、それを断る。

　片方の手で男の襟首をつかんだまま、鬼火で夜道を照らして進むトリスタンの背中を見送って、フィーネは残されたカンテラで足許を照らした。

　月明かりに反射して、岩の上に転がっている魔石が綺麗だと思う。

（なんか、星を拾っているみたいだなぁ）

　属性に合わせて色の違う魔石を一つ一つ拾って、自分の手の平の上に集め、拾い損そこねたものがないか慎重に魔力の気配を探る。

　岩の下にもいくつか落ちていて、もちろんそれも拾った。

　小粒だし、質も悪いけれど、これだけの数が集まればそれなりの金額になるだろうに、『黄昏の刻』団とやらは何を考えているのだと思う。

（ああでも、売りたいとか言っている男もいたから、全員が全員主義主張に囚とらわれているわけじゃないのかなぁ）

　とりとめのないことを思いながら、離れた場所に転がっている魔石に手を伸ばし……白い、細い指に、それを拾われた。

　はじめはウェパルが戻ったのかと思った。けれど、すぐに違うとわかった。服も顔立ちも体つきも何もかもが違う。

　何よりウェパルの額には、五ご芒ぼう星せいの痣あざなどない。

　乳にゆう白はく色しよくの長い髪は、まるで夏の入にゆう道どう雲ぐものようにふわふわと背中に広がっていた。灰色の虹こう彩さいがフィーネを映して、少し垂たれ目気味の目が優しく和なごんだ。こんなに足場の悪い場所で、彼女は靴くつを履はいていなかった。必要ないのだろう。




　軽くつま先立っているように見える彼女の足は、宙に浮いていた。
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（妖よう魔まの気け配はいが薄うすい？　単に弱いだけ？　でも角つのも尻しつ尾ぽも鱗うろこもないし、ほとんど完かん璧ぺきな人間体なのに、弱いなんてあり得る？）

　突とつ然ぜん目の前に現れた女性を思わずじっくり観かん察さつしてしまったが、もしかしてこれは一いち難なん去ってまた一難というやつではないのだろうか？

　仮に低級の妖魔だったとしても今のフィーネに勝算はない。護身用のナイフは岩の下に転がっていて、まだ拾っていなかった。手元にあったとしても、うまく使える自信がない。

　相手を封ふう石せきすることができればいいのだが……。

（こういうのって、段階を追おってやるものよね？　ぶっつけ本番でどうやるの？）

　教科書どおりに対応するのなら、戦って弱ったところを強ごう引いんに封石か、対話して『妖魔と魔力を同調』させて『感覚を共有』した後、穏おだやかに封石となるのだが……教科書の知識では肝かん心じんの封石の仕し方かたがわからない。

　かつて一度アレスで経験したことはあるはずなのだが、物もの心ごころつく前の記憶などありはしない。本来は師し匠しようと一対一で、こちらの能力の様よう子すを見ながら教えてもらうものなのだが……。

（まだ魔石を作る段階なのに……とか言ってられないのよね。とりあえず対話？）

　どきどきしながら、にこりと笑ってみる。

「こんばんは。こんな夜に何をしているの？」

　返事をしないかと思ったが、彼女もふわりと笑い返してくれた。

　人なつっこい、優しそうな笑え顔がおだと思う。額ひたいの五ご芒ぼう星せいと身体からだが宙ちゆうに浮ういていなければ、普ふ通つうに夜道を心配したかもしれない。

「探しているの……」

（あ。会話できそう）

　妖魔が人に害がいをなす時に一番厄やつ介かいなパターンは、自分の執しゆう着ちやくしている土地や物に、人の念ねんや呪じゆ術じゆつなどで歪ゆがみをもたらされた場合である。下へ手たをすれば理性を失うしない、無む差さ別べつに災さい厄やくをもたらすこともあるのだが、どうやら彼女の意識はしっかりしている。

（理性が働いて、自分の意識もあるっぽいのに人を害する場合ってなんだろう？　ああ。駄だ目めだ。頭が働かない。どうやって彼女の本質を探ればいいの？　何から訊きこう？）

　彼女を視界から外はずさないようにしながら、ゆっくりと視線を落とす。彼女の指は、まだ拾った魔石をつまんでいて、フィーネにそれを渡そうとする気配はない。

「あの……魔石がほしいの？」

　こくりと彼女は頷うなずいた。

「…………この辺とか採さい掘くつ場で、ちょくちょく魔石を集めていたりする？」

　頷かれる。

　やはり先ほど[image: 噂]うわさとして聞いたばかりの、『魔石を持っている人間をさらう妖魔』とは彼女のことのようだ。

（となると、ヘルゲの弟で子しとか友人のマイスターの死とか、その他諸もろ々もろの行方ゆくえ不ふ明めい者にもかかわっているのかな？）

　フィーネの見ている前で、彼女はナイフを拾った。そしてナイフの柄つかに爪つめを立てて、魔石を外してしまう。

　呆ぼう然ぜんとしているフィーネの前で、彼女はたった今ナイフから外した魔石を吞のみこんだ。比ひ喩ゆではなく、まるで飴あめ玉だまでもなめるように、ぱくりと口の中に入れてしまったのだ。

　風もないのに彼女の髪が生き物のように波なみ打うった。心なしか、その存そん在ざい感かんが強くなったように思う。

（…………魔力が、上がった？）

　彼女の瞳ひとみがフィーネの手元を見た──そこに乗せた複数の魔石を。

　魔石を渡すか、死し守しゆするか、そんなことは決まっている。

「よろしかったらどうぞ」

　──自分の命を守るのが先決だ。

「…………ありがとう」

　あっさりと手元の魔石を差しだしたフィーネをしばらく見つめ、ぽつりと礼を言った彼女は、ポケットからハンカチを取りだした。広げたハンカチを目の前にだされて、『そこに入れろ』の指示だと思ったフィーネは、逆さからわずに手に持った魔石を流しこむ。

　文字どおり、空中に腰こし掛かけるようにして自分の膝ひざの上にハンカチを落とした彼女は、風の魔石だけを選んでぱくぱくとそれを吞みこんでいった。そして残りの魔石はハンカチに包んで、こぼれ落ちないように端はしと端とをきゅっと結ぶ。

「ねえ、あなたの持ってる封石で魔石を作ってくれないかしら？」

「え？」

　どうやらフィーネを与くみしやすい相手と侮あなどったらしい。気さくな態たい度どにどう対応していいかわからないまま、彼女と似にたような仕し草ぐさで小首を傾かしげる。

「魔ま水すい晶しようならあるの。魔石がこれだけあれば足りそうだけど、念のため。水や風属性以外の力がいいのよ。水はもう充じゆう分ぶんあるし」

「なんに使うのか訊いてもいい？」

「会いたい人がいるの」

　幸せそうな、甘あまい笑みだけれど──

（…………目が、笑ってない。なんか一歩間ま違ちがったら危き険けんが気がする）

　そもそもどうして会いたい人がいるということと、魔石がつながるのだろう？

　答えないフィーネに苛いら立だったように、ふいに彼女の唇くちびるから笑みが消えた。

「あなたもわたしを止めるの？」

（『も』……ということは、誰だれか止めた人がいるということで……妖魔と話し合おうとした挙あげ句く、それを止めようとする人間は限られるわけで……）

　自然、濁だく流りゆうに流されたというヘルゲの弟子と、落らく石せきに巻まきこまれたというヘルゲの友人の封石師を思い浮かべた。

「あの」

　必ひつ死しに頭を働かせながら、封印されたままのアレスの封石を握にぎる。もちろん封印された状態で、力を引きだすことはできない。しかしできないと言えば、何をされるかわからない危うさが彼女にはあった。

「わたしの封石って、闇やみ属性しかないから、その魔石しか作れないのだけどいい？」

「ええ」

　ふわりと微笑まれる。一いつ瞬しゆん張り詰つめた緊きん張ちようの糸が、ゆるんだ。

「わたし、まだ見習いだから時間がかかるの……いい？」

「ええ。今作ってくれるのなら」

　明日渡すと約束して、トリスタンに相そう談だんという道はこれで閉ざされた。

「魔水晶をちょうだい……研けん磨まはされているのよね？」

　友好的に見えるように最大限努力しながら手を伸のばすと、彼女は「ええ」と頷いて、ふわりと宙に浮いたままの状態で服のポケットから革かわ製の巾きん着ちやく袋ぶくろを取りだした。

　小指の先ほどの小さな魔水晶が一粒、ころりとフィーネの手に落とされる。

　覚かく悟ごを決めたから、細部まで意識できるようになったらしい。先ほどは気にもしなかった場所に、違い和わ感かんを覚える。

（あれ？）

　見間違いかと思ってまばたいてみたが、やはり見間違いではない──爪が淡あわいピンクだ。

（人間に擬ぎ態たいしているにしては中ちゆう途と半はん端ぱよね？）

　基本的に妖魔の姿は二種類あると言われていて、それが属性体と人間体である。属性体は獣けものに近い姿をしている者が多く、それを本性と称しようする人間もいる。だが、『人間体』という呼び方をしてはいても、その姿は完全に人間の姿を模もしているわけではない。人間の姿に近いから人間体という名称をつけられただけであって、角や尻尾を生やした姿が人間体の妖魔もいる。

　パイモンのように上級の妖魔は、擬態しなくとも人間の姿に近いものだが、人ならざる色しき彩さいはどうしても表れるもので、それが一番顕けん著ちよなのが爪である。

（…………人間の爪みたいだった。額に五芒星の痣あざとかあるのに……）

　擬態をするのなら、まず一番に隠すのはそこではないかと思う。

　巾着袋をポケットにしまうその右手首には、ブレスレットがはめられていた。シンプルなブレスレットにはチャームが一つ。飾かざり気のない円えん錐すいの石──透明な封石である。

（なんて……言ってたっけ？　あの男……）

　妖魔の擁よう護ご運動をしている『黄昏たそがれの刻とき』団の仲間が、『封石師の意思と関係なく封石を外したら、中の妖魔が攻撃してくるような罠わな』があると言っていたらしい。では、その仲間はその情報をどこから得たのだろう？

　封石師見習いであるフィーネは、そんな罠があるなんて知らなかった。だが、自分の意思で自由に封石を出入りできる妖魔は知っている。

　重ねて考えれば答えは簡かん単たん。

　罠に見えたそれが、罠ではなかっただけの話だ。

（半魔……アレスと同じ）

　正体が見えれば、わかってくるものもある。

「ヘルゲ・ギョウク師の従じゆう徒とだったの？」

　ゆっくりと、彼女はまばたいた。

「なぜそんなことを言うの？」

　疑問に疑問を返された。だが、否ひ定ていされたわけではない。

「勘かんが半分。後は状況証拠かな……半魔だとしたら、説明がつくから」

　先ほどトリスタンと一緒にいた『ヘルゲの遺体の最後の目撃者』の話を思いだす。

　彼はヘルゲの封石を盗みに行って、逃げ帰ってきたらしい。逃げた理由を想像するのは簡単だ。

　──石の中からその様子を見ていた彼女が、ヘルゲを守ろうと封石から飛びだしたのだろう。

「ヘルゲ・ギョウク師の遺い体たいを隠したのはあなた？」

「…………」

　彼女は答えなかった。沈ちん黙もくが答えだ。

（なんかギリギリな感じがする……これ以上刺し激げきしたら、攻撃を受けそう……）

　とりあえず彼女の言葉に従じゆう順じゆんなふりをするため、フィーネは魔水晶と封石をそれぞれ両手に握って、目を閉じた。

　今までの会話は、なんてことのない女同士のおしゃべりで、別に彼女を封石するために、その心を知るために探っていたわけではないと行動で示しめす。

　彼女の視線を痛いほど感じながら、フィーネは封石と魔水晶を握り直した。魔石を作るふりをして、アレスの封印を解とくために──

（アレス……）

　意識の中で、封石の周囲にできた氷の壁かべを叩たたく。封石の内側でも同じ音が聞こえる気がする。

（アレス……わたし……ちょっぴり得意になって推すい理りを披ひ露ろうしてみたけれど、タイミング間違えたかもぉっ！）

　表面上は作業に集中しているように見せつつ、意識の中のフィーネは必死になってがんがんと封石を叩いていた。

（あわよくば意思の疎そ通つうに成功して、天才的な勘かんで『妖魔との共感と同調』を理解して彼女を封石できればラッキー的なことも考えたけど、なんか現実はそんなに甘あまくない気がするの。余よ裕ゆうぶってみたけど、自みずから道を狭せばめた気がするぅっ！）

　彼女はたぶん、見た目ほど正気ではないように思える。

　何かを強く願って他のことが疎おろそかになっているというか、目的のためになんとか理性を残しているような危うさがある。

（自分の勘をどこまで信じていいんだろう？　でも確証がほしくて封石師とか違い法ほうな手しゆ段だんで魔石を持っていた複数の行方不明者とかに心当たりがないか訊いたら、『同じ道を[image: 辿]ってみる？』とか言われそう）

　いつの間にか自分の考えに没ぼつ頭とうしそうになっていた。

　もう一度集中し直そうとした時、ぞわっと、背せ筋すじに冷たいものが奔はしって、思わず目を開ける──彼女がフィーネを見ていた。

　握った魔水晶が手の中に隠れていても、妖魔ならそこに魔力が注入されていないのはすぐにわかる。

「………………」

　何も言われてはいない。だけど、最終宣せん告こくを受けた気がした。

　──彼女はフィーネに『念のため』と言っていた。フィーネの作る魔石は、必かならず必要なものではない。

　濁流に流された封石師や、落石に埋うもれた封石師の姿が自分に重なって、フィーネはかすかに身み震ぶるいした。

　怖こわい。

（アレス……）

　呼びかける念が強くなる。

（アレスシアス）

　意識の中で、封石に触ふれる。

　どん、と、何かを殴なぐりつけるような振しん動どうと共に、はじめて頭の中で声が聞こえた。

　──「フィーネ！」

　焦あせっているような声。

　封印されているアレスには、こちらの様子などわからないはずなのに、何か感じているのだろうか？

　たとえば目を開けなくとも自分の髪や服にしっとりと絡からみついているのがわかる霧きりの存そん在ざいとか、苛つくような殺さつ気きとか……──

「ねえ、協力してくれるのよね？」

　喉のどに触れる女の手は冷たくて、脅おどすようにこめられた力が苦しい。

　──「フィーネ！　何があった!?」

（心配そうな声……わたし愛されてるなぁ）

　こみ上がる想いがある。思い浮かぶ人がいる。ずっとずっと会いたかった。十年も待ってようやく会えたのに……──




「会えなくなるなんて、冗じよう談だんじゃない」




　目を開ければ、至し近きん距離に彼女の瞳があった。

　灰色の瞳──暗く濁にごった嵐あらしの中の雲の色。

　そこにあるのは怒りと切せつ望ぼう。

　フィーネと同じ……。




『もう一度会いたい』




　がんと、殴られるような衝しよう撃げきで頭の中に入ってくる情報。

『馬ば鹿かだなぁ。別にこだわる必要なんてないのにさ。妖魔と人間、両方の性質を持っているってだけだろ？　半分じゃないよ。二倍だよ。どっちつかずじゃない。両方だ』

　金色の髪、茶色の瞳の青年が、寂さびしい心を受け取って、包むように笑ってくれた。

『色々と制約はあるが……一いつ緒しよにこい。お前が一人で生きているんじゃないってわかるまで、お前の居い場ば所しよになってやるよ、カラビナ』

　世界の色が変わった。自分とその他だった世界は、彼を中心にどこまでも広がっていく。

　泣いて笑って喧けん嘩かをして、助けて助けられて、共に歩んだ。

　カラビナに強い魔力はなかった。けれど、上級妖魔だった父の知識を継ついでいて、秘術の造ぞう詣けいが深い。妖魔の呪のろいを見み破やぶり、解除の方法を示し唆さし、時には霧で相手の視野を遮さえぎり、時には風の刃やいばをヘルゲに貸し、その命を助けた。

『どんな病やまいも癒いやす、万ばん能のうの霊薬？　いやいや、材料からして[image: 揃]そろえられないって……いいよ。ありがとな、カラビナ。お前はどうしようか？　弟子に譲ゆずるか……こっそりとお前が住みやすい場所に解放するか』

　ヘルゲの身体の中にできた異物は、呪いではなく病によってできたもので、異常が発覚した時には、何もかもが遅おそかった。手術を受けることもできたが、体力と年ねん齢れいを考えれば、逆に命を縮ちぢめかねないと診しん断だんされ、本人の意思に任まかされた。

　彼は、自分らしく生きてから死ぬことを選せん択たくした。

『我われながら未み練れんが多くてね。執着かな？　気がつけば死んでいたというのは嫌いやなんだ』

　金と白が混じった髪は艶つやを失っていた。病に[image: 膄]やせた顔に青年期の面おも影かげは薄かったけれど、優しい茶色の瞳は変わらない。

　共にいた時間はほんの数十年。なのに、その倍以上生きていた、彼と出会う前の自分が思いだせない。

　共にいるのが楽しかった。役に立つのが誇ほこらしかった。名を呼ばれるのが、名を呼ぶのが愛いとしかった。ヘルゲ・ギョウクを愛していた。

　彼に生きていてほしかった。

　ヘルゲを回復させるための霊薬を作るには、材料が足りなかった。だが彼の痛みを取るための霊薬は、協会に要よう請せいした材料で作ることができた。身体の中にできた毒どくの異物はそのままだが、痛みを消すことはできたので、病に[image: 蝕]むしばまれた身体でも、いつもどおりに動くことはできた。彼は最後の弟子を一人前にしようとしていた。

　──たぶん、ヘルゲはその最後の弟子にカラビナを継ついでもらおうとしたのだろう。

　カラビナが純じゆん粋すいな妖魔であれば、ヘルゲさえそう望めば、寿じゆ命みようを共有することもできた。だが、カラビナの母親は人間であったし、ヘルゲは……たぶんできたとしても頷かなかっただろうと思う。

『ああ。封石師にしては長生きしたほうじゃないかな？　痛くないのはありがたい。たぶん、すごく穏おだやかな眠りにつけると思う。お前のおかげだな、カラビナ』

　すべてを受け入れる人だった。

　人も妖魔も半魔も受け入れた男は、未み練れんが多いと語りながらも自分の死を受け入れてしまっていた。

『おやすみ』

　いつもの挨あい拶さつだった。それが最さい期ごの挨拶となった。

　安らかな眠りを妨ぼう害がいするつもりはなかったけれど、無ぶ粋すいな男たちが無粋な真ま似ねをしようとした時、それを邪じや魔まして気づいた。




　──わたしにもできることがあった。




「なに？」

　まばたきと同時に、フィーネは我に返った。

　いつの間にか至近距離にあった彼女──カラビナも、はっとしたような顔でフィーネを見て、その表情を憎ぞう悪おに染そめた。

「視みたね？」

　脅おどし目的で首にかけられていた手に、本気の力が入る。

　どうしていきなり殺されそうにならねばならないのか、垣かい間ま見たカラビナの過去らしきものは何かとか、深く考える前に首の痛みと苦しさに押し流される。

（アレス……）

　閉じた瞼のむこうで、この手に握っていた封石が見えた。封石を包んでいた透明な氷に、ひびが奔る。

（違う！）

　助けにこようとしているのはわかった。こちらから叩たたけば、たぶんアレスは出現できる。それだけ封印が壊こわれかかっている。

　もしかしたらこちらから手を伸ばさなくても、アレスは自力で封印を破れるのかもしれない。でも、それはフィーネの望みとは異ことなるのだ。

（助けてもらいたいわけじゃないわ……）

　一方的に守られている関係を望んでいるわけではない。自分も戦いたい──否いな、今の場合は、それとも少し違う。

（今、わたしの望みに必要なのは、アレスじゃないの）

　まぶたを開いて、涙なみだに歪んだ視界の中、手を伸ばす。

　冷たく湿しめった風の魔力──嵐の中の豪ごう風ふうにも、濃のう霧むの中でそっと頰ほおをなでる凍こごえるような風にも似たそれが、ひどく哀かなしい。

　震ふるえるフィーネの指先が、抵抗するようにカラビナの手首をつかんだ──正確には、そこにあるブレスレットを。本来は、ヘルゲ・ギョウクの手首にあったはずのもの。

　冷たくて空くう虚きよなその感触に、なんだか泣きそうになる。




　──もう知っている。わかる。捉とらえた。




　一瞬の記憶の交こう差さと共に、彼女を象かたどる風の流れを知った。たぶん、あれが『妖魔と魔力を同調』させて『感覚を共有』したことになるのだろう。

（戻れ！）

　封石への導しるべをつけて、フィーネの命令がカラビナを押し流す。

　勝負はほんの一瞬。たぶん、フィーネの感覚よりも、もっと短い時間で決着はついた。

　乾かわいた音が、砂じや利りだらけの河か原わらに落ちる。

　白く輝かがやくブレスレットの封石は、円錐から五角錘に姿を変えていた。アレスの封石と同じ形──フィーネが封石し直した、カラビナだ。

　一度、二度、咳せきこんで、膝から崩くずれる。ロングパンツ越しに膝が河原の石とこすれて痛い。喉が痺しびれるように熱い。湿った空気が美お味いしい。

（契けい約やく……の、やり方わかんない。魂たましいに名前を刻きざむとか習ったけど、個人の感覚が必要な技術って教科書の表現が抽ちゆう象しよう的てきすぎるのよね。最終的に『その時がくればわかる』でまとめられるし。そもそもカラビナって、わたしと契約する気あるかしら？）

　封石師としてやらねばならないこと、どうすればカラビナを救えるのかが、ぐるぐると頭を回るが、酸さん欠けつのせいか問いかけばかりが浮かんで答えが出てくれない。

（ええと……個人と契約するつもりがないなら、協会長と協会を介かいした契約を結んで、パイモンみたいに働く手も……説せつ得とく……）

　教科書どおりの言葉が浮かんだ。言葉にしなければならないのだけれど、声が出ない。

　目の前の空間がふいに歪んだのは、その時だった。




　パチッ。




　色しき彩さいがありすぎて黒にしか見えない世界が、ほんの一瞬見えた気がした。軽い目眩めまいと共に目を閉じて、開いた時には恐い顔をしたアレスが立っていた。

　どうやら自力でトリスタンの封印を解いたらしい。

　肌はだを刺さすような強い魔力は、殺気にも似ている。

　彼が気まぐれを起こせば、きっとまばたきもしない内にフィーネは殺されるのだと思う。

（怒っていても綺麗だなぁ）

　骨まで切られそうな怒ど気きなのに、心の底から安あん[image: 堵]どしてしまったのは、やはり雛ひなの刷すりこみのように『この人は自分を守ってくれる人』だと魂に刻まれているのかもしれない。

（ああでも、嫌きらわれるのは恐いかも……アレスだから、嫌わないと思うけど）

　無む言ごんで手を伸ばされたので、素す直なおにそれをつかんだ。

　一息で引き上げられて、抱きしめられる。

「………………」

　ぴりぴりとしていた空気が和やわらぐ。

（ほら、愛されてる）

　これがアレスの恋愛感情なのか、家族にむける愛情なのかは知らない。できれば恋愛感情のほうがいいけれど、『愛されている』ことには変わりないので、フィーネは遠えん慮りよなくアレスに額を押しつけた。

　ドキドキする。

（好き）

　声にしていない呟つぶやきが聞こえたように、アレスがすっと身を引いた。

　文もん句くを言おうとしたフィーネだが、まだガラス玉のような墨すみ色の瞳が怒りに輝いていたので、小こ言ごとを避けるために口を閉ざす。

「…………怪け我がは？」

　そう尋たずねながらも、めざとく首の赤に気づいたアレスは小さく舌した打うちした──カラビナに首を絞しめられた痕あとだ。

「足も汚よごれているな。転んだのか？　何があった？」

　平へい坦たんな口く調ちようではあるが、怒りを抑おさえているのがわかる。

「大した怪我はしてな……」

　そう口にしたフィーネの声がざらついていた。途中で口を閉ざしたが、アレスの顔色を変えるには充分だ。

「フィーネの師匠が治ち癒ゆ能力のある妖魔を従徒にしていたね。色ボケで下品なのは気にくわないが、背に腹は代えられない。どこにいる？」

「ちょっと待って！　いや、本当に用事があるの。痛いからあまりしゃべらせないで」

「どうしてこんな……」

　怒気が収まったというよりは、それどころではないとでも言いたげに、心配そうな眼まな差ざしがフィーネの喉や、汚れてしまった衣服にむけられる。

（封印中は、本当に周囲のことわかってないのね……）

　外の様子がわからないのに、どうして自力でトリスタンの封印を破ろうと思ったのだろう。やはり愛の力だろうかと考えながら、カラビナの封石を拾おうとして……固まる。

　ブレスレットがない。

（噓うそ！　今さっきはあったのに？　しかも封石して……ああ。しまった）

　カラビナに関しては封石をしただけでは終われなかった。彼女は半魔だ。封印でもされない限り、自分の意思で封石に出入りできる。

（しかも魔石を全部持っていかれた。渡したのわたしだけど……なんに使うんだろう？）

「フィーネ」

　苛立たしげな声が、トリスタンの元へ行こうと暗あんに急せかしてくる。

「駄目よアレス。ブレスレットを探さないと……」

「それは君の怪我を癒やすのと、どっちが重要なんだ？」

　もちろんブレスレットだと即答しようとして、頭を冷やしてみる。

（現状を師匠に報ほう告こくするほうが先かも）

　自分が未み熟じゆくな自覚はある。それに、そもそもはトリスタンに依い頼らいされた調査だ。同調した時に垣間見た記憶の中に、カラビナがヘルゲの遺体をさらった映像はなかったけれど、あの執着ぶりからして、遺体を盗ぬすんだのはカラビナと断だん定ていしてもいいと思う。

　彼女の行方を探たん索さくするにしても、フィーネにはその手段がない。ならばできる人にその情報を与えたほうが有ゆう益えきだ。

　悩んだ末に、トリスタンの元に一度戻ろうと決意したフィーネがアレスを見れば、「わかった」と頷かれてお姫様だっこをされた。

「…………ええと、違う。アレス。わたし師匠のところへ行こうって言ったつもりで」

「喉が痛いんだろう？　無理に話さなくていいよ。君の師匠のところへむかうから。俺が封印を解いたのがわかったらしくて、狼煙のろしがあがっている」

（狼煙？）

　アレスの視線を追ってみたが、木があるばかりでよくわからない。

「不ふ機き嫌げんそうな魔力をまとう上級妖魔だよ。炎の属性が強いから昼の妖魔じゃないし、あの男は炎の属性の強い妖魔も従したがえていただろう？」

　どうやらトリスタンは煙けむりではなく、妖魔の気配を目め印じるしにさせているらしい。

「……ちなみに風の属性の強い妖魔の気配ってつかめるかしら？」

「風に気配が散らされてわからない。もう少し魔力を主張したらわかるかもな」

「魔術を使うとか？」

「そう。走るから黙だまって。舌を嚙かむよ」

　一言そう声をかけてから、アレスは力強く地面を蹴けった。

（速い！）

　自分を抱えて走るなんて、つらくないだろうか、重くないだろうかという乙女おとめの[image: 葛]かつ藤とうなんて浮かべる暇ひまもなかった。

　あっという間に採掘場の広場にたどり着き、アレスは休きゆう憩けい所じよの前で立ち止まった。そしてその直後、休憩所の屋根の上から、大きな人影が降ってきた。

　まず目についたのは燃えるような赤毛。ぎょろりとした目と、爪の色が金色だった。見みとれるほど逞たくましい体たい軀くは、まるで彼自身が一振りの武器のようだと思う。褐かつ色しよくの肌は協会本部のパイモンを思いださせたが、彼よりもその色合いは茶色に近い。

　挨あい拶さつらしい挨拶は一言もなく、ただこちらを一いち[image: 瞥]べつしただけで、彼はふいにその姿を消してしまった。

　計はかったように休憩所の扉とびらが開いて、トリスタンが顔を見せた。右のピアスが赤くなっているから、たぶん先ほどの彼は封石に戻ったのだろう。

「…………今の妖魔も半魔なの？」

　ざらついたフィーネの声に、トリスタンの眉まゆがぴくりと上がる。「上むけ」と、短く命じられて素直に指示に従うと、真まっ青さおな光を宿やどした指に喉を触れられる。

「ハウレスは純粋な妖魔だぞ。自分の役目が終わったから封石に戻っただけだ」

　ウェパルの能力に癒やされて痛みが引いた。赤みがなくなり、しみ一つない健康的な肌に戻る。

「よし、報告しろ。何があった？」

　ただでさえ鋭するどいトリスタンの双そう眸ぼうが、さらに鋭くなっていた。

　自分が動くべきことを知る、封石師の目だ。

（いいな……羨うらやましいな）

　トリスタンに力やその存在を召しよう喚かんされて、彼のために手足のごとく働く妖魔たちに、その関係に羨せん望ぼうする。

　そのピアスはトリスタンのためにあって、トリスタンのために輝く。

　互たがいに互いの役割を心こころ得えているから、あの色違いの一いつ対ついは、トリスタンの空気に馴な染じむのだろう。

（わたしもああなりたいなぁ）

　未契約の空からっぽの封石をいつも以上に軽く感じながら、フィーネはトリスタンとわかれてからの自分の行動を語りはじめた。










[image: ]




　警けい備び員いんやら、責せき任にん者しやの来らい訪ほうやらで、さりげなく人の出入りが激はげしかったので、話は建物の奥で進められた。

「腕わん力りよくも魔力も弱いみたいだな。そのぶん逃にげ足が速くて狡こう猾かつだ。誰だれかを襲おそう時は必ずその場に一人になってからで、魔力の気け配はいは風で散ちらして足取りをつかめなくさせている。偶ぐう然ぜんの同調とはいえ、封ふう石せきのかけ直しはよくやった」

「偶然で同調ってできるものなのね」

「本来なら意識してやることだけどな。たまたま同じタイミングで同じ感情を抱いだいたんだろう。頭の中に押し寄せてきた記憶はそのせいだ。そこで契けい約やくできてりゃ面めん倒どうはなかったが……そこまで粘ねん着ちやくしてりゃ、契約は拒きよ絶ぜつされただろうから、これで上じよう出で来きか」

　トリスタンは自分の右耳にある赤いピアスをつるりとなでた。

「半魔も扱あつかえる秘ひ術じゆつで、封石師しの遺い体たいと複数の魔石を使うものってなんだと思う？」

　魔力を使って自然現象では起こりえない術を発するのが魔術ならば、秘術は道具や儀ぎ式しきを介かいして特別な物を作ったり、少ない魔力で大きな魔術を生みだす術である。呪じゆ術じゆつや魔具の作製もこのくくりに入る。

　秘術というものは読んで字のごとく秘ひ密みつの術であるし、場合によっては素人しろうとでも術が発動するために、その知識を伝え知るのはごく一部の人間か、妖よう魔まに限られる。

　もちろんフィーネが知るわけはないと返事をしかけて、トリスタンの問いかけが、赤い封石にむけられたものだと気づいた。どうやらハウレスと会話しているらしい。

「……………………」

　鋭するどいのにどこか甘あまい顔立ちが苦にがく歪ゆがんで、トリスタンは無む言ごんで頭を抱えた。

「女の妄もう執しゆう怖こええ。どこで道を踏ふみ外はずしてんだよ」

　愚ぐ痴ちのようでいて、なんだかカラビナを哀あわれんだような口く調ちようだと思う。

　黙だまって見物していたい気もしたが、今にも理性を手放しそうな、むしろもう手放しかけているカラビナを見ている身としては、一いつ刻こくも早く対たい処しよしたほうがいいと思うので、つんとトリスタンの腕をつついて注意を引いた。

「なんて？」

「反はん魂ごん術じゆつってわかるか？　死んだ人間の魂たましいを戻して生前の姿に戻す方法」

　なんとなくわかっていた答えだが、それでもやはり胡う散さん臭くさいと眉まゆを顰ひそめてしまう。

「ヘルゲ・ギョーク師が他界したのっていつだっけ？　一カ月、二カ月くらい前？　どっちにしろ……」

　遺体の損そん傷しようがどうとか言いたくなくて言葉を濁にごすと、「その後行方ゆくえ不ふ明めいになった封石師や人間がいるだろう」と答えられた。

　考えて、思わず隣となりのアレスの腕をつかんでしまう。

「…………わたし、ちょっと想像力が豊かなのかもしれない」

「その想像力の広げ方は正解らしいぞ。使えなくなった肉体は、しかるべき儀式をして取り替えればいいそうだ。ハウレスの説明だから噓うそも混まじっていると思うが、カラビナがヘルゲの魂を呼び戻そうとしているのは事実と考えていいだろう」

　主人に噓をつく従じゆう徒とと、噓をつかれるとわかっている主人というのは、一体どういう関係なのだと思うが、それよりも気にかかることがある。

「肉体が……本人じゃなくても魂って戻るの？　というか、死者が生き返るなんて……」

「さて、そればかりは現物を見ねえとな。本当に長い一日だ」

　やたらと重たいため息をつかれて、フィーネも苦く笑う。

　なにせ、今日だけで色々とありすぎている。

（ここにきたのって、今日の午前中なんだけどなぁ……）

　飛行船の長距離移動から機き関かん車しやに乗り継ついでここまで到とう着ちやくし、ぎくしゃくとしたアレスとの仲を気にしながらはじめての魔石を作って、河か原わらで人が襲われているのをアレスと助けに行ったり、テオの行動を不ふ審しんに思って後をつけたら拘こう束そくされているトリスタンを見つけるし、助けようと思ったら拘束されて、証しよう拠こ隠いん滅めつとばかりに拘束されて、男に襲われて、カラビナに襲われて……。

「なんか……かなり早く一人前の封石師になれるんじゃないかと思えてきたわ。わたしの今日一日の成長率すごくない？」

「…………ああ、うん。モチベーションをそういう方面に持っていけるのはいいことだな。そうだな。そうかもな。とっとと一人前の封石師になってくれ」

　どこか投げやりな同意だが、噓ではない。

　十の練習より、一の実戦。

　濃のう縮しゆくされた経験は、飛ひ躍やく的てきにフィーネの封石師としての能力を伸のばしている。

　両手でそれぞれ握にぎり拳こぶしを作って、きらきらした笑え顔がおを見せているフィーネを一いち[image: 瞥]べつし、トリスタンはめんどくさそうに告げた。

「行くぞ」

「ん？　わたしも？」

　てっきり昼間の調査の時のように、現場には連れていってもらえないと思っていた。そもそもアレスはともかくとして、自分は戦力になるのだろうか？　いくら封石師としての技能をいくつか実行できても、まだ実戦レベルには足りていないことくらいは自分でわかる。

「どうして俺が封石のかけ直しで褒ほめたと思ったんだ？　お前が封石したんだから、この中じゃお前が一番カラビナを捜さがしやすいんだよ。補ほ助じよしてやっから、場所を示しめせ」

「ああ、そういう……」

　遅おくれて納なつ得とくして頷うなずくフィーネの横で、アレスは少し不ふ満まんそうな顔をしていた。人形のように整ととのったその顔は無表情に近いが、ガラス玉のような瞳ひとみに険けんがある。

「お仕事よ？」

「わかっているよ。フィーネはいざという時に俺に頼らないから、勝かつ手てに助ける」

　すねたような口調が、少し可か愛わいかった。

　たぶんアレスが自力でトリスタンの封ふう印いんを破った時のことを言っているのだろう。あの時、フィーネがトリスタンの解放を望んだら、もっと早くにアレスは出てこられた。

（そういえば、封印を解といた直後って、機き嫌げん悪かったもんなぁ）

　フィーネの怪け我ががあったから、アレスは自分の怒いかりを吞のみこんで、トリスタンの所に連れてきてくれたのだ。

「ふふ」

　自然と口くち許もとがほころんで、アレスに抱きつきたくなる。警けい戒かいされたからやらないけれど。

（まあいいや。愛されているし）

　すっかり上機嫌になったフィーネは、軽い足取りで外に出ようとしているトリスタンの背中を追いかけた。

　山の空気は冷たく澄んで、改あらためて空を見上げると星がたくさん見えた。

　綺き麗れいだなと思いながらも、あまりに緊きん張ちよう感かんのない自分に苦く笑しようしてしまう。

　ふわふわした頭のままでいるのは危険だから、現実的なことを考えようと頑がん張ばってみる。

「そういえば、テオたちはどうなったの？」

　これはこれで日にち常じようとは離れている気がしたが、フィーネの緊張感を呼び戻すのには一役買った。

「もちろん拘束中だ。ここに戻ってきた時に何人か警備員とすれ違ちがったろ？　俺はこっちの仕事があるから、拘束と仲間の割りだしをはじめとする尋じん問もんは、あいつらに任まかせてきた。まあ、組織が組織だから、明日朝一でパイモンと連絡をとらねえとな」

　木ぼく訥とつとした顔立ちと、フィーネを心しん配ぱいしてくれた言動を思いだす。

（…………学校を卒業して、ここにきて二年とか言ってたっけ。いい人だと思ったのに、どこで染そまったんだろう？）

　人の営いとなみは人の手で。妖魔を利用しようとするから、攻撃を受けるのだ。妖魔は天てん災さいだと思って、手だしをせずにそっと通り過ぎるのを待とう。そう主張する人間たちにとって、妖魔の力を利用する魔石は堕だ落らくの元だ。その材料となる魔ま水すい晶しようも憎にくむ対象となるらしい。

　世の中には個人が善ぜん良りようであっても、何を信じるか、どんな組織に付属するかで簡かん単たんに犯はん罪ざい行こう為いに手を染める場合があるらしい。

「運がいいのか悪いのか、早そう々そうに口を割ってくれたから、あいつらが用意していた火薬はすぐに見つかったぞ」

　証拠が見つかったので、封石師協会は容よう赦しやなく彼らを尋問するのだろう。人の内面に働きかける妖魔の能力を使えば、何人かは廃はい人じんになるかもしれない。

「仲間内の何割までが、その『崇すう高こうな目的』とやらに賛さん同どうしているか知らないけれど、もしもそれを実行したらの後は考えられないのかしらね？」

「まあ、それなりに事情はあるんだろう。妖魔に身内を殺されたり、金目当てにそそのかされたり、これは聖戦だと洗せん脳のうされたり」

「……わたしも妖魔に両親を殺されたし、その余よ波はの呪のろいで死にそうになったけど、あらゆる妖魔を恨うらんだりとかしなかったわよ？」

「六歳児でどこまで理解しているのかは疑問だが、お前の場合は両親も封石師だったんだろう？　生まれてすぐに半魔の世話にもなっているし、実質的な保護者でもある。妖魔に対する理解が下した地じにあるんだろうよ。身内にはいつ何が起こってもいいように覚かく悟ごさせておくのが封石師だしな」

（覚悟……あったのかなぁ？）

　思いだそうとしてみるが、どうにも記憶にない。

「…………わたしは歪ゆがまずまっすぐ健康的に育ってよかったわ」

「自分で言う台詞せりふじゃねえし。それに……」

　物もの言いいたげにトリスタンの視線がむかう先を見たら、アレスがいた。気まずそうに目をそらされる。

「なに？」

　小首を傾げると、「自覚がないならいい」と、わからない言葉を返される。

　食らいつこうと思ったが、トリスタンの空気が変わった──仕事の時間だ。

「よし。このあたりでいいか」

　採掘場前の広場で足を止めたトリスタンが、ぱちりと指を鳴ならした。

　一つ、二つ、三つと、音を立てるたびに鬼おに火びが現れて、五つの炎ほのおが宙ちゆうに浮かんだ。

　六つ目の合あい図ずで、鬼火が動いた。地面の上を──正確には、地面の少し上を鬼火が走れば、残ざん光こうが留とどまり古代の数字と文字を使った魔法陣じんが描えがかれる。

「言わなくてもわかっていると思うが、お前はカラビナのいる所を示すだけでいい。ここまで凶きよう行こうに走っている女に説せつ得とくは無理だろうから、契約ではなく消しよう滅めつさせることになる。戦せん闘とう中はお前の半魔の背中に隠れていろ」

　今日一日で色々と覚えたとはいえ、当然まだまだ実力不足の自覚はあったから、フィーネは素す直なおに頷いた。

「半魔は一度封石に戻れ。カラビナを見つけるまで出てくるなよ。お前の気配があると、フィーネが探たん索さくしにくい」

「………………気をつけて」

　ちらりとフィーネを見たアレスが、一言だけ声をかけて封石を黒く染める。

　魔法陣の前まで行くと、トリスタンが簡単に手て順じゆんを説明した。

「魔法陣の中に入ったら、カラビナを頭の中で追いかけろ。後はこっちで見つけやすいよう補助してやる」

　実行に移すためにはもう少し説明がほしい。

「ええと足の踏み場がないのだけれど……」

「炎を踏んでかまわない。お前にもわかりやすく儀式を可か視し化かしただけだから、あれは単に炎の形をした別物だ」

　言われてみれば、目の前にある魔法陣から熱は感じない。

　一歩円陣の中に足を踏み入れれば、空気が変わるのがわかった。

　アレスの入った封石が、黒く輝いているように見える。

　特別な呪文のようなものが必要なのかと思ったが、どうやらそれは必要ないらしい。カラビナを封じた五ご角かく錘すいの封石を思いだせば、瞼まぶたのむこうに白く輝かがやく光が見える。たぶんあの光がある場所にカラビナがいるのだろうと直ちよつ感かんで思う。

「あっち」

　フィーネが指をさしたと同時に、魔法陣が粉こな々ごなに砕くだけた。

　橙だいだい色の輝きが風に舞まう花びらのように四方に散って、フィーネのオレンジ色の髪を暁あかつきのように輝かせる。

　魔法陣が砕けても、瞼の裏の光は消えなかった。補助だとトリスタンが言っていたから、たぶんこれはフィーネ自身が知覚していることなのだろう。

　今いる場所から北西方面。この山のどこかにカラビナがいるのは確かだ。

「…………登山準備はどうするの？　たぶんそれなりに距離があるわよ」

「ムーレ川沿ぞいならある程てい度ど上へ登れるだろう。遺体の保存と儀式があるから、岩登りしなきゃならねえような場所じゃねえはずだ」

　ただでさえ夜中の登山は避さけるべきものだ。フィーネたちが今いる場所は盆ぼん地ちだから平らに感じるが、盆地から出れば当然急きゆう勾こう配ばいの大地となる。

「最悪ウェパルがいれば水流を[image: 辿]たどらせて人里には帰れるしな」

　何も考えずにカラビナを追おうとしているわけではなかったらしい。むしろフィーネより冷静だ。そして迅じん速そくに行動しようとしている。

（…………そーいえば、優ゆう秀しゆうな封石師だってパイモンが言ってたっけ）

　確かに学ぶべきものは多いかもしれないと納得する。

「行くぞ」

　短いかけ声は力強く、フィーネは安心してその後を追いかけた。
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　それなりに順調に、カラビナの元に近づきつつあると思う。

　舗ほ装そうされていない大地は、多少どころでなく歩きにくかったし、上へ行けば行くほど河原の石は大きくなり、かなり汗あせをかいたけれど、それでも方角を見失いそうな緑の中に入るよりかはましだったはずだ。

（体力、つけよう）

　荒あれた息を誤ご魔ま化かす意地すら失うせて、ぜえはあと息を吐はきながらトリスタンの背中を追いかけたフィーネは、ゆるみそうになる歩調を叱しかりつけ、必死で足を前に動かしていた。

　もちろん、カラビナの封石の探査も忘れない。

「師し匠しよう、そろそろ……川沿いから外はずれたほうが、いいかも……」

　トリスタンの足が止まったのをいいことに、汚よごれるのもかまわず膝ひざをついたフィーネは、腕を伸ばして川の水をすくい、喉のどを潤うるおした。

（あー。生き返る……）

「近いか？」

「たぶん。あっちの方角」

「うし。なら今のうちに体力回復しておくか」

　そう言って、額ひたいをこづかれた。鈍にぶく痛い。しかし、その痛みと同時に不思議な清せい涼りよう感かんが身体からだ中に広がった。泥どろのように重かった身体が軽い。

「え？　何これ？」

「ウェパルの魔術だ」

「…………」

　そんなことができるなら、もっと早くにやってほしかったという文もん句くは、頑張って吞みこんだ。

　昼間フィーネが経験したように、従徒の能力は無限に利用できるものではない。対たい価かとして自分の魔力を妖魔に供きよう給きゆうする必要があるのだ。

　有限ならば使い方を考えるのは当然で、無む駄だ遣づかいはしていられない。

「カラビナは風の属性が強いが、軽く水の属性も入っているようだし、濃のう霧むの目くらましと幻げん術じゆつを合わせて周囲に結けつ界かいを張っている可能性が高いから、ぎりぎりまでお前を連れていくぞ」

　トリスタンの宣せん言げんに、乱れていた髪を直したフィーネは不ふ敵てきに笑って返した。

「今さらだわ」

　トリスタンも楽しそうに目を細めた。カンテラと月の明かりに浮かぶ、鋭くて男臭くさい笑えみは某ぼう国こくの女性たちが間違いを犯おかしても仕し方かたないかなと思う程度には魅み力りよく的てきだ。

「早いところ一人前になってくれよ」

「もちろんよ。長く見習いでいるつもりはないもの！」

　生き生きと語りながら、川辺についた膝をあげる。

「まずは見習いを卒業して、師匠の最年少記録を塗ぬり替かえてマイスターになって、名を上げるのよ！」

　若い封石師見習いのわかりやすい目標だと思ったのか、「そうか」と流された。

「『まずは』の後を聞いてやってもいいが、しばらくは無言でいろよ。気づかれる」

「はぁい。でも明かりは？　こちらの場所を教えるようなものじゃないの？」

「敵が待ち構えているかもしれねえ場所に、右も左もわからねえまま突っこむほうが危険だ。障しよう害がい物ぶつが多い場所なら、よほど近づかなきゃ明かりは届かねえよ。どっちにしろ気づかれるのは前ぜん提ていだと思え。要は、相手の迎げい撃げき時間をどれだけ削けずれるかだ」

　つまりは『早いうちから気づかれるか』、『近づいてから気づかれるか』の差なのだろう。山の中には虫や動物がいるし風も通るから足音はある程度紛まぎれるが、さすがに人の声はわかりやすい。

「いざとなったら、カンテラを放れ。ハウレスの魔術で周囲を明るくさせるように仕こんでおいたから、足あし許もとの明かりくらいは確かく保ほしてやる。他に質問は？」

「ありません。師匠」

　カラビナとの距離が近くなったので、先せん導どうするのは彼女の居い場ば所しよがわかるフィーネの役目となった。

　川から離れてほんの数歩で、周囲は緑に包まれる。川辺に近い場所は大きな石や岩がごろごろと転がっていて歩きにくかったが、カンテラと月明かりでなんとか歩けた。だがそこを離れてしまうと緑が邪じや魔まで通れない場所や、何十年、何百年と大地に根を張る大樹や苔こけに足を取られそうになる。

　月明かりが木々に遮さえぎられてしまうので、足許を照らすのはカンテラの光源だけだ。その足許を照らす範囲も、心なしか川辺の時より狭せまい気がした──否いな、気のせいではない。

（霧きり……）

　トリスタンを振り返ると、こちらにも伝わるよう大きく頷かれた。

（やっぱり魔術だよね。魔力感じるし……でもこれは、どっちだろう？）

　遺体を守るために常つねにその周辺を霧で隠しているのか、もしくはフィーネたちに気づいて警戒されたのか、これでは判断がつかない。

　目でカラビナのいる方向を聞かれたので、指をさした。『近い』と、授業で習った指文字を思いだしながら告つげると『わかった』と頷かれる。

　これからどういった行動をとればいいのだろうと思っていたら、トリスタンがフィーネのカンテラを示して、何かをつまんで回す仕し草ぐさをした。

（ええと『蓋ふたをしろ』かな？）

　カンテラのカバーをつけ、つまみ口を回して固定すれば、芯しんの炎を消さずに明かりを遮しや断だんすることができる。

　だが、フィーネのカンテラの明かりは制限したくせに、自分のカンテラはそのままだ。

　橙色の光に浮うかんだ手が、『待て』と、命じた。

（『ここで待っていろ』？）

　不満顔のフィーネを一[image: 瞥]して、トリスタンは頷いた。

　フィーネの返事を待たずに動きだしたのは、ここで強ごう引いんについていくほど身の程知らずではないと信頼してもらったのかもしれない。

（…………）

　トリスタンが離れてしまえば、当然ながら明かりはなくなった。

　一人ぽつんと暗くら闇やみの中に残されるのは、とても怖こわい。

　周囲の霧は晴はれないままだ。闇に目が慣なれても、近くの樹木の輪りん郭かくすらわからない。

　これからカラビナと対たい峙じするトリスタンの身も心配だったし、そこにある茂しげみの陰から、肉食の獣けものや毒どくを持つ蛇へびや、気持ちの悪い虫が出てきたらどうしようと、嫌いやな方向に想像力が刺し激げきされてしまう。

　立っているのが怖くて、木の根に腰を下ろして膝を抱えた。

　不安そうな表情をしてしまったのだろう。無意識に握にぎっていた封石が反応した気がして、唇くちびるだけで「駄目」と呟く。

　トリスタンくらい経験を積めばこの状態でもアレスとやりとりできたのだが、残ざん念ねんながらフィーネには技術がないので、彼がこちらを見ているのを前提にして対応するしかない。

　もちろんアレスが出現するのではないかとの直感が外れている可能性もあるのだが、現れないのなら今はまだそのほうがいい。トリスタンの動きを邪魔するわけにはいかない。

（………………アレスはもう封印されていないから、いつでも出てこられる。だから怖くない。怖くない。怖くない……どれくらい待たなくちゃいけないんだろう？）

　右を見て、左を見る。目の前の植物すらよほど近づかなくては輪郭がわからない。湿しめった冷たい空気が、まだ周囲が霧に包まれていることを伝えてくる。

（アレスがいるから怖くない。怖くない）

　たぶんトリスタンとわかれてからそんなに時が経たってはいないのだが、頭の中で何度同じことを呟いても、じっとしているのは嫌だった。

　いらない想像を働かせるより、妖魔と対峙するほうがましな気がする。

（なんか……自分で思っていたより臆おく病びようだったのかなぁ）

　自じ己こ嫌けん悪おのため息が静かにこぼれた瞬間、望まなかった形でトリスタンの声が聞こえた。

「だあっ！　しま──っ！」

　悲ひ鳴めいだろうが、明らかに何か言いかけた途中で音が消えている。

　続いて聞こえたのは、楽しそうな、嬉うれしそうな女の笑い声。

「やった。今日はとても幸運ね。新しん鮮せんな予備ができたわ！」

　少し声が遠いが、はしゃいだカラビナが誰かに話しかけているようだ。

（まだあっちに仲間がいたの？）

「万が一また失敗したら、次は生きた人間を使いましょうね。同じ封石師だもの。きっと相あい性しようがいいわ。ああでもせっかく生きているのだから、もっと活用しましょうか？」

　迷いながらフィーネはそっと腰を上げた。もちろんカバーをしたままのカンテラも忘れない。完全に立ち上がるのではなく、中腰の状態で、そろそろと慎しん重ちように足を進める。

「ああヘルゲ安心して。今日こそ絶対大丈夫だわ。だって今日のわたしはこんなに幸運なんですもの」

　霧はもう晴れているらしく、闇に慣れたフィーネの目は、周囲の輪郭程度ならわかるようになった。

　まだカラビナの様子が見えるほど近づいてはいないが、どうやら彼女は遺体にむかって話しかけているらしい。

（暗くて怖いけど、明かりをつけるには早すぎるよね）

　カバーのかかっているカンテラを見て、手元の封石に目を移す。

　色合いなどろくにわからない視界だが、それでも封石から色が失われたのはわかった。

（アレス……）

　目の前に現れた美しい人は、フィーネ同様中腰の状態でこちらと向かい合っていた。

「出ちゃ駄目よ」

　声には出さずに、唇の動きだけでぱくぱくと告げると、[image: 訝]いぶかしげに首を傾けられたのがわかった。半魔のアレスは夜よ目めが利きく。こちらの言葉が通じなかったのではなく、どうしてそんなことを言うのかがわからなかったのだろう。

　身長差のせいで唇の動きを読ませにくかったため、身振りで強引にアレスを座すわらせて、フィーネは彼の前で両膝をついた。

「これは協会を介した仕事だから、従徒じゃないアレスが動いちゃ駄目なの」

　アレスの腕を押さえて首を横に振る。

「行くとしたらわたしだけ。アレスはかかわっちゃ駄目」

　共にいるぶんにはかまわないと協会側から許きよ可かを得ても、これはフィーネの良りよう識しきの問題だ。




「アレスとわかれてから、なんでも一人で乗り越えてきたわ。もう保護者はいらないの」




　食い入るような眼まな差ざしが、フィーネの唇の動きを追っていた。

「あなたに会いたくて十年一人で頑張ったよ。でも、保護者に会いたかったから頑張ったわけじゃないの。アレスに会いたかったから頑張ったの」

　一点を凝ぎよう視しされすぎて、こんな時だというのに頰ほおが赤くなるのが恥はずかしかった。

　声なく動かすだけの唇が妙みように乾かわいて、自みずからの舌したで少しだけ湿らせる。

「アレス……」

　声がだせればいいのにと思いながら、ずっとアレスに願いたかったことを告げるため、その名を唇に刻きざんだ瞬間、強く抱きしめられた。

　カラビナが現れたのかと、緊張と恐怖にフィーネが凍こおりつく。

　長い腕の中にすっぽりと囲かこまれた状態のまま、せわしなく周囲を見回すが、見える範囲で異い常じようはない。

（…………なに？）

　何があったのか尋ねようとアレスを見上げると、墨すみ色のガラス玉のような瞳が近かった。

　暗い色合いなのに奥まで澄んで見える不ふ思し議ぎな虹こう彩さいに、フィーネが映っていると無む邪じや気きに思う。たった一度のまばたきの間に、アレスの瞳はぐんと近づいて……近すぎて、見えなくなる。

　──唇に、何かが触ふれていた。

　熱くて柔やわらかくて息ができない。

「ん」

　思わず一音洩もらしてしまった声に、自分で焦あせる。

　待って。話し合おうと唇を離そうとするが、後頭部を大きな手で固定されてしまって、ぴくりとも顔が動かない。

　手で突き放そうとしても、アレスの服を軽く引っかく程度で、力が入らなかった。

　抵抗しようとすればするほど、深く侵しん入にゆうされて熱くてとろける。

　フィーネが昼間にアレスから奪ったキスとは全然違う、大人おとなのキスに頭が回らない。長い。怖いほどに気持ちよくて、逃にげたいのに永遠にこのままでいたくなる。

　たぶんフィーネの心しん臓ぞうは壊こわれたのだと思う。

　ようやく唇が離れて、胸いっぱいに新鮮な空気を吸いこめるようになった時には、血液が身体中に回りすぎて、全身が恥ずかしいくらいに赤くなっているのが自分でわかった。

　暗くてよかったと思う一方で、アレスの目には色合いまで鮮せん明めいに映っているのではないかと思い至いたって動揺する。

「フィーネ」

　唇は離れても、まだアレスの腕はフィーネの背中に回されていた。

　隙すき間まを探すのが難むずかしいほど密みつ着ちやくした状態で、艶つやのあるアレスの低い声は、どんなに小さな囁ささやきでも心臓に優しくない。

「俺は、どうすればいい？」

　見上げた先にあるアレスの瞳が、熱く潤うるんでいた。

　もう一度キスをしてくれればいいのではないかと口走りそうになって、思わずアレスの肩口に顔を埋うずめて必死で視界を閉ざした。

　ぎゅっと、アレスの服をつかんで、そのまま呼吸を整える。

（ああもう悔くやしい。大好き）

　現実をすべて無視して、何もかも忘れて捨てて、アレスと一いつ緒しよにいられればそれだけでいいのではないかと思ってしまう。

　──でも、それではフィーネの十年が無駄になるのだ。

「アレス……わたしの夢を覚えてる？」

　世界一安全な場所にいるのだから、これくらいの声は大丈夫なはずだと、理性が職務を放ほう棄きした。

　だが、アレスの理性はフィーネのものより強きよう靱じんだったらしく、背中に回っていた腕がゆるんだ。

　女を誘ゆう惑わくする姿勢ではなく、話しを聞く姿勢を作ろうとしているのがわかったが、今の状態を崩くずすのも惜おしいので、アレスの[image: 腿]ももに改あらためて腰を下ろして、目を合わせた。

　諦あきらめた笑顔を浮かべたアレスは、フィーネの手を持ち上げて長い指を絡からませる。

「わたしの夢は変わっていないと言ったら、契約してくれる？」

　かつての約束が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　あの時から、それよりもずっと前から、フィーネの夢は変わっていなかった。

　一人になって現実を知って、それでも夢は変わらない。

「保護者のアレスはいらないの。アレスシアス自身がいいの。半魔で妖魔なアレスじゃないと、意味はないでしょう？」

　無邪気な約束を思いださせて、アレス自身を求める気持ちのまま微び笑しようする。

　今度はこちらが誘惑する番だ。




「わたしの[image: 牙]きばとなり、剣となってくれるのよね？」




　左手をアレスとつないだまま、右手でそっとアレスの頰に触れれば、そちらの手にもアレスの手が重なった。

　フィーネの手の平を自分の頰に自ら当てるようにして、ため息を一つ。

「君の夢が変わらないのなら……俺の暁の姫」

　降こう伏ふく宣言に、フィーネの笑みが深まる。

「変わってないし、変わらないわ。まずは封石師としての名めい声せいがほしいの。順じゆん序じよよく駆かけあがるわよ」

「…………思っていたよりも現実的だね」

「もちろん。夢は現実を生きるためにあるのよ」

「夢の中で甘やかしてあげたのに」

　フィーネの覚悟を確かめるような甘い囁きに、アレスの額に唇で触れた。

「強ごう欲よくでごめんね。アレスの何もかもが欲しいの。わたしのものになって？」

　自分がフィーネをなだめる仕草の定番を返されて、驚いたようにまばたいたアレスは、ほんの少し怖い目で、フィーネの唇に嚙かみついた。

　苛いら立だたしげな、宣戦布告のようなキスは、先ほどのものよりずっと短くて、離れた熱が名な残ごり惜しく思えて悔しい。

（わたしが主人になるのに……）

　睨みたかったけれど、謝罪するように優しく唇をなめられると許してしまう。

「君が君のままでいるのなら、善ぜん良りような保護者でいられたのにな。綺麗な女性に成長して、いくらでも幸せになれそうなのに、すぐに老おいて死んでしまう人の身で、十年も妖魔に惚ほれ続けるなんて、なんて愚おろかで愛いとしいんだろう」

　愛を囁くというよりは、愚痴を聞かされているように思うのは気のせいだろうか？

「触れれば危険だって、再会した瞬間にわかったから触れないようにしてたのに、触りたくなるくらい可愛い小さなフィーネの面おも影かげも残っているんだから、人間はずるいね。逃げ道だって与えてやったのに、忘れたと思っていた切り札ふだの約束を持ってくるし」

　やはり愚痴だったようだ。

「全部ひっくるめて離れられないほど愛しているよ、フィーネ・ソウ。俺の暁の姫。君に永遠の忠ちゆう誠せいを誓ちかおう」

　指を絡めたフィーネの手を持ち上げて、左手の薬指のつけ根に唇を落とされた。

　心臓に直接触れられたような熱が奔はしり、契約が半分終わったことを知る。
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（なるほど。『その時になればわかる』ね）

　かつて学んだ教科書にあった文章に、納得する。思っていた以上に妖魔との契約の言葉や内容は範囲が広いらしい。

　どうせやればわかるのだから、それをいちいち記載していられないというのが正直なところなのだろう。

「愛しているわ、アレスシアス。あなたのすべてがほしいから、わたしのために[image: 牙]となり、剣となって、共に戦って」

　フィーネの右手に触れたままのアレスの左手を引き寄せ、彼の真ま似ねをして薬指のつけ根に唇を落とす。

　特別な儀式はなかった。

　ただ名を交かわし、誓い合い、言葉が魂に刻きざまれただけ。だけど、これが契約だ。

　自由に引きだせるようになったアレスの力を指先にまとわせて、フィーネは頷いた。

　やはりほんの小さな力でも、魔力の消費が激しい。

（でも、やってやれないことはないわ）

　握り拳を作ると同時に指先に宿った黒い魔力を消して、よしと気合いを入れる。

「…………契約を終えるなり、戦いの準備か？」

　いまだにフィーネの椅い子すとなっているアレスが、少し不満そうに口をだしてきた。

「身についた力の確認はしておきたいじゃない。それにすっかり忘れていたけど、師匠も助けなきゃ」

　けろっと答えたフィーネに、アレスの機嫌はまた一段悪くなったように思う。

「あの男は殺しても死なないだろう」

「本命はカラビナの救済よ」

「ああそれは……幸せな女だな」

　真顔で言われて思わずまばたく。

　本音に聞こえた。

「幸せかしら？」

「当然だろう」

　甘やかす口調でそういって、アレスは目の前から消えた。

　これからのフィーネのために、少しでも魔力の負ふ担たんを減へらそうとしてくれたのだろう。

　消える直前に、丁てい寧ねいな手つきでフィーネを立たせてくれたので、唐とう突とつになくなった椅子のせいで尻しり[image: 餠]もちをつくことはなかったが、少し寂さびしい。

（うん？）

　自分の気持ちの変化に気づいて、フィーネは幸せな笑みをこぼした。

　事態は何も変わっていない。

　カラビナは他界した主人への恋に狂くるったままだし、トリスタンはカラビナに囚とらわれてしまっているし、フィーネは一人ぽつんと闇の中に置き去りにされている。

　でも──

（アレスがいるから怖くないわ）

　虚きよ勢せいではない、心からの呟きが、フィーネに勇気を与えてくれる。

（怖くない）

　胸の中でもう一度呟いて、フィーネは背筋を伸ばして前を見み据すえた。
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　アレスの出現で、カラビナの位置を再びつかむのに少し苦く労ろうしたが、トリスタンが用意した魔法陣じんに入った時の記憶を呼び起こして、なんとか再びその位置を把は握あくすることができた。

　ほんの数歩で東西南北すらつかめなくなるような暗い森は、驚おどろいたことにフィーネが立ち上がった場所からいくつかの茂しげみを抜けただけで、平たく開けた花畑となった。

（うわぁ）

　頭上の月と、夜中でも開いた大量の白い花か弁べん、土地の広さそのものは大したことはないが、それでも炭すみ小ご屋やくらいなら建てられるだけの面積はある。

　傾けい斜しやが激はげしく、古い樹木の根が大地を覆おおうような緑の深い場所が、そこだけ丸く切り取られ、別の場所になっているようだった。

　七枚の花びらを持つその花は、よく見れば中央が血のように赤く、大部分が処しよ女じよ雪ゆきのように白い。甘あまったるい芳ほう香こうは香水のように強くて、そこにいるだけで匂においに酔よいそうだ。

　花畑の中央には、ぴくりとも動かない人物が一人寝そべっていた。カラビナがその傍かたわらに座っている。

　か細ぼそく聞こえる女の声は、歌か呪じゆ文もんか。

（あまりよく見えないけれど、見えなくていいのかも……）

　そこだけぽっかりと空が抜けているせいか、それともほんのりと白い花弁が輝かがやいているのか、人影だけは遠とお目めでもしっかりとわかった。たぶんカラビナの後ろで忘れられたように横になっているのはトリスタンだ。縛しばられているような感じはしないから、意識を失うしなっているのだろうか。

（死体とかは本当にやめてよね師し匠しよう……ヘルゲ・ギョウク師は……なるべく見ないようにするけど！）

　とりあえずここは位置的にまずい。カラビナが顔を上げたら目が合いそうだと、緑の中を大きく回ってカラビナの背はい後ごについた。

　彼女は今、秘ひ術じゆつに集中しているらしい。

（自じ力りきで近づけるだけ近づいて、師匠を起こすのが第一かな？　いざとなったらアレスを呼んで、師匠を抱えてもらおう）

　もちろん今は、息を潜ひそめていなければならない場面なので、アレスは封ふう石せきの中にいてもらっていた。

「アレス、たとえわたしが悲ひ鳴めいをあげようと、名前を呼ぶまで絶対に出てきちゃ駄だ目めよ」

　今のフィーネにできることで、これが最良の行動だと思うから、低めた声も真しん剣けんになる。

　頭の中でどう動くか何度も想像して、フィーネは花畑にむかって一歩を踏みだした。

　その瞬しゆん間かん──

　悲鳴というか、絶ぜつ叫きようをあげたフィーネを責せめていいのは、そのままだと命の危険があるトリスタンだけだと思う。

　はじめは泥でい水すいだと思った。洪こう水ずいによって土を含んだ川の水が、可か憐れんな花を吞みこんでいく様さまに似ていたからだ。

　けれど泥水には無数の足が生えていない。

「にゃあああああああああっ！」

　白い花弁はその影を詳しよう細さいに伝えてきた。

　間ま抜ぬけな悲鳴で騒さわがしくしているというのに、カラビナはフィーネを振り返らなかった。

　細い高い声が、フィーネの知らない言葉を奏かなでる。

「無理無理無理無理これは無理ぃっ！」

　半泣きのまま全力疾しつ走そうで花畑を通過しようとするが、ざわざわとうごめく集団は、当然自然界の産物ではなかった。

　唐とう突とつにフィーネの前に立ちふさがった壁かべに、全身の毛け穴あなが開く。

　材料が材料だから、もしかしたら体当たりで砕くだけたかもしれないが、触ふれるのも嫌いやだ。

　おまけに月明かりを反射して、てらりと輝く外がい骨こつ格かくで覆われた細長い背中と、節ふしの目立つ複数の足がぞろりと動く様を目の前で見てしまう。

　反転した先にも同じ壁ができていた。自分にもこんな反射神経があったのかと感動しそうな動きで、壁と壁の隙すき間まに目をやるが、ざわざわと新たな壁が生まれ──四方を囲かこまれた。隙間がない。

　壁はじりじりと狭せばまってくる。

　カラビナの声が紡つむぐ旋せん律りつは途と切ぎれない。

（逃にげられないなら、崩くずすしかないわね）

　半なかば自や棄けになっていることを自覚しながら、フィーネは月を見上げて両手をかざした。

　細い少女の指先に漆しつ黒こくの靄もやが宿やどる。

　魔術に慣なれていないせいか、それは本当に指先にまとわりつくくらいの微量な力だった。

　爪つめの先に蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぐそれを、[image: 揃]そろえて、振り下ろす。




　ジュオッ！




　一瞬にして、黒い壁も白い花も、大地ごとえぐるようにしてフィーネの周囲が黒い砂さ塵じんに変わった。

　多少残っていた壁も崩れて、それぞれ魔術から免まぬかれた花の下に隠れてしまう。

　むせるように濃のう厚こうな花の香りが漂ただよう中、広がった視界に爽そう快かい感かんを覚える。

「ああよかったできたぁっ！　為なせばなる！　なんとかなったぁっ！」

　肩で息をしたフィーネが握にぎり拳こぶしを天に突き上げて勝利の雄お叫たけびをあげるが、カラビナは振りむきもしない。

「………………いいもの。無視されるならされるで好きにするし」

　一人テンションが高いのをほんのり恥はじたフィーネが、ぶつぶつと呟つぶやきながらトリスタンのところへ行こうとして、首筋がざわついた。

　先さきほどのナニカを見た時とは種類の違ちがう悪お寒かんは、どうにも前進する意思を削そがせる。

　目の前には美しい花が大量に咲いていて、そのむこうにはフィーネが師事を受けているトリスタンがいる。

　ヘルゲはもう遺体であるし、カラビナが執しゆう着ちやくしているのはヘルゲだ。急を要して保護しなければならないのはトリスタンだという考えは間違ってはいないはずだ。

　それでもどうにも足が進まず、カラビナのほうを見てみる──あちらにも行きたくない。

「アレスシアス」

　隠おん密みつ行動になっていないのだから、封石の中にいてもらってもあまり意味がないと判断して、フィーネは愛いとしい従じゆう徒との名を呼んだ。

　ただでさえ見み目め麗うるわしい青年だが、現実離れした光景の中にいると、その美しさが妖あやしい方面に特とつ化かするようだ。

　封石の中でフィーネの行動を見聞きしていたアレスは、改あらためて自分の目でフィーネが進もうとしていた空間を眺ながめやり、低く笑う。

「行かなくて正解だったよフィーネ。可か愛わいい顔が血だらけになるところだ」

「罠わな？」

「えげつないやり方だね。開始地点のわからないドミノ崩しそのものだ。この空間を維い持じするために精せい巧こうに計算しているクセに、どれか一つを倒したら潰れてしまう」

「もう少しわかりやすく説明して」

「このまま俺がトリスタンのところまで行くと、到着前に人の身体からだを保たもてないくらいに切り刻きざまれるけど、その罠を解除しようとしたら、ここの空間が潰れる」

　アレスの言う『ここの空間』とは不自然に平へい坦たんに開けたこの花畑のことだろう。妙みようだと思ってはいたのだが、やはり自然に作られた場所ではなかったらしい。

「…………もしかして、ここの花畑から脱だつ出しゆつしたほうがいい？」

「今ならまだ俺とフィーネくらいは無傷で逃げだせるね」

　倒れているトリスタンに目をむける。

「トリスタンとそこの死体は潰れるか消しよう滅めつするかな。あと結構魔力を食うだろうから、フィーネの身体が心配」

「その場合、アレスはどうなるの？」

「最悪でも腕一本くらいの犠ぎ牲せいですむよ。少し時間がかかるけど、再生可能だからフィーネは心配しなくていい」

　想像しただけで、自分の腕が切り取られるようで嫌だった。トリスタンが死ぬのも嫌だ。フィーネにはまだ学ばなければならないことがたくさんある。

　だが、どこかで線引きはしなければならない。

「……アレスが傷きずつくのは心しん底そこ嫌だけど、回復できる傷ならありはありかしら？」

「おい」

　どこかで何か聞こえた気がするけれど、想像力を働かせるのに夢む中ちゆうなフィーネは気がつかない。

　アレスの片方の腕が一時的にもなくなるということは、他界する人間がいることを意味する。まだ出会って二日だし、人格的にどうだろうと思うことも多々あったが、それでも自分が師匠と呼んだ人間がいなくなるのは喪失感を覚えると思う。

「どうしようもなくなったら罪ざい悪あく感かんで眠れない夜を過ごすかもしれないから慰なぐさめてね」

「……………どこまでわかって言っているのか疑問だけど、俺以外の男のためにフィーネが泣くのは嫌だな」

「アレスの腕が失われるなら、アレスのぶんも涙なみだを流すわよ」

「再生するのに？」

「関係ないわ」

　即答したフィーネに、アレスは驚おどろいたように目を丸くした。

　微び笑しよう。

　今日この瞬間も、アレスは綺き麗れいでかっこいい。

「心優しい女性に育ってくれて嬉うれしいよ」

「わぁい。褒ほめられたぁ」

「このバカップル！　不ふ吉きつな想像でいちゃつくんじゃねえよ！」

　うつぶせに横たわった状態から、上半身を持ち上げてそう怒ど鳴なったトリスタンは、それだけで力ちから尽つきたように崩れてしまった。

　近づけないので数歩離れた位置のまま、フィーネは中腰で小首を傾かしげた。

「ししょー？　なんか起き死し回かい生せいの一いつ手てないかしら？」

「フィーネ、今のうちに二人でここを出て、俺がここら一いつ帯たいを異空間に吞のみこませれば全部解決じゃないか？」

「………………………なんてことなの！」

「『その手があったか！』って顔してんじゃねえよ！　俺が死ぬぞ怖こわいだろうがばーか！」

「あ。復活した」

　ぱちぱちと無む邪じや気きに手を叩くと、「すっげどうでもよくなってきたなぁ」と、心なしか涙目なトリスタンが、再び花畑に顔を埋うずめた。

「師匠、顔と髪に泥どろと草がついてるわよ」

　払ってやりたいが、不ふ可か視しの罠が怖くて近づけない。

「どうして立たないの？」

「ああうん。普通はまずそこから疑問を持つものだから覚えとけー」

　何やら本気で覇は気きがない。

「師匠？」

「………………魔力を取られてる」

　よく見れば、トリスタンの身体に緑の蔓つるが巻まきついている。中央に赤のある白い花は、自分の足あし許もとにある花と同じもので、遅おそまきながら、自分の足首に巻きついていた蔓に気づいた。慌あわてて足を上げれば簡単に蔓が切れたものの、気き色しよく悪さに背せ筋すじが震ふるえた。

（これ、蔓性の植物だったっけ？　最初に見た時はもっと普通の……）

　切れた植物をじっと見ていると、白い花弁が静かに動いたのがわかった。ゆっくり、静かに、蛇へびよりも遅く、けれど植物の成長速度にしては異い常じように早い。

　バシュッ。

　フィーネとアレスの周囲の地面が、植物を巻きこんで黒い砂すなと化した。誰だれがやったのかはすぐにわかったので、互たがいに『ありがとう』と『大したことはないよ』との言葉を笑顔に変えて見つめ合う。

　できればそのまま二人の世界に突とつ入にゆうしたかったが、状じよう況きよう的てきにそうもいかない。

（思っていたより深しん刻こくだったわ）

　魔力とは生命力の亜あ種しゆだ。短い時間で抵抗もできないほどの魔力を取られているということはたぶん生命力そのものまで削けずられている。短時間でこの状態というのは、命にかかわるのではないだろうか。

　主人がこの状態なら、従徒も出現できないだろう。下へ手たをすれば共とも倒だおれだ。

　ぐったりとしたトリスタンから、カラビナに視線を移す。

　こちらの騒ぎが耳に入っていないはずはないのに、一いち[image: 瞥]べつすらせずに熱心に何か唱となえている。カラビナ本人の持つ魔力はそこまで強くないはずだが、今彼女に集まっている魔力は混こん沌とんとしていて、目に見えそうなほど強い。

　行き詰づまった結果の現実逃とう避ひも、そろそろ限界かもしれない。

　この異空間といい、仕掛けられた罠といい、鬼き気き迫せまるものを感じた。

「魔ま石せきってこういう使い方ができるものだったのね。魔具とセットじゃないと使いようがないと思っていたわ」

「魔具がそもそも儀式を省しよう略りやくした道具だからね。この規き模ぼとなると魔力はもちろん、魔石を配置するバランスも計算しないといけない。よっぽど秘術に精通していないと、この段階にくる前に自分自身が消滅するっていうのに、自分の魔力を高めるための空間と、その男から魔力を奪うばう仕組みと、反はん魂ごんの三つを同時進行するなんて、大したものだよ」

「罠も含ふくめるともっとあるんじゃないの？　最初の黒い集団とか、攻撃するやつとか、ここの空間を崩したりとか」

「条件を満みたせば発動するから罠なんだよ。そのへんは今、カラビナの管理の外にある。ああでも、この男と彼女の周囲限定の罠は、反魂の術が土台にあるだろうから、術が完成するなり失敗するなりしたら消えるかもね」

「…………」

　難むずかしい顔をして黙だまりこんだフィーネに、アレスがわかりやすいたとえ話をしてくれた。

「場の魔術は前日から用意しているパイで、すでに焼いている途と中ちゆうで天火オーブンを開けられない。だけど反魂は下準備こそしていたものの、後は焼くだけのパイだったから、焼き時間が同じクッキーも一いつ緒しよに焼けるだろう？」

　その考えでいけば、トリスタンとカラビナ周辺の罠は、食べ物ではなく天火の蓋ふたみたいなものか。

　天火の中身が焼き上がれば、蓋に邪魔されることなく菓か子しを取りだせる。

「もしも反魂が成功するのなら、そのほうがいいのかしら？　そしたらもうカラビナは何も集めなくていいわけだし、人も襲おそわれないわよ」

「術を使って蘇よみがえった者が生前の生活を送れるのか疑問だけど……まあ、反魂だけなら成功しそうかな」

　フィーネには見えない物が見えているのか、アレスのガラス玉のような瞳ひとみは、ただそこにある事実として無感動にカラビナの儀式を映している。

　打つ手がない状況が心苦しくて、そっとアレスにもたれかかったら、無む言ごんで肩をさすってくれて、少し落ち着く。

「この非常事態にいちゃついてんじゃねーよ……というか、契けい約やくしたんだな」

　どこでどう気づいたというのか、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でトリスタンに言われた。話のついでのような確認に、フィーネは首しゆ肯こうする。

「うん」

　穏おだやかなフィーネの顔をしばらく眺め、トリスタンは重いため息をついた。

「さんざん忠告してやったのに」

「アレスを好きだし愛しているけど、アレスの力もほしいのだもの。十年も待ったのに、ただ側にいるだけでいいなんて思えるわけないじゃない」

「十年前から能力知ってたのかよ」

「知らないけど、可視化された呪のろいの獣けものを消してくれた時は、なんか黒い槍やりを使ってたかな？」

　両親が他界した時、呪いの余よ波はがフィーネにも襲いかかってきて、アレスに助けられた。だが、彼がどうやってその呪いを打ち消したのか具体的にはわかっていない。

「それでも強いのは知ってたわよ。だからわたしたちは協会から危険視も特別視もされたんだもの」

　幼おさない時にはわからなくても、長ずればわかることは色々とある。

「運命だと思っているわ。運命じゃなくてもたぐり寄せるし、たぐり寄せたけど」

　笑う。

　一点の曇くもりもない無邪気な笑えみに、トリスタンは数秒息を止めたようだった。白い花弁が放つ光の反射のせいか、その顔から血の気が失うせて見える。

「………………魔力を使い果はたしてミイラみたいに死ぬのだけは避さけろよ」

　奇き妙みような沈ちん黙もくの後に続けられた言葉は、本来なら別のものであったようにも思う。けれど、正解の言葉なんて知らないから、フィーネはそのまま軽口を叩いた。

「今ミイラになりかけている人がよく言うわ」

「るせぇよ」

　苛いら立だたしげに吐はいた息が荒あらい。

「…………今のところ反魂の術を見届けてからじゃないと、師匠にもカラビナにも近づけないわ。師匠、それまで保もつ？」

「無神経な質問だな」

　トリスタンに言われたい台詞せりふではない。

「だって死にかけているように見えるんだもの」

「本当に無神経だな！」

　とりあえず怒鳴っている間は大丈夫だろう。

「フィーネ、君の師匠はぎりぎり生き残れそうだよ」

　カラビナの術を眺めていたアレスが、フィーネの注意を引いた。

　ずっとしゃがんでいたフィーネは膝ひざを伸のばしてそちらを顧かえりみた。いつの間にか、カラビナの詠えい唱しようが終わっている。

「アレス……わたし目がおかしくなっているのかな……なんか、景け色しきが違う気がするの」

　平らにならされていた円形の花畑の外側は、傾斜の厳きびしい山塊の森の中だったはずだ。

　真夜中とはいえ、ほんのり輝く白い花と月明かりで、花畑の中にいる人間くらいは判はん別べつが可能だった。逆に森の光景はここからはよく見えない。

（でも、森の木の輪郭程度はわかったはずなのに……）

　ぽっかりと抜けた空の下、柔やわらかな月光が白い花びらを浮き上がらせる様子は、妖しくも美しい。

　上をむけば、現実と切り離されたような夜空と、かろうじて現実を意識させる木々の輪郭が存在していたはずなのに、カラビナのむこうにはそれがない。

　どこまでも真っ黒な空間は、人ではない何かを呼び起こしそうだ。




　ざっ、ざっ……。




　足音が聞こえたと思った瞬間、黒いそこから人影が現れた。

　傾斜など存在していないかのように、ずっと続く平地の向こうから突然現れたように見えたその男は、明かりを持っていない。

　なのに、中肉中背の男性であることがわかった。

　直感する。

　──彼が、ヘルゲ・ギョウクだ。

　風の音が止やみ、森から聞こえるはずの動物たちの鳴なき声や物音までもが聞こえない。耳が痛くなるような静せい寂じやくの中、自分の呼吸がやけに大きく聞こえた。

　ヘルゲの足音がどんどん近くなる。

（寒い？）

　吐きだす息が白かった。

　震えているのは気温のせいか、見てはいけない物を見ている恐怖のせいかはわからない。

　やがて足音が止んだ。

　ヘルゲの顔は、フィーネから見えなかった。

　距離があるからかもしれない。しかし、服の細部が見えているのに、どうして顔が視認できないのだろう？

　彼は、カラビナの前に横たわっている自分を見下ろしていた──正確には、すべて彼のものではないはずだが……。

　ヘルゲが膝をついた。

　頭がぐらつき、自分の遺体にむかって倒れる。

（…………魂が入った？）

　息をすることすら躊躇ためらう空間で、ヘルゲから目を離せない。

　幸さいわいここからではカラビナの背中と、花々に埋うもれるようにして横たわっている人影が見えるだけだったのだが──

　ふいに持ち上がったがりがりの腕に驚いて、フィーネは隣のアレスに身を寄せた。

　食い入るように一連の動作を見ていたカラビナが、フィーネとは別の意味で大きく震えたのがわかる。

　ヘルゲがゆっくりと身を起こした。

　ぱらぱらと、土と緑と白い花弁が[image: 膄]やせ細った身体から落ちる。

　遠目でも、彼の左右の腕の太さが違うのがわかった。

　ごっそりと削れた頰ほおに肉がついているようには見えない。

　光こう源げんが足りなくて肌はだ色がまったくわからなかったが、わからなくて幸運だろう。

「ヘルゲ……」

　絞しぼりだすようなカラビナの声が、喜よろこびに震えた。

「さあ、立てる？　大丈夫よ。わたしが──」




「ああああああああああああああああああっ！」




　夜空に轟とどろくその音が、人の声だと気づくのに数秒かかった。

　聞いているだけで全身に鳥肌が立つような絶叫は、深い悲しみと怨えん嗟さに満ちていた。

「なんてことを！　なんてことをっ！　わたしは眠っていたのに、眠れていたのにっ！」

　ヘルゲが頭を抱えれば、ずるりと髪の束たばが落ちた。

「ヘルゲ！　ヘルゲ落ち着いて！　大丈夫よ。身体も戻してあげる。わたしがいるわ」

「触るな！　触るなぁっ！　裏うら切ぎり者！　愛していたのに、わたしになんの恨うらみがあって呼び戻した！」

「違う！　愛しているから呼び戻したの！」

　カラビナはヘルゲを抱きしめようとしていた。だが、その手をヘルゲは拒絶した。

「触れるな！」

　カラビナの手を振り払った指が崩れ、ぼたぼたと地面に落ちた。それを見下ろしたヘルゲが、再び絶叫する。

「あああああああああああああああああっ！」

　叫びながら、ヘルゲは立ち上がった。

　よろけた細い身体をカラビナが支えようとして、払われる。

　ぼたぼたと、再び何かが落ちた音が聞こえる。

　見ていられないと思うのに、目が離せない。

　気持ちの悪い光景だと思うのに、胸が痛かった。

「ヘルゲ！」




「裏切ったな！　裏切ったなぁっ！　こんな姿じゃ生きていられないっ！」




　絶望に染そまった悲鳴と共に、驚くほどの素す早ばやさで、ヘルゲはカラビナに背をむけて駆けだしてしまった。

　ぼたり、ぼたりと彼が地面を蹴けるたびに、何かが落ちた。

　ヘルゲがむかった先にあるのは、黒く塗り潰されたような、深い、深い闇の世界。

　汚よごれた背中が消えた瞬間、森の空気が戻ってきた。

　──術式の終了だ。

　何をもって成功か、何をもって失敗なのか、フィーネにはわからない。けれどこれで、少なくともトリスタンとカラビナには近づけるようになったはずだ。

　どくどくと鳴る胸を押さえて、フィーネはゆっくりとアレスを見上げた。

　墨すみ色のガラス玉のようなアレスの瞳は、無感動に目の前の光景を眺めていた。だが、フィーネの視線に気づいてすぐに、その双そう眸ぼうを温かく和なごませる。

　大事にされているとわかる、優しい表情だと思う。泣きたくなるくらい綺麗な半魔は、その瞳にフィーネだけを映して、その声を待っていた。

　なぜだろう。トリスタンの言葉を思いだした。




『考え方も能力も人間とは違うんだ』




『人間じゃねえ存在に心を預あずけすぎると、後でつらくなるぜ』




　──あの時、自分はどう反応したのだったか……。




『妖魔に恋した人間がいるから、半魔がいるのでしょう？』




『あまり簡単に語ってくれるなよ。寿じゆ命みようの差、性質の差、思考の差、異い類るい婚こんに悲ひ劇げきが多いのは、それなりに理由がある。お気楽な恋愛ごっこで留とどまるんならとやかく言わねえが、そうじゃねえなら相手は妖魔で恋愛対象じゃないと割り切るべきだ。そもそもお前のそれは恋愛感情なのか？』




「ヘルゲ！」

　カラビナの悲鳴に我われに返る。

　彼女はそこから一歩も動いていなかった。ただ、崩れ落ちるように膝をついて、ヘルゲが去った方向を見ていた。

　河か原わらでふわふわと浮いていたその足は、今は直じかに地面についていた。

「………………アレス、もう近づけるはずだから、師匠をここの空間から連れだして」

　魔力を絞り取られて、限界に近いであろうトリスタンを、アレスに託たくす。

「フィーネは？」

「お仕事。師匠の代理をしなきゃ」

「…………」

　物もの言いいたげな瞳に、ほっこりと胸の中が温かくなる。

「わたしの仕事なの……というか、わたしが行きたいの」

　基本的にアレスはフィーネに甘い。

「気をつけて」

　フィーネの額ひたいに口づけたアレスは、大おお股またにトリスタンの倒れている場所にむかっていく。

「うん」

　口許をほころばせながら、そっと目を伏ふせたフィーネは、ゆっくりとカラビナを見た。

　顔が見たかったので、まっすぐに背中を目指すのではなく、回りこむようにして足を進めた。

　近づけば近づくほど、河原で首を絞められたことや、正しよう気きを手放す一歩手前のカラビナを思いだした。

　あの時の喉のどの熱を、痛みを忘れたわけではない。

　でも、ほんの一瞬ではあるけれど、フィーネにはカラビナと交差させた記憶があった。

　フィーネはカラビナの想いの一部を知っている。

　どれだけヘルゲを想って涙したのか、彼のために奔ほん走そうしたのか知っている。

「ヘル……ゲ……」

　ぽつりと呟いたカラビナは、まばたきもせずに彼が去った方向を凝ぎよう視ししていた。

「違うの……だって……生き返れば、また一緒に……いっしょに……わたしなら、生き返らせてあげられたから」

　嗚お咽えつの合あい間まの言い訳わけは、ほとんど言葉になっていなかった。

　そして聞かせるべき相手はここにいない。彼女から、自分自身の姿から逃げてしまったから……。

「お礼が言いたかったの……お礼を言い損そこねていたの……愛してるって言ってない……『おやすみ』しか言えなかった」

　絶望したように、カラビナは膝をついた。

　一度、二度、まばたいて、ようやく大粒の涙がこぼれる。

　はらはらと落ちた涙はぬぐわれることなく、カラビナの服に染しみを広げた。

「褒めてくれると思ったの」

　生前のヘルゲは、すべてを受け入れる人だった。

　人も妖魔も半魔も受け入れた男は、未み練れんが多いと語りながらも自分の死を受け入れてしまっていた。

　──だからカラビナは、今回も受け入れてくれると思ってしまった。

　褒められた手段ではなかった。必ひつ死しなら許ゆるされることでもない。

「カラビナ」

　名を呼んでも、彼女はフィーネを見なかった。

　ぐしゃぐしゃに顔を崩して、こぼれ落ちる涙も拭かずに、そこから一歩も動けないまま、彼女は呟いた。

「もう一度、会いたかったの」

　以前見た殺さつ気きも狂きよう気きもすぽんと抜け落ちて、まるで無む垢くな少女のようだと思う。

　だからといって、彼女のしたことが許されるわけではないのだけれど……。

「好きな人のために何かしたい気持ちはわかるわ。死んだなら生き返らせたいわね。でも、ヘルゲ一人を生き返らせるために何人殺したの？　しかもその中には、ヘルゲの弟で子しと友人がいたのよね？　あなたの知り合いではなかったの？」

　責めるフィーネに、ようやくカラビナの目がフィーネを見た。もしかしたらヘルゲの名に反応したのかもしれない。

「初期の処しよ置ちが遅おくれてしまったから、ヘルゲの身体が腐くさりはじめたの。治さなきゃヘルゲが可か哀わい想そうでしょう？　ヘルゲの一部になるのなら、あの人たちも幸せでしょう？　できればわたしがあの人の一部になりたかったけれど、秘術を知るのはわたしだけだから、わたしが魔術でヘルゲを蘇らせないといけなかったの」

　話す前からわかっていたことだが、本人が更こう生せいする可能性はなさそうだ。それでも義務として必要だったから、協会規定に則のつとり質問を続けた。

「ヘルゲの死をあなたが嘆なげいたように、あの人たちの死をあなたのように嘆く人がいるとは思わなかった？」

「わたしはヘルゲの死を嘆いて行動したのだから、あの人たちの死を嘆いた人も行動すればいいじゃない」

　即答だった。

（言葉が通じない……）

　それとも、わざと通じないふりをしているのだろうか？

「ヘルゲ……ヘルゲ……」

　自分だけが不幸なのだとでも言いたげに、カラビナははらはらと涙を流す。

　こんな泣き方をする人間を、フィーネはよく知っていた。




『やだやだやだぁ！　アレスといっしょにいるうっ！』




（ああ、本当に嫌になるわね）

　一歩間違えれば、きっとカラビナと同じ道を[image: 辿]たどっていたと苦く思う。フィーネには秘術の知識もそれを可能にする技術もなかったから、両親に反魂の術をしなかったし、アレスと再会するための手段が残されていたから、その手を取るために努力した。

　ため息をついて、フィーネは答えの決まっている質問をした。

「わたしと契約するのと、協会と契約するのと、この場で消滅させられるのと、どれがいい？」

「………………はじめから、わたしがヘルゲの側に行けばよかったわ」

　涙を止めぬまま、カラビナはそう告つげた。

（嫌になるわ）

　──きっと自分がカラビナの立場でもそう言った。

　手を伸ばし、アレスの力を指先に宿す。

「ねえ、本当に愛していたのよ。唯ゆい一いつ無む二にの、恋だったの」

　虚こ空くうにむけられた呟きは、フィーネにむけられたものではないだろう。

　だけどフィーネは答えた。

「知っているわ。わかってた」

　まるではじめてフィーネがそこにいると気づいたような目で、カラビナがまばたいた。

　笑う。

　──ありがとう。

　囁くような呟きは、フィーネの魔術によってかき消えた。





[image: ]






　後日、調書を取るためにこの場所を訪れた人間は、見慣れぬ花と男の遺体を発見する。

　荒れ果てた地で、たった一いち輪りん咲さいたその花に、覆い被さるようにして遺体が重なっていたらしい。

　複数の人間をつぎはぎにしたような醜みにくい遺体だったと発見者は言う。

　触れれば砂のように崩れて、白い花弁に降りそそいだそうだ。砂の重みに負けて倒れた花は、急速に色を変えて腐り落ちた。

　落ちてきた砂と混じり合い、腐った花は見る影もなく消えてしまった。










[image: ]




　人の姿が消えて、五ご角かく錘すいの封ふう石せきが砕くだけて消えた。

　カラビナの消しよう滅めつと同時に、半円の花畑が端はしから崩くずれていった時はどうしようかと思ったが、トリスタンを避ひ難なんさせた後に戻ってきてくれたアレスのおかげで事なきを得えた。

　今はアレスの手を借かりムーレ川まで戻って、フィーネとトリスタンはそれぞれ大きな岩に背中を預あずけている。

「お腹なか減へった……」

「言うな。こっちは餓が死ししそうなんだ」

「眠い……」

「こっちは永えい眠みんしそうだ。あーくそ。二週間は回復に回さねえと、仕事に差し支えるなぁ」

　実は元気なんじゃないかと言いたくなるが、さすがに月明かりだけだと顔色がわからない。二人が持ってきたカンテラを探す余よ裕ゆうはなかったので、今は下山するために日が昇るのを待っている状態である。

「アレス、手を握にぎってもらっていい？」

　フィーネのおねだりに応こたえ、アレスは無む言ごんで手を握ってくれた。少しだけひんやりとした体温が、切せつなくて嬉うれしい。

　遠くで獣けものの鳴なき声がして、周囲はとても暗かったけど、怖こわくはなかった。

　むしろこの手が離はなされることを想像するほうが怖い。

「もしもわたしが先に死んだら、アレスはどうするのかしらね？」

　口にだすつもりはなかったのだけれど、ぽろりとこぼれた。もしかしたら自分で思っている以上に、カラビナを消しよう滅めつさせたことを引きずっているのだろうか？

　握られた手に、ほんの少し力が入ったのがわかる。

「どうしてほしい？」

　穏おだやかに、淡たん々たんと訊きかれて、考える。

「泣いてほしいなぁ」

　浮うかんだカラビナの顔に、心が揺ゆれる。あそこまで主人を想って泣いてくれたら、それだけで本ほん望もうだ。自分なら嬉しい。

「カラビナみたいに、アレスが他の封石師しに滅めつせられるのは嫌いやだし、たまにわたしの名前を呼んで、気がすむまで泣いて、忘れてくれたらそれでいいや」

　協会やいつかできるかもしれないフィーネの弟で子しと契けい約やくを交かわすのか、こっそりとわかれを告つげるのかはわからないけれど、どんな道でもアレスの希望にそうようにしたいと思う。

　寿じゆ命みようが異ことなるから、どうしたっていつかわかれはくる。トリスタンが言うように、永遠に一いつ緒しよにはいられない。

「でも、一日くらいしか泣かない予定なんだけど、それでもいいかな？」

「………………え？」

　もちろん長々と泣かれても困こまるけれど、一日というのは短くはないだろうか？　丸一日と考えればいいのか、しかし──

「せめて三日くらいは嘆なげいてよ」

　譲じよう歩ほしたつもりなのだが、難むずかしそうに綺き麗れいな顔をしかめられてしまう。

「三日も一人でいろって？　フィーネがいないのに？」

「わたしが死ぬなり他の女探そうって言うの!?」

　遠い『もしも』の話のはずだったのに、本気で怒ってしまったフィーネを見て、アレスは話の食い違ちがいに気づいたらしい。

「馬ば鹿かだな。他の女じゃなくて、フィーネを追いかけるって言ってるのに」

　フィーネも会話が嚙かみ合っていないとは気づいたけれど、何を言っているのかが飲みこめなかった。

「墓はかとか遺品整理とか、後あと始し末まつが必要だろう？　でも残って一日だ」

（だって……それじゃ……その言い方って……）

　言葉の見つからないフィーネをよそに、アレスは愛いとしげにつないだ手を持ち上げて、指のつけ根に唇くちびるを落とした──左手の薬指。フィーネと契約を交わしたその場所に。

「…………アレスは、わたしより長生きできるじゃない」

「気づかなかったか？　共に生きたいから、肉体を人間と同じ速度で成長させている」

　さすがに見た目じゃわからない。否いな、そうではなく──アレスは自分自身が望めば何百年も生きられるはずなのだ。

　半はん魔まの場合、肉体を成長させたりそのままの年ねん齢れいに留とどまらせたりすることはできるが、時間までは戻らない。そして能力こそ妖よう魔まと同じだが、肉体の年齢を変えなければ、平均寿命は人間のそれと変わらない。

　アレスの言葉がようやく頭に入ってきて、フィーネは目を輝かがやかせた。

「すごい。じゃあ、アレスって人生まるまるわたしにくれるの!?」

「もちろ──」

「重いわぁっ！」

　野の太ぶとい声で感動の瞬間を打ち消したのは、もちろんフィーネではない。

「馬鹿かお前ら！　狂きよう恋れんこじらせて人に迷めい惑わくかけまくった妖魔を見送ったばかりで、どうしてそういう会話の流れになる!?」
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　死にそうなくらいぐったりしていたのに、トリスタンはなんだかんだで元気そうだ。

「もちろん愛があるから、こういう話になるのだけれど」

「頼むから第二のカラビナは勘かん弁べんしてくれ！」

「少なくとも百年近くは大だい丈じよう夫ぶだと思うわよ？」

「どこまで生きる気だよ」

「太く長く、できる限り。生きる目的があるんだから、人生とことんまで楽しまなきゃ損そんでしょう？　わたしは世界を征せい服ふくする女よ！」

　胸を張って堂どう々どうと告げたフィーネに、力なく岩にもたれかかっていたトリスタンは、更さらに力が抜けたような顔で、適当に手を振った。

「……………ああ。はいはい。お兄さんはもう、くったくただから寝ねる」

「信じてないでしょう師し匠しよう！　計画なら立ててるんだからね！　とりあえずカリスマ封石師になって富とみと名声を手に入れたら、協会本部の役員になってティーチ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくの中ちゆう枢すうに入りこんで協会を掌しよう握あくするでしょう？　他国は妖魔被ひ害がいがあったら真っ先に信頼と信用のある封石師協会を頼ってくるから、そこを利用して──」

「具ぐ体たい的てきすぎて恐いわぁっ！　見習い風情ふぜいが世界征服を企たくらむんじゃない！　そもそもそんな簡単に世界征服なんざできるもんじゃねえだろ!?」

「だからティーチ連邦共和国を足がかりにするんじゃない」

　フィーネが大おお真ま面じ目めに壮そう大だいな計画を立てているとわかったのだろう。疲つかれ切った目で、トリスタンはアレスを見た。

「止めろ」

「……そうは言われても、十年前から約やく束そくしていたことだし」

「六歳児の時から世界征服を狙ねらっていたのかよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。当時から俺がサポートする予定だったから」

「世界征服の心配じゃねえよ！　何がどうしてそうなった!?」

　先ほどから何度も思っていることだが、疲れているんじゃないのだろうか。肩で息をしてまで叫さけばなくてもいいと思うのだが、理由が知りたいようなので、さらりと答えた。

「だってこのままだとアレスと結婚できないし」

「…………あ？」

「法改正をしても定着させるには国民の大だい々だい的てきな意識改かい革かくが必要でしょう？　ティーチ連邦共和国に居を構かまえるのなら、この国だけ法改正をすればいいけれど、封石師って仕事で他国にも行くし、でも他国で旦だん那な様が人間の扱あつかいをされないのは業ごう腹はらだし、ならわたしが世界征服して、全人類の意識改革をしようと思ったの」

「………………六歳で？」

「どうすればいいのかアレスに訊いたら、そうすれば可能じゃないかって」

　にっこりと笑って答えるフィーネから、トリスタンの視線がアレスに移る。

「お前のせいか！」

「まさか十年経たっても同じ夢を持ち続けるとは思わなかったよ。あんな小さな子が綺麗に育って、しかも十年間もよそ見をせずに俺のために世界を征服しようと思い続けているのなら、俺もフィーネに協力しようと──」

「思うな！　保護者を名な乗のるならむしろ止めろ！」

「約束は守るべきものだろう？」

　悪びれないアレスの微び笑しように、フィーネも大きく頷うなずく。

「夢は大きく果はてしないほうが、実現した時の感動もひとしおだと思うの」

「限度と常識を覚えろ」

「常識って、時代時代によって変わってくるから、わたしが時代を作ろうと思ったの」

　十年かけて、アレスと再会を果たしたのだから──




「世界征服の目標は十年後よ！」




　夜空に輝く月を見上げて、高らかに宣せん言げんしたフィーネの声に、トリスタンの雄お叫たけびが重なった。

「お前の師匠として、全力で阻そ止ししてやる！」











ＥＮＤ．
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　ビーズログ文庫読者様にははじめまして。他レーベルでご存じの方はお久しぶりです。瑞みず山やまいつきです。

　ヤンデレばかりの物語となってしまいましたが、いかがでしたでしょうか？　冷静に物語を顧かえりみれば……たぶん、まもとな思考の人間って、テオだけなんじゃなかろうかと冷や汗が出てきますよ（笑）まあ、そんな彼もやっていることはあれですが……。

　今回お送りした物語は、実はアマチュア時代の投稿作品のリメイクだったりします。投稿作品とはいっても、実際に書きはじめる前に某レーベルさんで受賞が決定してデビューしたので、結局プロットしか立てていなかったんですけどね。

　少女むけに相応ふさわしくなるようあれこれと設定を変更しましたが、アレスだけはどうしても『アレスシアス』でなければ許せなくて、名前も外見も設定も当時のままにしました。ええ、当時から主人公馬ば鹿かでした。

　あと変わってないのがパイモンですかね。主人公は基本的に物語と同一視してしまうもので、『今回の物語で好きなキャラは？』と問われれば、彼の名を答えます。作者の愛が駄だ々だ洩もれるのか、担当様のお気に入りともなった模様。ありがとうございます。いいんですか？　あいつは有能ですが、最低な男ですよ？　つきのおまめ先生の美麗イラストに誤ご魔ま化かされていませんか？　ああいいんですか。そうですか……そうか。

　ちなみにパイモンとは別の意味で最低な男代表のトリスタンは、『本当はボケたいツッコミ』として再設定いたしました。ボケばっかりなんだよ。頑がん張ばれツッコミ、頑張れ！　と応援しながら書いたせいか、なんだか苦労性となってしまったような気がします。

　フィーネはつきのおまめ先生に本当に可憐に描いていただきました！　幸せです。ありがとうございます！　アレスにも色気があふれていて、表紙のラフを見た瞬間、「おお！」と声にだしてしまいましたよ。

　担当様をはじめ、出版にまつわる方々もありがとうございました。はじめて一緒にお仕事をさせていただいたのに、筆が遅くて申し訳ありません！　もしもまた次があったらよろしくお願いします。

　もちろんこの本を読んでいただいた読者様もありがとうございました。軽く読んで楽しんでいただくもよし、深く読んで色々と気づくのもよし。もしもまた読みたいなと思ったら、ぜひとも声を聞かせてくださいませ。よろしくお願いします。
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